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週
睡
濾
◎
㈱部
讓
並
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

し
た
柔
軟
な
道
路
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、
市
町
村
が
国

道
や
都
道
府
県
道
の
歩
道
等
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
特
例
制
度
の
創
設
、
道
路
管
理
者
が
沿
道
住
民
と
の
協

定
に
よ
り
沿
道
の
利
便
施
設
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
の
創
設
、
N
P
O
等
に
よ
る
道
路
占
用
の
特
例
の
創

設
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
内
容
は

2
の
と
お
り
で
す
。

2

各
論

①

市
町
村
に
よ
る
国
道
又
は
都
道
府
県
道
の

管
理
の
特
例
制
度
の
創
設

"館

-性
ヒ
を
因
る
,し

こ
ま
、

M"苫タマザLそ うハハワ′↑

都
市
の
再
生
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、

地
域
の
特
性
や
地
域
が
抱
え
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
最

も
よ
く
把
握
し
て
い
る
市
町
村
が
中
心
と
な
っ
て
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
道
路
の
管
理
を
行
っ
て
い
く
こ

E

は
じ
め
に

本
年
三
月
二
人
日
に

｢都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
｣
が
第
一
六
六
回
国
会
に
お
い
て
成

立
し
、
同
月
三
一
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た

(平
成
十
九
年

法
律
第
十
九
号
)。
こ
こ
で
は
、
同
法
の
う
ち
、
主
に
道

路
法
の
一
部
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

二

法
律
案
全
体
の
概
嚢

現
在
、
都
市
の
再
生
や
地
域
の
活
性
化
等
を
一
層
推
進

す
る
こ
と
が
国
の
重
要
施
策
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

都
市
の
再
生
や
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

民
間
の
活
力
を
活
か
し
た
都
市
開
発
を
引
き
続
き
推
進
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
道
路
等
の
公

共
施
設
の
整
備
や
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
多
様
な
担
い
手

の
参
画
を
促
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
と
同
時
に
、
地
震
等
が
発
生
す
れ
ば
被
害

が
甚
大
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
密
集
市
街
地
の
安
全
性
を

早
急
に
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

｢都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
｣

は
、
こ
れ
ら
の
必
要
性
を
踏
ま
え
、
都
市
の
再
生
や
地
域

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
、
密
集

市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法

律
、
道
路
法
等
の
関
係
法
律
を
一
括
し
て
改
正
す
る
も
の

で
す
。

三

道
路
法
の
≦部
改
正
の
内
容

1

総
論

道
路
法
の
一
部
改
正
で
は
、
都
市
の
再
生
や
地
域
の
活

性
化
を
担
う
地
元
市
町
村
や
地
域
住
民
等
の
ニ
ー
ズ
に
即



と
が
重
要
で
す
。

現
行
の
道
路
法
に
お
い
て
も
、
指
定
市
以
外
の
市
に

よ
る
道
路
管
理
の
特
例
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
こ
の
特
例
に
つ
い
て
は
、

.
市
の
み
が
特
例
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
町
村
は

対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

･
当
該
特
例
を
適
用
し
た
場
合
、
市
は
道
路
管
理
者

と
し
て
、
道
路
の
管
理
の
全
て
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
負
担
が
大
き
い
(例
え
ば
、

道
路
の
管
理
の
一
部
の
み
(例
え
ば
、
改
築
の
み
)

を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
)。

な
ど
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
た
道
路
の
整

備

･
管
理
を
推
進
す
る
上
で
必
ず
し
も
使
い
勝
手
の
よ

い
制
度
と
は
な
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
め
、
今
回
、
新
た
な
特
例
制
度
を
創
設
し
、

市
町
村
が
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
の
補
助
国
道
、
都

道
府
県
道
の
歩
道
等
の
管
理
の
う
ち
、
地
域
住
民
の
日

常
生
活
の
安
全
性

･
利
便
性
･
快
適
性
の
観
点
か
ら
必

要
な
も
の
を
部
分
的
に
代
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基

づ
き
、
都
市
再
生
整
備
計
画
に
国
道
又
は
都
道
府
県
道

の
新
設
･
改
築
が
記
載
さ
れ
た
場
合
の
み
市
町
村
が
歩

道
等
の
整
備
を
代
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
し
た
が
、
今

回
の
道
路
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
都
市
再
生
整
備
計

画
の
区
域
外
で
あ
っ
て
も
特
例
を
活
用
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

②

市
町
村
に
よ
る
歩
行
安
全
改
築
の
要
請
制
度
の
創
設

内
閣
府
が
実
施
し
た

｢道
路
に
関
す
る
世
論
調
査
｣

(平
成
一
人
年
)
に
よ
る
と
、
道
路
の
安
全
性
向
上
の

対
策
と
し
て
、
｢歩
道
の
設
置
や
、
道
幅
を
拡
げ
る
等

の
整
備
を
行
う
｣
こ
と
を
挙
げ
た
者
が
最
も
多
く

(四

七

･
九
%
)、
ま
た
、
平
成
一
三
年
に
実
施
し
た
同
調

査
と
比
較
し
て
も
そ
の
割
合
は
大
き
く
増
加

(四
七
･

九
%
↑
三

一
･
七
%
)
し
て
い
ま
す
。

当
該
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
特
性

や
地
域
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ
い
て
最
も
よ
く
把
握
し

て
い
る
市
町
村
が
中
心
と
な
っ
て
、
当
該
市
町
村
の
区

域
内
の
地
域
住
民
に
と
っ
て
身
近
な
道
路
に
つ
い
て
、

交
通
安
全
の
確
保
と
生
活
環
境
の
向
上
を
図
る
取
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
今
回
市
町
村
に
よ
る
国
道
又
は
都
道
府

県
道
の
管
理
の
特
例
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
が
、
市
町
村
が
国
道
又
は
都
道
府
県
道
の
管
理
を

代
行
し
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
歩
行
者
の
安
全

の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の
改
築
に
つ
い
て
は
、

当
該
道
路
を
整
備
す
べ
き
道
路
管
理
者
に
対
し
、
当
該

改
築
を
行
う
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
、
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
特
性
や
地
域
が
抱
え
る
課

題
等
に
つ
い
て
最
も
よ
く
把
握
し
て
い
る
市
町
村
が
中

心
と
な
っ
て
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
の
地
域
住
民
の

通
行
の
安
全
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
道
路
整
備
の
促

進
を
図
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
す
。

市
町
村
か
ら
歩
行
安
全
改
築

(※
)
の
要
請
が
あ
っ

た
場
合
、
道
路
管
理
者
は
、
遅
滞
な
く
当
該
要
請
に
係

る
歩
行
安
全
改
築
を
実
施
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
、

都
道
府
県
公
安
委
員
会
と
調
整
し
た
上
で
、
①
実
施
す

る
こ
と
と
し
工
事
計
画
書
の
案
を
作
成
す
る
、
②
実
施

し
な
い
旨
と
そ
の
理
由
を
通
知
す
る
、
の
い
ず
れ
か
の

対
応
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
!
交
差
点
付
近
の
歩
道
の
改
築
、
自
転
車
駐
車
場
の
設
置
な
ど

③

利
便
施
設
協
定
制
度
の
創
設

現
行
の
道
路
法
で
は
、
道
路
区
域
の
内
外
が
明
確
に

区
分
さ
れ
、
道
路
管
理
者
は
、
道
路
区
域
内
の
み
を
管

理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
道

路
の
区
域
外
に
存
す
る
並
木
や
街
灯
な
ど
の
中
に
は
、

道
路
の
通
行
者
の
利
便
の
確
保
に
資
す
る
も
の
も
多
数

見
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
効
果
を
長
期
に

わ
た
っ
て
確
保
す
る
た
め
に
は
適
切
な
管
理
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
こ
れ
ら
の
利
便
施
設
の
管
理
を
一
律
に
そ
の

所
有
者
等
の
管
理
に
委
ね
る
こ
と
と
す
る
と
、
所
有
者

等
の
移
転
に
伴
い
、
長
期
に
わ
た
る
適
切
な
管
理
、
ひ

い
て
は
継
続
的
な
道
路
へ
の
効
果
が
図
ら
れ
な
い
場
合

も
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
道
路
管
理
者
は
、
こ
れ
ら
の
利
便
施
設



の
所
有
者
等
と
協
議
し
、
協
定
を
締
結
し
、
当
該
協
定

性
の
基
準
｣
)
を
満
た
す
場
合
に
限
っ
て
許
可
で
き
る

て
は
、
現
行
法
上
駐
車
料
金
等
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で

に
基
づ
き
利
便
施
設
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

き
る
規
定
が
な
い
た
め
、
道

管
理

が
設
け
る
目
-

と
と
す
る
と
と
も
に
、
公
示
の
あ
っ
た
協
定
は
、
そ
の

公
示
の
あ
っ
た
後
に
お
い
て
利
便
施
設
の
所
有
者
等
と

な
っ
た
者
に
対
し
て
も
、
そ
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
と
し

た
も
の
で
す
。

④

N
P
O
等
に
よ
る
道
路
占
用
の
特
例
の
創
設

N
P
0
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
の
団
体
が
道

路
の
清
掃
活
動
や
美
化
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
事
例
は

年
々
増
加
し
て
お
り
(平
成
一
人
年
三
月
末
時
点
で
｢

四
一
〇
団
体
)、
道
路
交
通
環
境
の
向
上
や
沿
道
に
お

け
る
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
に
一
定
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
N
P
0
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
の

中
に
は
、
道
路
交
通
環
境
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
、

例
え
ば
、
道
路
上
に
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
、
街
灯
、
ペ
ン

チ
等
を
占
用
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
上
が
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
積
極
的
に
支
援
す
る
た
め
、
新
た
に
占
用

制
度
の
特
例
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
道
路
の
占
用
は
、
一
般
交
通
の
用
に
供

す
る
と
い
う
道
路
の
本
来
的
機
能
か
ら
す
れ
ば
、
副
次

的
な
も
の
で
あ
り
、
道
路
の
本
来
的
機
能
を
阻
害
し
な

い
範
囲
内
で
の
み
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
｢道
路
の
敷
地
外
に
余
地
が
な
い
た
め
に
や
む

を
得
な
い
｣
で
あ
る
と
の
基
準

(い
わ
ゆ
る

｢無
余
地

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
特
例
で
は
、
道
路
交
通
環
境
の
向
上
を
図
る

活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
N
P
O
等
が
設
け
る

並
木
、
街
灯
な
ど
道
路
管
理
上
必
要
な
工
作
物
等
に
つ

い
て
の
道
路
占
用
の
許
可
に
つ
い
て
は
、
無
余
地
性
の

基
準
を
適
用
し
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

⑤

有
料
駐
輪
場
制
度
の
創
設

平
成
一
七
年
に
お
け
る
駅
周
辺
の
自
転
車
の
放
置
台

数
は
約
三
八
万
七
、
0
0
0
台
と
な
っ
て
お
り

(｢駅

周
辺
に
お
け
る
放
置
自
転
車
等
の
実
態
調
査
の
集
計
結

果

(平
成
一
人
年
八
月
内
閣
府
実
施
)｣
)
、
道
路
上
に

お
け
る
放
置
自
転
車
が
歩
行
者
や
車
い
す
等
の
安
全
で

円
滑
な
通
行
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
放
置
自
転

車
対
策
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
を
受
け
、
国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
一
七
年
の

道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
道
路
管
理
者
が

道
路
上
に
自
転
車
駐
車
場
を
整
備
す
る
こ
と
を
可
能
と

す
る
と
と
も
に
、
平
成
一
八
年
の
同
令
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
民
間
等
が
自
転
車
等
を
駐
車
さ
せ
る
た
め
必
要

な
車
輪
止
め
装
置
等
を
道
路
上
に
占
用
す
る
こ
と
を
可

能
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
取
組
み
に
よ
り
、
今
後
一
層
道
路
上
の
自

転
車
駐
車
場
の
整
備
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
が
、
道
路
管
理
者
が
設
け
る
自
転
車
駐
車
場
に
つ
い

き
る
規
定
が
な
い
た
め
、
道
路
管
理
者
が
設
け
る
自
転

車
駐
車
場
と
周
辺
の
民
間
自
転
車
駐
車
場

(占
用
許
可

に
よ
り
設
置
さ
れ
る
自
転
車
駐
車
場
を
含
む
。)
と
の

競
争
の
公
平
性
が
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
道
路
管
理
者
は
自
転
車
駐
車
場
に
自
転

車
を
駐
車
さ
せ
る
者
か
ら
駐
車
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
す
。

⑥

施
行
日

道
路
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
｢都
市
再
生
特

別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
｣
の
公
布
の
日

(平
成
一
九
年
三
月
三
一
日
)
か
ら
起
算
し
て
六
ヵ
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。



道路法の一部改正案の概要

< 改正のねらい >

道路の機能として、 これまで重視してきた自動車交通の一層の円滑化と安全に加え、 安全な歩行空

間としての機能や地域のにぎわい ･交流の場としての機能など道路が有する多様な機能を発揮するた

め、都市の再生や地域活性化を担う市町村や沿道住民等のニーズに即して柔軟に道路管理を行うこと
ができる制度の構築。

- 市町村を主体とした歩行空間等の整備 ･管理

(1) 市町村による国道又は都道府県道の管理の特例
地域住民の生活空間、 歩行空間としての道路の管理を、 地域のニーズを反映して柔軟に行うため、

都市再生整備計画の区域に加え、全国的に市町村自らが権限を代行して歩道の整備等を行うことが
できることとする。

(2) 安全な歩行空間等の整備のための市町村による要請制度
地域住民の通行の安全を確保するため、市町村は道路管理者に対し、交差点付近の歩道等の整備

を要請することができることと重る。 (カラ-舗装、クランクの整備)

　　　　　　

電 導等響こJ稲幅員の歩道の橇
一
廉教

者の分離)
　　　　　　 　　

　　　　　　　(国道、都道府県道)

2 沿道住民やN P O 等と連携した道路 ･沿道空間の一体的管理

(1) 道路外利便施設の管理に関する協定

! 裁き,こぎ淺繊麗箋漉こ 夢護要務語綵遊ば莢艘鰯便を増進ず

道路管理者と沿道住民 (施設所有者) が協定を
締結し、道路と沿道の施設を一体的に管理。
施設所有者が代わっても協定の効力は承継。

くフラワーポットの設置〉

(2) N P O 等が設置する並木、街灯等に関する道路占用の特例
N P O 等の非営利法人が設置する並木、 街灯、 フラワーポット等につ

いては、道路管理上必要なものとして許可要件を簡素化する。

3 その他

(1) 有料駐輪場制度の創設
道路管理者は、駐輪場に自転車を駐車させる者から駐車料金を徴収で

きることとする。



都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

新
旧
対
照
条
文

○
道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
)
(第
三
条
関
係
)

(傍
線
部
分
は
改
正
部
分
)

改

正

案

現

行

目
次第

一
章
･
第
二
章

(略
)

第
三
章

道
路
の
管
理

第
一
節
~
第
三
筋

(略
)

第
四
節

道
路
の
保
全
等

(第
四
十
二
条
I
第
四
十
七
条
の
五
)

第
四
節
の
二

道
路
の
立
体
的
区
域

(第
四
十
七
条
の
六
ー
第
四
十
八
条
)

第
五
節

(略
)

第
六
節

自
転
車
専
用
道
路
等

(第
四
十
八
条
の
十
三
-
第
四
十
八
条
の
十
六
)

第
七
節

利
便
施
設
協
定

(第
四
十
八
条
の
十
七

-第
四
十
八
条
の
十
九
)

第
四
章
~
第
八
章

(略
)

附
則(用

語
の
定
義
)

第
二
条

(略
)

2

こ
の
法
律
に
お
い
て

｢道
路
の
附
属
物
｣
と
は
、
道
路
の
構
造
の
保
全
、
安
全

か
つ
円
滑
な
道
路
の
交
通
の
確
保
そ
の
他
道
路
の
管
理
上
必
要
な
施
設
又
は
工
作

物
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一
~
五

(略
)

六

自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場
で
道
路
上
に
、
又
は
道
路
に
接
し
て
第

十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
管
理
者
が
設
け
る
も
の

七
･
八

(略
)

3
~
5

(略
)

(管
理
の
特
例
)

第
十
七
条

指
定
市
の
区
域
内
に
存
す
る
国
道
の
管
理
で
第
十
二
条
た
だ
し
書
及
び

第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
並

び
に
指
定
市
の
区
域
内
に
存
す
る
都
道
府
県
道
の
管
理
は
、
第
十
二
条
た
だ
し
書
、

第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
指
定
市
が
行
う
。

2

指
定
市
以
外
の
市
は
、
第
十
二
条
た
だ
し
書
、
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
十
五

目
次第

一
点早
･
第
二
章

(略
)

第
三
章

道
路
の
管
理

第
一
節
~
第
三
筋

(略
)

第
四
節

道
路
の
保
全
等

(第
四
十
二
条
1
第
四
十
七
条
の
四
)

第
四
節
の
二

道
路
の
立
体
的
区
域

(第
四
十
七
条
の
五
-
第
四
十
八
条
)

第
五
節

(略
)

第
六
節

自
転
車
専
用
道
路
等

(第
四
十
八
条
の
十
三
-
第
四
十
八
条
の
十
六
)

第
四
章
~
第
八
章

(略
)

附
則(用

語
の
定
義
)

第
二
条

(略
)

2

こ
の
法
律
に
お
い
て

｢道
路
の
附
属
物
｣
と
は
、
道
路
の
構
造
の
保
全
、
安
全

か
つ
円
滑
な
道
路
の
交
通
の
確
保
そ
の
他
道
路
の
管
理
上
必
要
な
施
設
又
は
工
作

物
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

…
~
五

(略
)

六

自
動
車
駐
車
場
で
道
路
上
に
、
又
は
道
路
に
接
し
て
第
十
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
道
路
管
理
者
が
設
け
る
も
の

七
･
八

(略
)

3
~
5

(略
)

(管
理
の
特
例
)

第
十
七
条

指
定
市
の
区
域
内
に
存
す
る
国
道
の
管
理
で
第
十
二
条
た
だ
し
書
及
び

第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
べ
き
も
の
並
び
に
指
定
市
の

区
域
内
に
存
す
る
都
道
府
県
道
の
管
理
は
、
第
十
二
条
た
だ
し
書
、
第
十
三
条
第

一
項
及
び
第
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
指
定
市
が
行
う
。

2

指
定
市
以
外
の
市
は
、
第
十
二
条
た
だ
し
書
、
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
十
五
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条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
都
道
府
県
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
て
、
当
該
市

の
区
域
内
に
存
す
る
国
道
の
管
理
で
第
十
二
条
た
だ
し
書
及
び
第
十
三
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
並
び
に
当
該
市

の
区
域
内
に
存
す
る
都
道
府
県
道
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

3

指
定
市
以
外
の
市
町
村
は
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
安
全
性
若
し
く
は
利
便

性
の
向
上
又
は
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内

に
存
す
る
国
道
若
し
く
は
都
道
府
県
道
の
新
設
、
改
築
、
維
持
若
し
く
は
修
繕
又

は
国
道
若
し
く
は
都
道
府
県
道
に
附
属
す
る
道
路
の
附
属
物
の
新
設
若
し
く
は
改

築
の
う
ち
、
歩
道
の
新
設
、
改
築
、
維
持
又
は
修
繕
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
も

の
で
あ
っ
て
第
十
二
条
た
だ
し
書
、
第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
五
条
並
び
に
第
八

十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
も
の

(前
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
市
又
は
指
定
市
以
外
の
市
が
行
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
第
二
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て

｢歩
道
の
新
設
等
｣

と
い
う
。)
を
都
道
府
県
に
代
わ
っ
て
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
第
十
二
条
た
だ
し
書
、
第
十
三
条
第
【
項
、
第
十
五
条
並
び
に

第
八
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
都
道
府
県
に
協
議
し
、

そ
の
同
意
を
得
て
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

4

指
定
市
以
外
の
市
町
村
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
道
又
は
都
道
府
県
道
の

新
設
、
改
築
、
維
持
又
は
修
繕
を
行
お
う
と
す
る
と
き
、
及
び
当
該
国
道
又
は
都

道
府
県
道
の
新
設
、
改
築
、
維
持
又
は
修
繕
の
全
部
又
は
一
部
を
完
了
し
た
と
き

は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

5

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
の
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

(道
路
の
区
域
の
決
定
及
び
供
用
の
開
始
等
)

第
十
八
条

第
十
二
条
、
第
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
五
条
、
第
十

六
条
又
は
前
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
道
路
を
管
理
す
る
者

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ
っ
て
は
国
土
交
通
大
臣
、
指
定
区
間
外
の
国
道
に
あ
っ

て
は
都
道
府
県
。
以
下

｢道
路
管
理
者
｣
と
い
う
。)
は
、
路
線
が
指
定
さ
れ
、
又

は
路
線
の
認
定
若
し
く
は
変
更
が
公
示
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞
な
く
、

条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
都
道
府
県
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
て
、
当
該
市

の
区
域
内
に
存
す
る
国
道
の
管
理
で
第
十
二
条
た
だ
し
書
及
び
第
十
三
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
が
行
う
べ
き
も
の
並
び
に
当
該
市
の
区
域
内
に
存

す
る
都
道
府
県
道
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

3

前
二
項
の
場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
必
要
な
技
術

的
読
替
は
、
政
令
で
定
め
る
。

(道
路
の
区
域
の
決
定
及
び
供
用
の
開
始
等
)

第
十
八
条

第
十
二
条
、
第
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
第
十
五
条
か
ら

前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
っ
て
道
路
を
管
理
す
る
者

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ
っ

て
は
国
土
交
通
大
臣
、
指
定
区
間
外
の
国
道
に
あ
っ
て
は
都
道
府
県
。
以
下

｢道

路
管
理
者
｣
と
い
う
。)
は
、
路
線
が
指
定
さ
れ
、
又
は
路
線
の
認
定
若
し
く
は
変

更
が
公
示
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞
な
く
、
道
路
の
区
域
を
決
定
し
て
、
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道
路
の
区
域
を
決
定
し
て
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を

公
示
し
、
か
つ
、
こ
れ
を
表
示
し
た
図
面
を
関
係
地
方
整
備
局
若
し
く
は
北
海
道

開
発
局
又
は
関
係
都
道
府
県
若
し
く
は
市
町
村
の
事
務
所

(以
下

｢道
路
管
理
者

の
事
務
所
｣
と
い
う
。)
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
道

路
の
区
域
を
変
更
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

2

(略
)

(道
路
管
理
者
以
外
の
者
の
行
う
工
事
)

第
二
十
四
条

道
路
管
理
者
以
外
の
者
は
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
第
三
項
、
第
十

七
条
第
三
項
又
は
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
場
合
の
ほ
か
、

道
路
に
関
す
る
工
事
の
設
計
及
び
実
施
計
画
に
つ
い
て
道
路
管
理
者
の
承
認
を
受

け
て
道
路
に
関
す
る
工
事
又
は
道
路
の
維
持
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

道
路
の
維
持
で
政
令
で
定
め
る
軽
易
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
の
承
認

を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

(自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場
の
駐
車
料
金
及
び
割
増
金
)

第
二
十
四
条
の
二

道
路
管
理
者

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ
っ
て
は
、
国
。
第
三

項
、
第
三
十
九
条
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の
二
第
八
項
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十

八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
三
項
、
第
六
十
一
条
第
一
項
、
第
六
十
四
条
第
一

項
、
第
六
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
七
十
条
第
一
項
、
第
七
十
二
条
第
一

項
及
び
第
三
項
、
第
七
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
八
十
五
条
第
三
項

並
び
に
第
九
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。)
は
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公

共
団
体
の
条
例

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ
っ
て
は
、
政
令
)
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
道
路
の
附
属
物
で
あ
る
自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場
に
自
動
車

(道
路
運
送
車
両
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。)
又
は
自
転
車
を
駐
車
さ
せ
る
者
か
ら
、
駐
車
料
金
を
徴

収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
道
路
交
通
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す

る
緊
急
自
動
車
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
自
動
車
又
は
自
転
車
を
駐
車
さ
せ
る
場
合

に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

前
項
の
駐
車
料
金
の
額
は
、
次
の
原
則
に
よ
っ
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

自
動
車
又
は
自
転
車
を
駐
車
さ
せ
る
特
定
の
者
に
対
し
不
当
な
差
別
的
取
扱

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
公
示
し
、
か
つ
、
こ
れ
を
表

示
し
た
図
面
を
関
係
地
方
整
備
局
若
し
く
は
北
海
道
開
発
局
又
は
関
係
都
道
府
県

若
し
く
は
市
町
村
の
事
務
所

(以
下

｢道
路
管
理
者
の
事
務
所
｣
と
い
う
。)
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
場
合

に
お
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

2

(略
)

(道
路
管
理
者
以
外
の
者
の
行
う
工
事
)

第
二
十
四
条

道
路
管
理
者
以
外
の
者
は
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
第
三
項
又
は
第

十
九
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
場
合
の
外
、
道
路
に
関
す
る
工
事

の
設
計
及
び
実
施
計
画
に
つ
い
て
道
路
管
理
者
の
承
認
を
受
け
て
道
路
に
関
す
る

工
事
又
は
道
路
の
維
持
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
道
路
の
維
持
で
政
令
で

定
め
る
軽
易
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し

な
い
。

(自
動
車
駐
車
場
の
駐
車
料
金
及
び
割
増
金
)

第
二
十
四
条
の
二

道
路
管
理
者

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ
っ
て
は
、
国
。
第
三

項
、
第
三
十
九
条
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の
二
第
八
項
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十

八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
三
項
、
第
六
十
一
条
第
一
項
、
第
六
十
四
条
第
一

項
、
第
六
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
七
十
条
第
一
項
、
第
七
十
二
条
第
一

項
及
び
第
三
項
、
第
七
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
八
十
五
条
第
三
項

並
び
に
第
九
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。)
は
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公

共
団
体
の
条
例

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ
っ
て
は
、
政
令
)
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
自
動
車
駐
車
場
に
自
動
車
を
駐
車
さ
せ
る
者
か
ら
、
駐
車
料
金
を
徴
収

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
道
路
交
通
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る

緊
急
自
動
車
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
自
動
車
が
駐
車
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

2

前
項
の
駐
車
料
金
の
額
は
、
次
の
原
則
に
よ
っ
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

自
動
車
を
駐
車
さ
せ
る
特
定
の
者
に
対
し
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
も
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い
を
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

一
一
自
動
車
又
は
自
転
車
を
駐
車
さ
せ
る
者
の
負
担
能
力
に
か
ん
が
み
、
そ
の
利

用
を
困
難
に
す
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

付
近
の
自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場
で
道
路
の
区
域
外
に
設
置
さ
れ

て
お
り
、
か
つ
、
一
般
公
衆
の
用
に
供
す
る
も
の
の
駐
車
料
金
に
比
し
て
著
し

く
均
衡
を
失
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

3

(略
)

(自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場
の
駐
車
料
金
等
の
表
示
)

第
二
十
四
条
の
三

道
路
管
理
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
駐
車
料
金
を
徴

収
す
る
自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
駐
車
料
金
、
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
そ
の
他
自
動
車

駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
に
関
し
必
要
な
事
項
を
表
示
す
る
た
め
、
標

識
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
)

第
二
十
七
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
十
三
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
指
定
区
間
外
の

国
道
の
新
設
若
し
く
は
改
築
を
行
う
場
合
又
は
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

指
定
区
間
外
の
国
道
の
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
政

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
指
定
区
間
外
の
国
道
の
道
路
管
理
者
に
代
わ

っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す
る
。

2

指
定
市
以
外
の
市
町
村
は
、
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
歩
道
の
新
設
等
を

行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
道
路
の
道
路
管

理
者
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す
る
。

3

第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
基
づ
き
一
の
道
路
管
理
者
が
そ
の
地
方
公
共

団
体
の
区
域
外
に
わ
た
っ
て
道
路
を
管
理
す
る
場
合
又
は
第
二
十
条
の
規
定
に
よ

る
協
議
に
基
づ
き
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
道
路
を
管
理
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
者
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
に

代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す
る
。

(道
路
の
占
用
の
許
可
基
準
)

の
で
な
い
こ
と
。

二

自
動
車
を
駐
車
さ
せ
る
者
の
負
担
能
力
に
か
ん
が
み
、
そ
の
利
用
を
困
難
に

す
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

付
近
の
駐
車
場
法

(昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
号
)
第
二
条
第
二
号
に
規

定
す
る
路
外
駐
車
場
の
駐
車
料
金
に
比
し
て
著
し
く
均
衡
を
失
し
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
。

3

(略
)

(自
動
車
駐
車
場
の
駐
車
料
金
等
の
表
示
)

第
二
十
四
条
の
三

道
路
管
理
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
駐
車
料
金
を
徴

収
す
る
自
動
車
駐
車
場
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

駐
車
料
金
、
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
そ
の
他
自
動
車
駐
車
場
の
利
用
に
関

し
必
要
な
事
項
を
表
示
す
る
た
め
、
標
識
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
)

第
二
十
七
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
十
二
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
指
定
区
間
外
の

国
道
の
新
設
若
し
く
は
改
築
を
行
な
う
場
合
又
は
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
指
定
区
間
外
の
国
道
の
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
を
行
な
う
場
合
に
お
い
て
は
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
道
路
管
理
者
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
な
う

も
の
と
す
る
。

2

第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
協
議
に
基
き
一
の
道
路
管
理
者
が
そ
の
地
方
公
共
団

体
の
区
域
外
に
わ
た
っ
て
道
路
を
管
理
す
る
場
合
又
は
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る

協
議
に
基
き
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
道
路
を
管
理
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
者
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
に
代

っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す
る
。

(道
路
の
占
用
の
許
可
基
準
)
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第
三
十
三
条

道
路
管
理
者
は
、
道
路
の
占
用
が
前
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
道
路
の
敷
地
外
に
余
地
が
な
い
た
め
に
や
む
を
得
な
い

も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
同
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
場
合
に
限
り
、
同
条
第
一
項
又
は
第
三

項
の
許
可
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

次
に
掲
げ
る
工
作
物
又
は
施
設
で
前
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
基
準

に
適
合
す
る
も
の
の
た
め
の
道
路
の
占
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
前
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
許
可
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

前
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設

の
う
ち
、
高
速
自
動
車
国
道
又
は
第
四
十
八
条
の
四
に
規
定
す
る
自
動
車
専
用

道
路
の
連
結
路
附
属
地

(こ
れ
ら
の
道
路
の
う
ち
、
こ
れ
ら
の
道
路
と
当
該
道

路
以
外
の
交
通
の
用
に
供
す
る
通
路
そ
の
他
の
施
設
と
を
連
結
す
る
部
分
で
国

土
交
通
省
令
で
定
め
る
交
通
の
用
に
供
す
る
も
の
に
附
属
す
る
道
路
の
区
域
内

の
土
地
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
)
に
設
け
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
道

路
の
通
行
者
の
利
便
の
増
進
に
資
す
る
施
設
で
、
当
該
連
結
路
附
属
地
を
そ
の

合
理
的
な
利
用
の
観
点
か
ら
継
続
し
て
使
用
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
ら
れ

る
も
の

二

前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
四
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
工
作
物
、
物
件
又
は

施
設
の
う
ち
、
並
木
、
街
灯
そ
の
他
道
路

(高
速
自
動
車
国
道
及
び
第
四
十
八

条
の
四
に
規
定
す
る
自
動
車
専
用
道
路
を
除
く
。以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。)

の
管
理
上
当
該
道
路
の
区
域
内
に
設
け
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
と
し
て
政
令
で

定
め
る
工
作
物
又
は
施
設
で
、
道
路
交
通
環
境
の
向
上
を
図
る
活
動
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

(平
成
十
年
法
律
第
七
号
)
第
二

条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
そ
の
他
の
営
利
を
目
的
と
し
な

い
法
人
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
が
設
け

る
も
の

(市
町
村
に
よ
る
歩
行
安
全
改
築
の
要
請
)

第
四
十
七
条
の
五

市
町
村
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
存
す
る
道
路

(高
速
自

動
車
国
道
、
第
四
十
八
条
の
四
に
規
定
す
る
自
動
車
専
用
道
路
、
第
四
十
八
条
の

十
四
第
二
項
に
規
定
す
る
自
転
車
専
用
道
路
及
び
当
該
市
町
村
が
道
路
管
理
者
で

第
三
十
三
条

道
路
管
理
者
は
、
道
路
の
占
用
が
前
条
第
一
項
各
号
の
一
に
該
当
す

る
も
の
で
あ
っ
て
道
路
の
敷
地
外
に
余
地
が
な
い
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
で

あ
り
、
且
つ
、
同
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
場
合
に
限
り
、
同
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
許

可
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ

る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
の
う
ち
、
高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専
用
道
路

の
連
結
路
附
属
地

(こ
れ
ら
の
道
路
の
う
ち
、
こ
れ
ら
の
道
路
と
当
該
道
路
以
外

の
交
通
の
用
に
供
す
る
通
路
そ
の
他
の
施
設
と
を
連
結
す
る
部
分
で
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
交
通
の
用
に
供
す
る
も
の
に
附
属
す
る
道
路
の
区
域
内
の
土
地
を
い

う
。
以
下
こ
の
頃
に
お
い
て
同
じ
。)
に
設
け
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
道
路
の
通
行
者
の

利
便
の
増
進
に
資
す
る
施
設
で
、
当
該
連
結
路
附
属
地
を
そ
の
合
理
的
な
利
用
の

観
点
か
ら
継
続
し
て
使
用
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
前
項
の
規

定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
の
た
め
の
道
路
の
占
用
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
許
可
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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あ
る
道
路
を
除
く
。
以
下
こ
の
頃
に
お
い
て
同
じ
。)
の
道
路
管
理
者
に
対
し
、
国

土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
道
路
の
附
属
物
で
あ
る
自
転
車
駐
車
場

の
道
路
上
に
お
け
る
設
置
そ
の
他
の
歩
行
者
の
通
行
の
安
全
の
確
保
に
資
す
る
も

の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
道
路
の
改
築

(以
下

｢歩
行
安
全
改
築
｣
と
い
う
。)
を

行
う
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
要
請
に

係
る
歩
行
安
全
改
築
の
工
事
計
画
書
の
素
案
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
要
請

(以
下
こ
の
条
に
お
い
て
｢実
施
要
宝赳

と
い
う
。)

に
係
る
歩
行
安
全
改
築
の
工
事
計
画
書
の
素
案
の
内
容
は
、
第
三
十
条
第
一
項
に

規
定
す
る
道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
道
路
に

関
す
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

道
路
管
理
者
は
、
実
施
要
請
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
実
施
要

請
を
踏
ま
え
た
歩
行
安
全
改
築

(当
該
実
施
要
請
に
係
る
歩
行
安
全
改
築
の
工
事

計
画
書
の
素
案
の
内
容
の
全
部
又
は
一
部
を
実
現
す
る
こ
と
と
な
る
歩
行
安
全
改

築
を
い
う
。)
を
行
う
こ
と
と
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
、
当
該
歩
行
安
全
改
築
を

行
う
こ
と
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
工
事
計
画
書
の
案
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。道

路
管
理
者
は
、
当
該
実
施
要
請
を
踏
ま
え
た
歩
行
安
全
改
築

(当
該
実
施
要

譜
に
係
る
歩
行
安
全
改
築
の
工
事
計
画
書
の
素
案
の
内
容
の
一
部
を
実
現
す
る
こ

と
と
な
る
歩
行
安
全
改
築
を
い
う
。)
を
行
う
こ
と
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
九

十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
意
見
を
聴
こ
う
と

す
る
と
き
は
、
当
該
歩
行
安
全
改
築
の
工
事
計
画
書
の
案
に
併
せ
て
、
当
該
実
施

要
請
に
係
る
歩
行
安
全
改
築
の
工
事
計
画
書
の
素
案
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。道

路
管
理
者
は
、
当
該
実
施
要
請
を
踏
ま
え
た
歩
行
安
全
改
築
を
行
わ
な
い
こ

に〉
と
と
す
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
、
当
該
実
施
要
請
を

し
た
市
町
村
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6

道
路
管
理
者
は
、
前
項
の
通
知
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
実

施
要
請
を
し
た
市
町
村
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
当
該

実
施
要
請
に
係
る
歩
行
安
全
改
築
の
工
事
計
画
書
の
素
案
を
送
付
し
て
そ
の
意
見

を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

道行セ 2007.4 β



第
四
十
七
条
の
六

(略
)

(道
路
一
体
建
物
に
関
す
る
協
定
)

第
四
十
七
条
の
七

道
路
管
理
者
は
、
道
路
の
区
域
を
立
体
的
区
域
と
し
た
道
路
と

当
該
道
路
の
区
域
外
に
新
築
さ
れ
る
建
物
と
が
一
体
的
な
構
造
と
な
る
こ
と
に
つ

い
て
、
当
該
建
物
を
新
築
し
て
そ
の
所
有
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
と
の
協
議
が
成

立
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
協
定

(以
下
こ
の
節
に
お
い
て

｢協
定
｣
と
い
う
。)
を
締
結
し
て
、
当
該
道
路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
、

災
害
復
旧
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
道
路

の
管
理
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
協
定
に
従
っ
て
、
当
該
建
物
の
管
理

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
-
六

(略
)

七

そ
の
他
道
路
一
体
建
物
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項

2

道
路
管
理
者
は
、
協
定
を
締
結
し
た
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
公
示
し
、
か
つ
、
当
該
協
定
の
写
し
を
道
路

管
理
者
の
事
務
所
に
備
え
て
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、
協
定
に
お
い
て

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
道
路
一
体
建
物
又
は
そ
の
敷
地
内
の
見
や
す
い
場
所
に
、

道
路
管
理
者
の
事
務
所
に
お
い
て
こ
れ
を
閲
覧
に
供
し
て
い
る
旨
を
掲
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

(協
定
の
効
力
)

第
四
十
七
条
の
八

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
の
あ
っ
た
協
定
は
、
そ
の
公

示
の
あ
っ
た
後
に
お
い
て
道
路
一
体
建
物
の
所
有
者
と
な
っ
た
者
に
対
し
て
も
、

そ
の
効
力
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
七
条
の
九
･
第
四
十
七
条
の
十

(略
)

第
七
節

利
便
施
設
協
定

(利
便
施
設
協
定
の
締
結
等
)

第
四
十
八
条
の
十
七

道
路
管
理
者
は
、
そ
の
管
理
す
る
道
路
に
並
木
、
街
灯
そ
の

他
道
路
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
利
便
の
確
保
に
資
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定

第
四
十
七
条
の
五

(略
)

(道
路
一
体
建
物
に
関
す
る
協
定
)

第
四
十
七
条
の
六

道
路
管
理
者
は
、
道
路
の
区
域
を
立
体
的
区
域
と
し
た
道
路
と

当
該
道
路
の
区
域
外
に
新
築
さ
れ
る
建
物
と
が
一
体
的
な
構
造
と
な
る
こ
と
に
つ

い
て
、
当
該
建
物
を
新
築
し
て
そ
の
所
有
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
と
の
協
議
が
成

立
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
協
定

(以
下

｢協
定
｣
と
い
う
。)

を
締
結
し
て
、
当
該
道
路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
、
災
害
復
旧
そ
の
他
の

管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
道
路
の
管
理
上
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
協
定
に
従
っ
て
、
当
該
建
物
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

一
~
六

(略
)

七

そ
の
他
必
要
な
事
項

2

道
路
管
理
者
は
、
協
定
を
締
結
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
公
示
し
、
か
つ
、
協
定
又
は
そ
の

写
し
を
道
路
管
理
者
の
事
務
所
に
備
え
て
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、
協

定
に
お
い
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
道
路
一
体
建
物
又
は
そ
の
敷
地
内
の
見
や

す
い
場
所
に
、
道
路
管
理
者
の
事
務
所
に
お
い
て
閲
覧
に
供
し
て
い
る
旨
を
掲
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(協
定
の
効
力
)

第
四
十
七
条
の
七

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
の
あ
っ
た
協
定
は
、
そ
の
公

示
の
あ
っ
た
後
に
お
い
て
当
該
協
定
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
道
路
一
体
建
物
の
所

有
者
と
な
っ
た
者
に
対
し
て
も
、
そ
の
効
力
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
七
条
の
八
･
第
四
十
七
条
の
九

(略
)
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め
る
工
作
物
又
は
施
設
を
設
け
る
こ
と
が
当
該
道
路
の
構
造
又
は
周
辺
の
土
地
利

用
の
状
況
に
よ
り
困
難
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
道
路
の
通
行
者
又
は
利
用

者
の
利
便
の
確
保
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
道
路
の
区
域
外

に
あ
る
そ
れ
ら
の
工
作
物
又
は
施
設

(以
下

｢道
路
外
利
便
施
設
｣
と
い
う
。)
に

つ
い
て
、
道
路
外
利
便
施
設
所
有
者
等

(当
該
道
路
外
利
便
施
設
の
所
有
者
又
は

当
該
道
路
外
利
便
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地

(建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
道
路

外
利
便
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
建
築
物
そ
の
他
の
工

作
物
の
う
ち
当
該
道
路
外
利
便
施
設
に
係
る
部
分
)
の
所
有
者
若
し
く
は
使
用
及

び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利

(臨
時
設
備
そ
の
他
一
時
使
用
の
た
め
設
定
さ
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
を
除
く
。)
を
有
す
る
者
を
い
う
。
次
項
及
び
第
四
十
八
条

の
十
九
に
お
い
て
同
じ
。)
と
の
間
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
協
定

(以
下
こ
の
節
に
お
い
て
｢利
便
施
設
協
定
｣
と
い
う
。)
を
締
結
し
て
、
当
該
道

路
外
利
便
施
設
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

利
便
施
設
協
定
の
目
的
と
な
る
道
路
外
利
便
施
設

(以
下

｢協
定
利
便
施
設
｣

と
い
う
。
)

協
定
利
便
施
設
の
管
理
の
方
法

利
便
施
設
協
定
の
有
効
期
間

四

利
便
施
設
協
定
に
違
反
し
た
場
合
の
措
置

五

利
便
施
設
協
定
の
掲
示
方
法

六

そ
の
他
協
定
利
便
施
設
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項

利
便
施
設
協
定
に
つ
い
て
は
、
道
路
外
利
便
施
設
所
有
者
等
の
全
員
の
合
意
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(利
便
施
設
協
定
の
縦
覧
等
)

第
四
十
八
条
の
十
八

道
路
管
理
者
は
、
利
便
施
設
協
定
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公
告
し
、
当
該
利

便
施
設
協
定
を
当
該
公
告
の
日
か
ら
二
週
間
利
害
関
係
人
の
縦
覧
に
供
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

前
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
っ
た
と
き
は
、
利
害
関
係
人
は
、
同
項
の
縦
覧

期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
当
該
利
便
施
設
協
定
に
つ
い
て
、
道
路
管
理
者
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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3

道
路
管
理
者
は
、
利
便
施
設
協
定
を
締
結
し
た
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
公
示
し
、
か
つ
、
当
該
利
便
施
設

協
定
の
写
し
を
道
路
管
理
者
の
事
務
所
に
備
え
て
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
と
と
も

に
、
利
便
施
設
協
定
に
お
い
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
協
定
利
便
施
設
又
は
そ

の
敷
地
内
の
見
や
す
い
場
所
に
、
道
路
管
理
者
の
事
務
所
に
お
い
て
こ
れ
を
閲
覧

に
供
し
て
い
る
旨
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

前
条
第
二
項
及
び
前
三
項
の
規
定
は
、
利
便
施
設
協
定
に
お
い
て
定
め
た
事
項

の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

(利
便
施
設
協
定
の
効
力
)

第
四
十
八
条
の
十
九

前
条
第
三
項

(同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。)
の
規
定
に
よ
る
公
示
の
あ
っ
た
利
便
施
設
協
定
は
、
そ
の
公
示
の
あ
っ
た
後

に
お
い
て
協
定
利
便
施
設
の
道
路
外
利
便
施
設
所
有
者
等
と
な
っ
た
者
に
対
し
て

も
、
そ
の
効
力
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

(道
路
予
定
区
域
)

第
九
十
…
条

(略
)

2

道
路
の
区
域
が
決
定
さ
れ
た
後
道
路
の
供
用
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い

て
も
、
道
路
管
理
者
が
当
該
区
域
に
つ
い
て
の
土
地
に
関
す
る
権
原
を
取
得
し
た

後
に
お
い
て
は
、
当
該
区
域
又
は
当
該
区
域
内
に
設
置
さ
れ
た
道
路
の
附
属
物
と

な
る
べ
き
も
の

(以
下

｢道
路
予
定
区
域
｣
と
い
う
。
)
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
、

第
二
章
第
三
節
、
第
四
十
二
条
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
四
条
の
二
、
第
四
十
七

条
の
十
、
第
四
十
八
条
、
第
七
十
一
条
か
ら
第
七
十
三
条
ま
で
、
第
七
十
五
条
、

第
八
十
七
条
及
び
次
条
か
ら
第
九
十
五
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

3

･
4

(略
)

(都
道
府
県
公
安
委
員
会
と
の
調
整
)

第
九
十
五
条
の
二

道
路
管
理
者
は
、
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路

(高
速
自
動
車
国
道
及
び
自
動
車
専
用
道
路
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。)
に
区
画
線

(道
路
交
通
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
第
十

六
号
の
道
路
標
示
と
み
な
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)

(道
路
予
定
区
域
)

第
九
十
一
条

(略
)

2

道
路
の
区
域
が
決
定
さ
れ
た
後
道
路
の
供
用
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い

て
も
、
道
路
管
理
者
が
当
該
区
域
に
つ
い
て
の
土
地
に
関
す
る
権
原
を
取
得
し
た

後
に
お
い
て
は
、
当
該
区
域
又
は
当
該
区
域
内
に
設
置
さ
れ
た
道
路
の
附
属
物
と

な
る
べ
き
も
の

(以
下

｢道
路
予
定
区
域
｣
と
い
う
。)
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
、

第
三
章
第
三
節
、
第
四
十
三
条
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
四
条
の
二
、
第
四
十
七

条
の
九
、
第
四
十
八
条
、
第
七
十
一
条
か
ら
第
七
十
三
条
ま
で
、
第
七
十
五
条
、

第
八
十
七
条
及
び
次
条
か
ら
第
九
十
五
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

3

･
4

(略
)

(都
道
府
県
公
安
委
員
会
と
の
調
整
)

第
九
十
五
条
の
二

道
路
管
理
者
は
、
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路

(高
速
自
動
車
国
道
及
び
自
動
車
専
用
道
路
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。)
に
区
画
線

(道
路
交
通
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
第
十

六
号
の
道
路
標
示
と
み
な
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)



を
設
け
、
第
四
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
第
四
十
七
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
若
し
く
は
制
限
し
、
又
は
横
断
歩
道
橋

を
設
け
、
道
路
の
交
差
部
分
及
び
そ
の
付
近
の
道
路
の
部
分
の
改
築
で
政
令
で
定

め
る
も
の
若
し
く
は
歩
行
安
全
改
築
を
行
い
、
若
し
く
は
道
路
上
に
道
路
の
附
属

物
で
あ
る
自
動
車
駐
車
場
を
設
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
地
域
を
管
轄
す
る

都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
四
十

六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
し
よ
う
と
す
る

場
合
に
お
い
て
、
緊
急
を
要
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
も
の
と
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
事
後
に
お
い
て
、
速
や
か
に
当

該
禁
止
又
は
制
限
の
内
容
及
び
理
由
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(略
)

(事
務
の
区
分
)

第
九
ト
七
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
事
務
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号

に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務

(次
項
に
お
い
て

｢第
一
号
法
定
受
託
事
務
｣

と
い
う
。
)
と
す
る
。

一
･
一
一

(略
)

一ニ

第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
道
に
関
し
て
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が

処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

(政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。)

四

(略
)

2

(略
)

を
設
け
、
第
四
十
六
条
第
"
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
第
四
十
七
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
若
し
く
は
制
限
し
、
又
は
横
断
歩
道
橋

を
設
け
、
道
路
の
交
差
部
分
及
び
そ
の
付
近
の
道
路
の
部
分
の
改
築
で
政
令
で
定

め
る
も
の
を
行
い
、
若
し
く
は
道
路
上
に
道
路
の
附
属
物
で
あ
る
自
動
車
駐
車
場

を
設
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
地
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の

意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、.緊
急
を

要
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
も
の
と

し
、
こ
の
場
合
に
は
、
事
後
に
お
い
て
、
速
や
か
に
当
該
禁
止
又
は
制
限
の
内
容

及
び
理
由
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

(略
)

(事
務
の
区
分
)

第
九
十
七
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
事
務
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
地
方
自
治
法
第
一
…条
第
九
項
第
冷
号

に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務

(次
項
に
お
い
て
｢第
一
号
法
定
受
託
事
務
｣

と
い
う
。
)
と
す
る
。

-
-
二

(略
)

一ニ

(略
)

2

(略
)
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独
立
衙
虞
継
入
園
燃
高
速
道
路
保
有
◎
債
務
遷
満
機
構
と

A
S
胛
A

(フ
ラ
ン
又
曲
遭
遭
騰
協
会
)
興
び

A
N
A
S

(鬮
イ
タ
リ
デ
遭
離
庸
)
ど
の

情
報
焚
轢

⑤
棚
亜
協
力
に
関
す
る
覚
書
の
締
結
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人

日
本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返
済
機
構

高
速
道
路
事
業
の
民
営
化
は
、
現
在
、
世
界
各
国
で

様
々
な
形
態
で
進
行
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
国
々
と

民
営
化
に
関
す
る
情
報
交
換

･
相
互
協
力
を
行
う
こ
と

は
、
我
が
国
の
高
速
道
路
事
業
に
と
っ
て
非
常
に
有
益
な

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
年
一
月
に
当
機
構
で
は
、
他
の
諸
国
に

先
行
し
て
高
速
道
路
事
業
の
民
営
化
を
進
め
て
い
る
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
両
国

(図
1
、
表
1
)
に
お
い
て
、
民

営
化
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
A
S
F
A
(※
1
)

及
び
A
N
A
S

(※
2
)
と
そ
れ
ぞ
れ
情
報
交
換
･
相
互

協
力
に
関
す
る
覚
書
(K
g
a
g
合
日
o｢
こ
Dog
終
g
台
ご巴

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

高
速
道
路
機
構
と
六
つ
の
高
速
道
路
会
社
間
の
協
定
締

結
に
よ
る
、
新
し
い
体
制
で
の
高
速
道
路
運
営
開
始
か
ら

す
で
に
丸
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
高
速
道
路
機
構
が
会

社
か
ら
得
ら
れ
る
貸
付
料
を
原
資
と
し
て
、
四
五
年
以
内

に
確
実
に
債
務
を
返
済
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
間
、
会
社

の
協
力
を
得
て
、
適
正
な
維
持
･
管
理
を
行
い
、
安
全
で

利
便
性
の
高
い
高
速
道
路
を
次
の
世
代
に
リ
渡
す
た
め
に

は
、
今
後
、
会
社
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と
の
よ
り

一
層
緊
密
な
協
力
関
係
を
築
い
て
い
く
と
と
も
に
、
様
々

な
創
意
工
夫
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

本
稿
で
は
、
そ
の
一
助
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
A
S
F

A
と
イ
タ
リ
ア
の
A
N
A
S
と
の
間
で
民
営
化
に
関
す
る

情
報
交
換
、
相
互
協
力
の
た
め
の
覚
書
を
締
結
し
た
こ
と

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

二

A
S
F
A
の
概
襲

A
S
F
A
は
、

一
九
九
五
年
に
そ
れ
ま
で
フ
ラ
ン
ス
の

高
速
道
路
会
社
が
加
盟
し
て
い
た
二
つ
の
協
会
が
統
合
さ

れ
設
立
さ
れ
た
業
界
団
体
で
、
主
要
一
三
社
と
最
近
参
加

し
た
四
社
を
加
え
、
一
七
社
が
加
盟
し
て
い
る
組
織
で
、

現
在
は
コ
フ
ィ
ル
ー
ト
社
の
会
長
が
協
会
の
会
長
を
務
め

て
い
ま
す

(表
2
)
。
活
動
の
主
目
的
は
、
コ
ン
セ
シ
ョ

ン
契
約

(事
業
権
の
付
与
契
約
)
制
度
の
推
進
で
、
会
員

会
社
相
互
の
経
験
や
知
見
に
関
す
る
情
報
交
換
、
討
議
、

共
同
作
業
、
研
究
開
発
、
共
通
政
策
の
作
成
等
を
進
め
る

場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
総
延
長
約
一
○
、
八
〇
0
m
の

高
速
道
路
の
う
ち
、
約
八
、
二
〇
〇
如
に
つ
い
て
高
速
道

路
会
社
が
国

(設
備
省
道
路
総
局
高
速
道
路
委
託
部
)
と

窓 道イテセ 2007.4
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図 1 日本 ･フランス ･イタリアの比較

表 1 日本 ･フランス ･イタリアの比較

単位 フランス イタリア 口 本

面 積 knf 547,000 301,260 377,873

入 口 下人 60ノー2‘l (2004) 58,460 (2005) 127,757 (2005)

高速道路延長 km 11,411 (2004) 6,487 (2003) 7,422 (2006)

鉄道延長 kn1 32,888 (2003) 15,965 (2004) 20,019 (2004)

締
結
し
た
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
契
約
に
基
づ
き
、
建
設
、
維

持
、
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
半
官
半
民
の
高
速
道
路
会
社
の
完
全
民
営
化
が

進
む
に
伴
い
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
契
約
の
枠
組
み
の
見
直

し
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
契
約
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
強

※ ( ) 内の数値は西暦年 托ト ン 路 す

表 2 A S F A の主要会員会社

会社名 (略称等) 延長 (km )

アリス A L I S 125

パリ ･ライン ･ローヌ高速道路会社 A P R R 1,821

ローヌ ･アルプ高速道路会社 A R E A 384

フランス南部高速道路会社 A S F 2,504.3

モンブラントンネル ･高速道路会社 A T N B 117.9

ルアーブル商工会議所 C C I du H avre 6.6

エファージュ ･ミョー高架橋会社 C E V M 3.7

コフイルート Conroute 985

エステレル ･コートダジュール高速道路会社 E S C O T A 460

フランス北部･東部高速道路会社 S A N E F 1,3744

バリ ･ノルマンディー高速道路会社 S A P N 368.4

フレジュス l･ンネル管理会社 S F T R F 803

プラド ･カレナージュトンネル管理会社 S M T P C 2.5

合計延長 8,2331

化
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

霞

A
N
A
S
の
剛
嚢

A
N
A
S
は
、
国

(経
済
財
務
少‐

を
所
有
す
る
特
殊
株
式
会
社
で
あ
り

経
‐ 済
ハ 財

務
省

国 が
　 　　

ら ○
の ○
委 %
託 株
協 式

※ 20 0 6年 6月現在 の ○

描行セ 2007.4 メ9



表 3 イタリアの高速道路コンセッション会社

会 社 名 延長 (k m)

A utoStrad e p er1fItalia 2
,
854

.
6

A utosb‐ad e心4erklio nall 51
.
6

S OC箋eta d e1le A utostrad e di v en ezia e p ad OVa 41
.
8

戟範lano S errava1le製生徒ano T an genzlali 1 77
.
6

A utostrada T o n n o-Savon a 130
.
9

A utostrada T o n n o Ivre浄V alle d'A osta 152
.
9

A utoCan1ion ale d eua Cisa 101
･
0

A utovie V e nete 180
.
3

A utostrada B resci徒V ero n a Vicenza-P adova 182
.
5

A utostrad a de1 B ren nero 314
.
0

S
,
A
.
T
.
A P

.
291

.
9

A utostrada P ede1n ol1tana L o n1barda

A utostrad e C entro P ad ane 総
S OCieta dl Pro getto B reb en短 -

S ocieta A utostrade V aldostan e 4“

S ocleta A utostrada Lig ure T oscana 94イー▲

A utoStrad a dei F至ori 鯰S ocietn A utostrada Tirrenica ハリ･
QU

T an g enziale di N ap oli 2"

C o nsorzio A utoStrad e s箋Cilian e 瘢S 0cieta Ita1iana T raforo de1 ト40nte B総nco (X)
5

S ocie m 1taliana T raforo A utostradale d e1 Frejus 痰
R accordo A utostrada1e V alle d- A osta O"

S ocieta Italiana T raforo de1 G ran s
.
B e n1ardo 812

Strad a d e1 Parchi 4ず上?]

合計延長 R
)鰔2 0 0 5年現在

昨
年
、
西
欧
に
お
け
る
最
大
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
契
約

会
社
で
あ
る
ア
ウ
ト
ス
ト
ラ
ー
デ
グ
ル
ー
プ
が
、
ス
ペ
イ

ン
の
ア
ベ
ル
テ
ィ
ス
社
と
の
合
併
の
動
き
を
見
せ
る
な

ど
、
イ
タ
リ
ア
は
高
速
道
路
の
民
営
化
に
関
連
す
る
動
き

の
中
心
的
な
国
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

四

調
印
式

当
機
構
と
A
S
F
A
と
の
調
印
は
、
一
月
一
〇
日
に
パ

リ
の
A
S
F
A
本
部
を
訪
問
し
て
行
わ
れ
、
朝
九
時
前
と

い
う
非
常
に
早
い
訪
問
時
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
変
な

歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
調
印
式
は
、
A
S
F
A
会
長
及
び

当
機
構
理
事
長
か
ら
の
挨
拶
、
H
本
･
フ
ラ
ン
ス
双
方
か

定
に
よ
り
一
般
道
及
び
高
速
道
路
の
建
設
、
維
持
、
管
理

の
権
限
を
付
与
さ
れ
、
高
速
道
路
会
社
と
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
契
約

(事
業
権
の
付
与
契
約
)
を
締
結
し
て
、
高
速
道

路
会
社
を
監
督

(工
事
計
画
の
承
認
、
作
業
視
察
、
検
査
、

実
験
、
計
測
そ
の
他
)
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア

国
外
に
お
い
て
は
、
道
路
事
業
に
関
す
る
技
術
的
、
政
策

的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
や
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
も
積
極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
総
延
長
約
六
、
八
〇
〇
範
の

高
速
道
路
の
う
ち
、
約
五
、
六
〇
〇
蝿
に
つ
い
て
A
N
A

S
と
締
結
し
た
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
契
約
に
基
づ
き
高
速
道

路
会
社

(表
3
)
が
、
約
一
、
二
〇
〇
皿
に
つ
い
て
A
N

A
S
が
直
接
、
建
設
、
維
持
、
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。



　　
　
　　
　
　　　
　

　
　

ノ
フ

(2 0 0 7年 1月 10 日 フランス ･パリ)
勢山高速道路機構理事長、 右 :アンリ ･ストゥッフA S

A S F A との覚書締結

況

　

　　

　

　　　
　
　

　　

　
　
　

　　
　

　写真 4 A N A S 及びイタリア ･インフラ省との写真5 機構側の説明 敏寸A N A S及びイタリァ ･ィンフラ省)

ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
質
疑
応
答

(写
真
1
)
、

覚
書
の
調
印

(写
真
2
)
、
事
前
の
質
問
票
に
基
づ
く
質

疑
応
答

(写
真
3
)
の
順
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
議
事
は
進
行
し
ま
し
た
が
、
日
本

側
の
説
明
に
対
す
る
熱
心
な
質
問
か
ら
フ
ラ
ン
ス
側
が
日

本
の
高
速
道
路
民
営
化
に
対
し
て
、
大
き
な
興
味
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
感
じ
取
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
A
N
A
S
と
の
調
印
は
、

一
月

一
人
日
に
ロ
ー

マ
の
イ
タ
リ
ア

･
イ
ン
フ
ラ
省
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
訪
問
前
後
の
時
期
は
、
国
、
A
N
A
S
及

び
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
会
社
の
間
の
調
整
で
非
常
に
忙
し
い

時
期
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
A
N
A
S
と
イ
ン
フ
ラ
省
間
の

調
整
の
結
果
、
予
定
さ
れ
て
い
た
イ
ン
フ
ラ
省
へ
の
表
敬

訪
問
と
調
印
式
を
併
せ
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
調

印
式
は
、
イ
ン
フ
ラ
省
の
道
路

･
高
速
道
路
局
長
及
び
当

機
構
理
事
長
か
ら
の
挨
拶
、
イ
タ
リ
ア
側
か
ら
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
質
疑
応
答

(写
真
4
)、
日
本
側
か

ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
質
疑
応
答

(写
真
5
)、

覚
書
の
調
印

(写
真
6
)
の
順
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
双

方
か
ら
多
数
の
質
問
が
出
さ
れ
、
議
論
が
白
熱
し
た
こ
と

か
ら
大
幅
に
終
了
予
定
時
間
を
超
過
す
る
こ
と
と
な
り
、

イ
タ
リ
ア
で
も
月
本
の
高
速
道
路
民
営
化
を
注
目
し
て
い

る
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
し
た
。

五

覚
書
の
肉
轡

今
回
締
結
し
た
覚
書
の
骨
子
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

写真 3 A S F A との質疑の状況



写真 6 A N A S との覚書締結の模様
(2 0 0 7 年 1月 18 日 イタリア ･ローマ)

(左 : A N A S 社長代理 ジャンニ ･ノビリ氏、右 :勢山高速道路機構理事長)

A
S
F
A
及
び
A
N
A
S
と
の
覚
書
本
文
に
つ
き
ま
し
て

は
、
当
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(耳
℃
"
"
"
"
｣
豊
島
槌
政
o
･

導
き
島
民
u七
色

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

A
S
F
A

(A
N
A
S
)
と
高
速
道
路
機
構
は
、
民
営
化
に
関
す

る
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
、
今
後
と
も
、
以
下
の
と
お
り
、
相
互
の

利
益
の
た
め
の
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
合
意
し
た
。

①

目
的

一

人
s
F
A

(A
N
A
S
)
と
高
速
道
路
機
構
の
友
好
関
係
の

推
進
及
び
保
持

一
一
高
速
道
路
に
関
す
る
制
度
、
建
設
、
維
持
運
営
の
分
野
に
お

け
る
情
報
交
換
の
実
施
及
び
促
進

②

活
動

一

会
議
、
出
版
物
等
を
通
じ
た
技
術
情
報
の
交
流

一
一

A
S
F
A

(A
N
A
S
)
と
高
速
道
路
機
構
の
研
修
活
動
に

よ
る
交
流

③

実
施
方
法

交
流
活
動
の
具
体
的
な
方
法
は
、
A
S
F
A

(A
N
A
S
)
と

高
速
道
路
機
構
の
両
者
が
協
議
し
て
決
定

④

窓
u

A
S
F
A

(A
N
A
S
)
の
国
際
部
及
び
機
構
の
企
画
部

〔A
S
F
A

(A
N
A
S
)
と
の
覚
書
骨
子
〕

　

　

、
、

の

、1

rと

、

A

　

　

　　　

、

SA7
′　

覚
書
締
結
の
目
的
は
、
継
続
的
な
交
流
を
進
め
る
こ
と

で
、
日
･
仏
及
び
日
･
伊
相
互
の
友
好
関
係
を
深
め
る
と

と
も
に
、
高
速
道
路
に
関
す
る
制
度
、
建
設
、
維
持
運
営

な
ど
の
分
野
に
お
け
る
情
報
交
換
を
通
じ
て
、
各
国
の
高

速
道
路
事
業
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
今
回
の
覚
書
締
結
に
よ
り
、
当
機
構
と
A
S
F
A
及

び
A
N
A
S
と
の
間
で
、
情
報
交
換

･
相
互
協
力
の
枠
組

み
が
構
築
さ
れ
ま
し
た

(写
真
7
･
8
)。

本
覚
書
で
想
定
し
て
い
る
交
流
の
対
象
は
、
広
範
か
つ

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
今
後
、
具
体
的
な
交
流
を
進
め
る

写真 8 A N A S との覚書



上
で
は
、
情
報
に
対
す
る
感
度
を
磨
き
、
社
会
経
済
情
勢
、

制
度
の
変
化
、
環
境
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、
高
速
道
路
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報

交
換
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
A
S
F
A
、
A
N

A
S
両
者
と
、
事
前
に
検
討
課
題
の
擦
り
合
わ
せ
、
具
体

的
手
法
の
調
整
な
ど
を
行
い
、
効
率
的
か
つ
生
産
的
な
交

流
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

臼
本
の
高
速
道
路
は
公
団
方
式
に
よ
る
有
料
道
路
制
度

と
い
う
、
欧
米
各
国
に
類
を
見
な
い
形
で
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
一
昨
年
の
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
も
ま
た
、
極

め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
み
で
あ
り
、
当
機
構
か
ら
の
説
明

に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
･
イ
タ
リ
ア
両
国
の
関
係
者
か
ら
高

い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
情
報
収
集
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
本
か
ら
の
積
極
的
な
情
報
発
信
に

も
意
を
用
い
て
、
今
回
の
覚
書
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。

穴

お
わ
り
に

欧
米
各
国
で
は
、
高
速
道
路
事
業
に
関
す
る
大
規
模
な

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
契
約
が
次
々
と
国
際
的
な
入
札
に
付
さ

れ
る
な
ど
、
高
速
道
路
を
取
り
巻
く
事
業
環
境
は
急
速
に

変
化
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
契
約
で
は
、
高
速

道
路
の
設
計
、
建
設
か
ら
維
持
、
運
営
に
至
る
ま
で
の
業

務
を
包
括
的
に
数
十
年
に
わ
た
り
民
間
委
託
す
る
た
め
、

建
設
費
と
維
持

･
管
理
費
の
総
計
を
超
長
期
の
契
約
期
間

を
通
じ
て
、
最
小
化
す
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
に
関

す
る
技
術
研
究
や
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
な
ど
を
活
用
し
た
超
長

期
の
安
定
的
資
金
調
達
の
研
究
も
進
ん
で
い
ま
す
。
当
機

構
で
は
、
今
後
と
も
国
際
的
な
動
き
に
目
を
配
り
、
本
覚

書
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
取
組
み
か
ら
得
ら
れ
た
成
果

を
、
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(言
g
"
"
"
"
き
け
暮
D
旛
o
｣
"
)

な
ど
で
情
報
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
1
!
フ
ラ
ン
ス
高
速
道
路
協
会

"

>
ののo
o
-p[MO
D
層
｢o慰
めの5
二
口
の--の
Qのの
の
0
6忌
忌
の
扇
田
口
OD-ののの

n
obo霧
の5
ココm費
のの
oこ
の×℃ぢ
警
報
付
の
Q歩
こ[o｢oこげ
り
o□
QO
こく門ゅ鳴
り

5
□口
四
の
(けg
ミ
モ
"
"
だ
け
[き
言
M
忌
雪
舟
xも
ごE

※
2
!
旧
イ
タ
リ
ア
道
路
庁

…

　
　　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　　　　

※
3
!
ア
ウ
ト
ス
ト
ラ
ー
デ
グ
ル
ー
プ

"

>
E
oのロ
pe
aも>
合
g
ミ
モ
モ
ノ"心
に[o紛
乱
の｣溝
口QOX廿
-目
ご

グ
ル
ー
プ
内
に
は
、
二
、
八
五
四
･
六
蛔
の
高
速
道
路
を
管
理
し

て
い
る
>
□[o凶
報
Qの
藩
"
四
国
団
の
せ>
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
傘

下
に
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
･
ト
ン
ネ
ル
会
社
を
は
じ
め
と
し
て
七
社
の

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
会
社
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
は
三
、
四
〇

八
師
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
保
有
し
て
い
る

(二
〇
〇
六
年
時
古
巴
。

うつ



蝸
圓
週
の
指
鱈
区
間
を
指
導
す
る
鞠
令
の
一部
を

暎
並
す
る
鞠
令
(平
成
廿
九
年
鞠
全
篇
二
冊
五
号
)
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

.

改
正
の
概
襄

本
政
令
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
維
持
、
修
繕
、
災
害
復

旧
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
一
般
国
道
の
指
定
区
間
の
追
加

等
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

今
回
新
た
に
追
加
す
る
区
間
及
び
そ
の
延
長
に
つ
い
て

は
、
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
追
加
の
他
、
市
町
村
合
併
に
伴
う
地
名
の
変
更
に

よ
る
改
正
と
し
て
一
般
国
道
一
〇
一
号
、
一
〇
八
号
、
一

二
六
号
、
一
六
三
号
を
、
こ
れ
ま
で
の
表
記
の
過
誤
修
正

と
し
て
一
般
国
道
一
五
六
号
を
改
正
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
指
定
区
間
を
新
た
に
追
加
し
た
こ
と
に
伴
う
重

複
区
間
の
表
示

(※
1
)
と
し
て
、
一
般
国
道
三
七
五
号

の
一
部
区
間
を
追
加
し
て
表
示
す
る
こ
と
と
し
た

(図
-

5
7
)
。

※
1
!
政
令
本
文
の
規
定
に
よ

り
、
別
表
に
掲
げ
ら
れ
て

い
な
い
路
線
の
反
問
で
あ

っ
て
も
、
他
の
指
定
区
間

と
重
複
し
て
い
る
区
間
に

つ
い
て
は
指
定
区
間
と
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
、
今
回
新
た
に
追
加

さ
れ
る
一
般
国
道
二
七
五

号
の

｢広
島
県
三
次
市
三

次
町
二
六
ニ
G
番
~
三
次

市
三
好
町
二
六
二
一
番
｣

の
区
間
に
つ
い
て
は
、
既

に
指
定
区
間
に
指
定
さ
れ

て
い
る
一
般
国
道
の
五
四

号
と
重
複
し
て
い
る
た

め
、
こ
れ
を
新
た
に
指
定

区
間
と
し
て
別
表
に
規
定

す
る
必
要
が
あ
る
。

表
路線名 追 加 区 間 追加延長

号

欽

刃

鞄
斗

“

蛔
減

耕

]
艶

彌 賤舞
総
勢

灘

.

鮒
鰤

蜘

怨愛
鮑
鰤

醍
醐

前
則繍 翻

幡
213

蹴
島
朗

艀
輔

械
一掃

職
~

見謝県蟻
黛

繊鳶
霊鰊鰡窺甫~騙枌

牡

繊彌 蝸
5

逆幡
蹴

爛
酔

硼
撒

商
都

囃群 m燃

纖憲 蝸
8

滌

縣減
鶇 短範

号

皺鰄
一

旙纈参

1

壱

番

摘

101

鰯
江
弗

塒
祚壤島輪県.･･.･･.･･

石
mTK4

朧涛
趨

番蝋
踰

挾
贓

醐
継鬘贓囃

蹴

癈鰡 鸚鴬廟
佐

猟
計

歎



至春日井 至勘八
至瀬戸

蜜蝋擁護応酬雑費溝客
CT
叢至

名
古
屋

至
四
日
市

　　　 　 　　
　 　　 　　　　　
　 　　　　y終 焉 箋“ !｣ 》 遠州灘

図 1 一般国道23号 名豊道路 (豊橋東B P、 岡崎 B P )

@ 枠 '" ｣録飜 } ~ , ヌ“
一般国道158号 (高山清見道路) L二24.7km

　

　

東
海
北
陸
目
勁
溝
競

　
　　
　　
　　
　　　　

　　　　
　
　
　　　　　

　　

◇鯵
高
山
市
清
見
町
夏
厩

飛
騨
清
見

"鱈
高
山
市
丹
生
川
町
坊
方

　 　　　　　　

-｣ 繭覊 ゆけ
至富山 i串

＼ Lご1,543m　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　

見 し 高山西IQ…
, 袴滋

稔 ′ 4 指定区間終点 高山市輌町9。2番1JCT 茶 ＼

美崗肺清見町ー が /
平成T6繃

　
指定区間起点:高山市吉見町夏鴈字西 湖177番3

し 6エ区 L=8,衝 5エ区強掬
(2/4) 供用済 平成19年10月供用予定

4工区 Lご9.5km

指定区間終点:高山市ブ吉見町牧ヶ洞字中島2l38轡 ※ 未供用区間のlC名称等は仮称

図 2 一般国道158号 高山清見道路

　　　　　　 　　　　　

中
部
国
際
空
港



山田

　　

　
　
　
　　花

東
北
縦
貫
自
動
車
道
弘
前
線

併

c

　

　
　

　
　
　

　

　

　

　　

巻空港に 道の兜尺

戸 ｢廉月 鞭諦 圓道の動尺
東和lC ｢遼楓の丘｣ -

重要港湾
　　 　　　　

　　　
肛肛舶 □□

霰
(仮)、右-

指定区間終点 ;遠野市上郷町平野原参地割20番2
指定区間起点 "釜石市甲子町第七地割154番5

図 3 一般国道283号 仙人峠道路

L=34.okm
起 L=a 7師 L=12.4km L=8.5km ‐チ三4.4km~) r 事業中 事業中 平成19年度供用予定(“4) 事業中

至広島 寓; ゑ　 　　 　 　 　
　　　 　　　　　　

　
　　 　　　　

　 　　　　　 　　　　 　　 　　 　

　

　
　

露

　 　

、外為瓶さげ “きざ亀謙 り高田道路
〆

　　
　　　

　

　　 　　 　 　 　　 　 　　　
　　　　 　

　 　
線線

　　
　

　 　　

指定区間編入
平成19年度 :8.5km

図 4 一般国道375号 東広島 ･呉道路

　　 　　　　　 　　　　　



　 　 　　 　
指定区間終点:石川県風珠郡穴水町字宇靴也ケ98番

増 曵 簑接 ぎ
巷群苺糞□□□□□砺即 駕

,

輪島港

l 指定区間起点: 鰤 三井町本江期番 J
指定区間起点:輪島市三井町洲衝壱参部1番4 ＼ ⑫

To g aoo台/日 能登空港 K05=0･44　　　 　K05=0.93

図 5 一般国道470号 能越自動車道 (輪島道路)

ー 慰ぬ
至和田山

　 　 　　

至宮津

　

鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道 指定区間起点 ;豊岡市上佐野字長尾谷桝5番2 指定区間起点 :養父市八鹿町高柳字ナベ劉46番1

図 6 一般国道483号 北近畿豊岡自動車道 (八鹿日高道路 ･日高豊岡南道路)

　　　　　　 　　　　　



三

改
正
理
曲

1

一
般
国
道
二
三
号
、
一
五
八
号
、
二
八
三
号
、

三
七
五
号
に
つ
い
て

こ
れ
ら
の
路
線
に
係
る
新
た
に
指
定
区
間
に
編
入
す
る

区
間
に
つ
い
て
は
、
当
該
路
線
が
道
路
法
施
行
規
則

(昭

和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五
号
)
第
一
条
の
二
の
一

般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令
の
制
定
又
は
改
廃

の
立
案
の
基
準

(以
下

｢基
準
｣
と
い
う
。
)
に
該
当
す

る
こ
と
、
ま
た
、
当
該
区
間
に
係
る
改
築
事
業
が
平
成
一

九
年
中
に
終
了
し
、
同
年
中
に
供
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
指
定
区
間
に
編
入
す

る
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
各
路
線
毎
の
基
準
該
当
性
及
び
供
用
開
始
予
定

時
期
は
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
五
八
号
、
三
七
五
号
に
つ
い
て
は
、
本
年
中
の
供
用

開
始

(予
定
)
と
な
る
が
、
指
定
区
間
の
指
定

(政
令
の

改
正
)
は
、
原
則
と
し
て
年
度
単
位
で
行
う
と
い
う
運
用

が
な
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
二
路
線
に
つ
い

て
も
、
今
回
の
改
正
に
併
せ
て
指
定
区
間
編
入
す
る
こ
と

と
す
る
。

2

一
般
国
道
四
七
〇
号
、
四
八
三
号
、

四
九
七
号
に
つ
い
て

怨　 つnnワイ

こ
れ
ら
の
路
線
に
つ
い
て
は
、
新
設
路
線
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

変 更現 行

漸唐
も
飜
至

細

路

G

剰

2
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=
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五

釜
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図 7 一般国道497号 伊万里 ･伊万里松浦道路

l 指定区間終点 伊万里市南波多町弼召字長田3035番 l
l 指定区間終点"松浦市志佐町浦免字寺田287番4 l



表

-

-

.

表
路線名 基準該当性 都市計画の決定状況

一般国道470号 鞠道鰊格蹴号 明岬減
一般国道483号 粉道線幹格′｣ロ司‘‐‘''

ロ方 日
“癬載

一般国道497号 道専白
]

道国般↑号1上 日
"靭載

※ 都市計画の決定状況については、 各路線とも今回追加する区間における最終の
都市計画を掲載

路線名 基準該当性 供用開始時期

‐殻国道23号 2号 (地域高規格道路) 平成19年 2月26月

一般国道158号 脇繃幹規偏号 中
･

年19獸
一般国道283号 道専白

一
道烟枷号 口

]18月QJ年“成平

-･般国道375号 彌縦繃高ロ芍 中鴎成平

新
設
路
線
に
つ
い
て
は
、
区
域
の
決
定
が
あ
っ
た
後
に

指
定
区
間
編
入
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
区
域

決
定
前
で
あ
っ
て
も
、
都
市
計
画
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る

等
に
よ
り
、
事
業
化
が
確
定
し
て
お
り
、
起
終
点
が
道
路

と
し
て
特
定
で
き
る
区
間
は
す
べ
て
指
定
区
間
と
し
て
指

定
す
る
も
の
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
路
線
の
今
回
新
た
に
指
定
区
間
に
編
入
し
よ

う
と
す
る
区
間
に
つ
い
て
は
、
事
前
の
道
路
交
通
調
査
等

※
2
ー
長
崎
大
分
線
の
由
布
院
I
C
~
大
分
I
C
の
間
は
霧
に
よ
る
通

行
止
め
が
多
く
、
霧
の
間
は
こ
の
国
土
開
発
幹
線
白
動
事
道

(高

速
自
動
中
国
道
)
の
代
替
路
線

(迂
回
路
)
と
し
て
機
能
し
て
い

る
。

･

亘

指
定
区
間
を
指
定
訝
る
基
準
に
つ
い
て

基
準
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
施
行
規
則

(昭
和
二
十
七

年
建
設
省
令
第
二
十
五
号
)
第
一
条
の
二
に
お
い
て
規
定

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

①

北
海
道
の
区
域
内
に
存
す
る
一
般
国
道
の
区
間

②

高
速
自
動
車
国
道
と
一
体
と
な
っ
て
全
国
的
な
自

動
車
交
通
網
を
構
成
す
る
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る

一
般
国
道
の
区
間

③

国
土
を
縦
断
し
、
横
断
し
、
又
は
循
環
し
て
都
道

府
県
庁
所
在
地
そ
の
他
政
治
上
、
経
済
上
又
は
文
化

上
特
に
重
要
な
都
市
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
連
絡

す
る
一
般
国
道
の
区
間

④

港
湾
法

(昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
)

第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
重
要
港
湾
若
し
く

は
同
法
付
則
第
五
項
に
規
定
す
る
港
湾
又
は
重
要
な

飛
行
場
と
高
速
自
動
車
国
道
又
は
①
、
②
の
い
ず
れ

か
に
規
定
す
る
一
般
国
道
の
区
間
と
を
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
連
絡
す
る
一
般
国
道
の
区
間

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
基
準
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

《第
二
次
地
方
分
権
推
進
計
画
》

を
経
て
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
計
画
決
定
を
受
け
て
、

平
成
一
九
年
度
か
ら
事
業
着
手

(測
量
･
用
地
買
収
、
道

路
区
域
の
決
定
)
が
可
能
と
な
る
段
階
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
、
基
準
に
も
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
今
回
、
指
定
区

間
に
編
入
す
る
こ
と
と
す
る

(表
3
)。

3

一
般
国
道
二
一
〇
号
に
つ
い
て

当
該
路
線
に
つ
い
て
は
、
既
に
供
用
が
開
始
さ
れ
て
お

り
、
現
時
点
で
は
県
管
理
の
指
定
区
間
外
国
道
と
な
っ
て

い
る
。

当
該
路
線
に
係
る
新
た
に
指
定
区
間
に
編
入
す
る
区
間

に
つ
い
て
は
、
平
行
す
る
九
州
横
断
自
動
車
道
長
崎
大
分

線
の
一
部
区
間
の
代
替
路
線
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と

(※
2
)、
周
辺
に
代
替
す
る
一
般
国
道
が
存
在
し
な
い
こ

と
、
基
準
に
該
当
し
て
い
る
こ
と

(二
号
該
当
)
か
ら
、

国
土
交
通
大
臣
が
管
理
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
た

め
、
今
回
新
た
に
指
定
区
間
に
編
入
す
る
こ
と
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

ま
た
、
大
分
県
に
よ
る
当
該
路
線
の
当
該
区
間
に
係
る

道
路
台
帳
の
調
整
が
は
か
ら
れ
大
分
県
か
ら
国
土
交
通
大

臣
に
道
路
管
理
を
引
き
継
ぐ
体
制
が
整
っ
た
こ
と
、
当
該

区
間
の
一
時
改
築
と
そ
れ
に
引
き
続
き
県
が
実
施
し
て
い

た
防
災

･
交
通
安
全
対
策
等
の
改
良
事
業
は
平
成
一
七
年

度
ま
で
に
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
新
た
に
指
定
区
間

と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
管
理
す
る
こ
と
と
す
る
も
の
で

あ
る
。



第
二
次
地
方
分
権
推
進
計
画

(平
成
一
…
年
三
月
二

六
日
閣
議
決
定
。
以
下

｢分
権
計
画
｣
と
い
う
。)
に

お
い
て
公
共
事
業
に
係
る
国
の
直
轄
事
業
及
び
国
が
直

接
管
理
す
る
公
物
に
つ
い
て
は
、
国
と
地
方
の
役
割
分

担
の
明
確
化
と
国
の
役
割
の
重
点
化
の
観
点
か
ら
、
ま

た
、
中
央
省
庁
等
の
ス
リ
ム
化
に
も
資
す
る
よ
う
に
、

全
国
的
な
見
地
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
的
又
は
広
域

的
事
業
に
限
定
し
、
そ
れ
以
外
は
地
方
公
共
団
体
に
ゆ

だ
ね
る
こ
と
と
し
、
こ
の
直
轄
事
業
及
び
直
轄
公
物
の

範
囲
に
つ
い
て
、
客
観
的
な
基
準
な
ど
に
よ
り
明
確
化

を
図
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

《道
路
審
議
会
答
申
》

｢直
轄
管
理
区
間
の
指
定
基
準
に
関
す
る
答
申

(平

成

一
一
年
七
月
道
路
審
議
会
答
申
)｣
に
お
い
て
具
体

的
な
考
え
方
及
び
基
準
が
示
さ
れ
た
。

《道
路
法
施
行
規
則
の
･
部
改
正
》

平
成

エ
ハ
年
三
月
に
道
路
法
施
行
規
則
を
改
正
し

(道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

(平
成

“
六
年
三
月
一
五
日
国
土
交
通
省
令
第
一
四
号
)、
国

土
交
通
大
臣
が
行
う
一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す

る
政
令
の
制
定
又
は
改
廃
の
立
案
に
つ
い
て
は
、
①
か

ら
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
一
般
国
道
の
区
間
が
当

該
政
令
で
指
定
さ
れ
る
よ
う
行
う
も
の
と
し
た
。

今
回
の
追
加
路
線
に
係
る
基
準
該
当
性
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
図
8

･
9
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。
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2 3号該当事項

守

　　
侶
十
定
は
る
高

い
道

　
　
　
　

二項に規定する特定重要港
湾若しくは同法附則第五項
に規定する港湾又は重要な
飛行場と高速自動車道又は
前二号のいずれかに規定す

る一般国道の区間とを効率
的かつ効果的に連絡する一
般国道の区間

腹轄管理区間可.- -.-- 基本的な考え方 .- -……

. 高速自動車国道と一体と
なって全国的な自動車交通
網を構成する自動車専用道
路である一般国道の区間
国土を縦断し、 横断し、

又は循環して、都道府県庁
所在地その他政治上、経済
上又は文化上特に重要な都
重を効率的かつ効果的に連
絡する一般国道の区間

朧麗搦 指定区間未編入部分

讓廳圓 高速自動車国道

螂蹴鰤 その他の道路

図

n



高速自動市国道と一体と、
高規格幹線道路

なって全国的な自重顔車交通 i

網を構成する自動車専用道 i

鑿餐である一般国道の区間 ･ 高速自動車国道と一体となって全
二. 国土を縦断し、 横断し、 ! 国的な自動車交通網を構成する。

又は循環して、都道県庁所 }
在地その他政治上、経済上 !
又は文化上特に重要な都市 : ＼＼ ･ふき へ,÷〆

を効率的かつ効果的に連絡 ;
シ ヤ 、 “、

する一般国道の区間

･
f
中

煙難
三. 港湾法 (昭和二十五年法 " 《 ＼ { ◇

二項に規定する特定重要港 l
ゾ＼〆/簿襲職纖 き瓣

　 　 　

　　　 　

し

、
治
に
効
の
和
号
る
法
湾
自
ず
の
的
間

断
て
政
特

つ
道
昭
八
す
同
港
速

い
道
果
区

縦
し
他
上
か
国
(
十
定
は
る
高
の
国
効
の

を
掠
め
訛
轉
般
法
類

べ
封
詑
号
般
り
艫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　　

　

を

二

三

…

直轄管理区間の
基本的な考え方

ゞき ~ 既存指定区間部分

嶬鬮嚢 追加指定区間部分

腿 剛 指定区間未編入部分

薹薹鬮 高速自動車国道

蹴鬮幽 その他の道路

四

施
行
目
に
つ
い
て

今
回
の
改
正
政
令
に
つ
い
て
は
、
原
則
施
行
日
を
平
成

一
九
年
三
月

一
日
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の

他
三
段
階
の
施
行
日
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
理
由
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

一
般
国
道
二
三
号
に
つ
い
て

一
般
国
道
二
三
号
に
お
け
る
今
回
の
指
定
区
間
編
入
区

間
の
う
ち
、
豊
橋
東
バ
イ
パ
ス
の
区
間
に
つ
い
て
は
平
成

一
九
年
二
月
二
六
日

(岡
崎
バ
イ
パ
ス
の
区
間
に
つ
い
て

は
同
年
三
月
二
六
日
)
に
供
用
開
始
す
る
予
定
で
あ
り
、

こ
れ
に
併
せ
て
施
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

②

一
般
国
道
二
一
〇
号
に
つ
い
て

一
般
国
道
二
一
〇
号
に
つ
い
て
は
、
業
務
の
円
滑
な
移

管

(県
管
理
か
ら
国
管
理
へ
)
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
こ

の
た
め
に
は
道
路
管
理
者
の
変
更
の
周
知
に
つ
い
て
一
定

程
度
期
間
が
必
要

(道
路
管
理
の
移
管
を
伴
う
場
合
の
改

正
に
つ
い
て
は
通
常
一
週
間
以
上
の
周
知
期
間
を
設
け
て

い
る
。)
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
変
更
に
つ
い
て
は
道
路

の
利
用
者
又
は
通
行
者
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
タ
イ
ミ

ン
グ
で
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
区
切
り
の
よ

い
日
と
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
公
布
の
日
か
ら
八
日
後
で
、
月
の
初

め
の
平
成
一
九
年
三
月
一
目
を
施
行
日
と
す
る
こ
と
と

し
た
。

　
　図

中部縦貫自動車道

高速自動車国道



③

一
般
国
道
四
七
〇
号
、
四
人
三
号
、

四
九
七
号
に
つ
い
て

こ
れ
ら
の
路
線
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
よ
り
事
業
を

開
始
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
改
正
を
行
う
も
の
で

あ
る
た
め
、
そ
の
施
行
は
今
年
度
中
に
行
う
必
要
が
あ

り
、
ま
た
、
事
業
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
当
該
事
業

を
行
う
周
辺
地
域
住
民
等
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
タ

イ
ミ
ン
グ
で
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
政
令
の
区
切
り
の
よ
い
施
行
日

(平
成
一
九
年
三
月

一
日
)
に
併
せ
て
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

④

一
般
国
道
一
五
人
号
、
三
七
五
号
に
つ
い
て

こ
れ
ら
の
路
線
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
九
年
一
0
月

に
供
用
開
始
が
な
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
指
定
区
間
へ

の
編
入
が
原
則
と
し
て
年
度
単
位
で
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
回
の
改
正
に
併
せ
て
行
う
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
ま
た
、
当
該
事
業
を
行
っ
て
い
る
周
辺
地
域
住

民
等
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
改
正
の
区
切
り

の
よ
い
施
行
日

(平
成
一
九
年
三
月
一
日
)
に
併
せ
て

施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

(当
該
区
間
の
改
築
に
つ
い
て
は
現
在
国
土
交
通
大

臣
が
権
限
を
代
行
し
て
行
っ
て
お
り
、
同
日
に
施
行
し

て
も
供
用
開
始
ま
で
の
間
の
工
事
実
施
上
支
障
は
生
じ

な
い
。)

⑤

一
般
国
道
一
六
三
号
に
つ
い
て

一
般
国
道
一
六
三
号
の
改
正
は
、
市
町
村
合
併
に
よ

り
平
成

一
九
年
三
月
一
二
日
に
山
城
町
が
廃
止
さ
れ
、

木
津
川
市
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
改
正
で
あ
る
た

め
、
同
日
に
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑥

一
般
国
道
二
八
三
号
に
つ
い
て

一
般
国
道
二
八
三
号
の
路
線
に
係
る
指
定
区
間
に
編

入
さ
れ
る
区
間
の
改
築
に
つ
い
て
は
、
現
在
一
部
を
県

が
行
っ
て
お
り
、
当
該
区
間
の
供
用
開
始
日
で
あ
る
平

成
一
九
年
三
月
一
八
日
に
併
せ
て
指
定
区
間
に
編
入
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
同
日
に
施
行
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

⑦

そ
の
他
の
改
正
規
定
に
つ
い
て

そ
の
他
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
平
成
“
八
年
中
に
既

に
行
わ
れ
た
市
町
村
合
併
等
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
は
直
ち
に
別
表
に
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
改
正
政
令
の
最
初
の
施
行
日
で
あ
る
平
成
一
九

年
二
月
二
六
日
に
併
せ
て
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

れれ｢表
路線名 施行口

23号の ･部、 101号、108号、 126号、 156号 平成19年 2月26ロ

158号、 210号、 375号、 470号、 483号、 497号 口
]

目
"咋緘

163号 口
=14日

"
リリ年19成平

283号 n
日褻眸識

こ
れ
に
よ
り
、
施
行
日
に
つ
い
て
は
表
4
の
と
お
り
整

理
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
政
令
の
施
行
日
は
改
正
号
数
の
最

も
多
い
平
成
一
九
年
三
月
一
日
と
し
、
そ
れ
以
外
の
日
に

施
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
施
行
日

を
分
け
て
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。



糟
劇
会
計
に
鬮
す
る灘

律
(遭
騰
鬮
係
)
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

｢簡
素
で
効
率
的
な
政
府
を
実
現
す
る
た
め
の
行
政
改
革

の
推
進
に
関
す
る
法
律
｣
(平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
七

号
)
第
二
十
条
第
一
項
に
お
い
て
も
、
｢道
路
整
備
特
別

会
計
、
治
水
特
別
会
計
、
港
湾
整
備
特
別
会
計
、
空
港
整

備
特
別
会
計
及
び
都
市
開
発
資
金
融
通
特
別
会
計
は
、
平

成
二
〇
年
度
ま
で
に
統
合
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
特
別
会
計
に
お
い
て
経
理
さ
れ
て

い
た
事
務
及
び
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
合
理
化
及
び
効

率
化
を
図
る
も
の
と
す
る
｣
と
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の

｢特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
｣
の
制
定
は
、
こ

れ
ら
の
政
府
の
方
針
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

2

各
論

｢特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
｣
の
う
ち
道
路
関
係
の
概

要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

=
は
じ
め
に

本
年
三
月
二
六
日
に

｢特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
｣
が

第
一
六
六
回
国
会
に
お
い
て
成
立
し
、
同
月
三
一
日
に
公

布
さ
れ
ま
し
た

(平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
)。
こ

こ
で
は
、
同
法
の
う
ち
、
道
路
関
係
部
分
の
内
容
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

三

現
行
の
道
路
整
備
特
別
会
計
の
概
嚢

道
路
整
備
特
別
会
計
は
、
国
が
直
轄
で
行
う
道
路
整
備

に
要
す
る
費
用
、
地
方
公
共
団
体
等
が
行
う
道
路
整
備
に

対
す
る
国
の
負
担
金
等
の
交
付
等
に
係
る
歳
入
歳
出
を
一

般
会
計
と
区
分
し
て
管
理
し
、
経
理
内
容
を
明
確
に
す
る

た
め
、
昭
和
三
十
三
年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

道
路
整
備
特
別
会
計
で
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

(揮
発
油
税
、
石
油
ガ
ス
税
等
)、
揮
発
油
税
、
地
方
公
共

団
体
の
直
轄
事
業
負
担
金
等
を
財
源
と
し
て
、
交
通
円
滑

化
事
業
、
地
域
連
携
推
進
事
業
、
有
料
道
路
事
業
へ
の
出

資
金
･貸
付
金
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
等
の
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す

(図
参
昭
巴
。

亘

特
別
会
計
に
関
ず
る
法
律
の
内
容(道

路
関
係
)

1

総
論

｢行
政
改
革
の
重
要
方
針
｣
(平
成
一
七
年
一
二
月
二
四

日
閣
議
決
定
)
で
は
、
｢道
路
整
備
特
別
会
計
、
治
水
特

別
会
計
、
港
湾
整
備
特
別
会
計
、
空
港
整
備
特
別
会
計
及

び
都
市
開
発
資
金
融
通
特
別
会
計
の
五
つ
の
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
〇
年
度
ま
で
に
統
合
し
、
無
駄
の
排

除
を
行
う
も
の
と
す
る
｣
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、



①

社
会
資
本
整
備
事
業
特
別
会
計
の
設
置

道
路
整
備
特
別
会
計
、
治
水
特
別
会
計
、
港
湾
整
備

特
別
会
計
、
空
港
整
備
特
別
会
計
及
び
都
市
開
発
資
金

融
通
特
別
会
計
の
五
つ
の
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
〇
年
度
に
統
合
さ
れ
、
新
た
に
社
会
資
本
整
備
事

業
特
別
会
計
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
社
会
資
本
整
備
事
業
特
別
会
計
に
は
、
道
路

整
備
勘
定
、
治
水
勘
定
、
港
湾
勘
定
、
空
港
整
備
勘
定
、

業
務
勘
定
の
五
つ
の
勘
定
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
道
路
整
備
特
別
会
計
で
経
理

さ
れ
て
い
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
0
年
度
予
算

か
ら
は
、
基
本
的
に
道
路
整
備
勘
定
で
経
理
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

②

業
務
勘
定
の
設
置

道
路
整
備
事
業
に
伴
っ
て
必
要
と
な
る
人
件
費
、
事

務
費
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
道
路
整
備
特
別
会
計

で
経
理
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
〇
年
度
以
降
は
、

社
会
資
本
整
備
事
業
特
別
会
計
の
業
務
勘
定
で
一
元
的

に
経
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、各
事
業
で
従
来
行
な
っ
て
き
た
調
査
の
う
ち
、

各
事
業
に
関
す
る
横
断
的
な
調
査
を
効
率
的
に
実
施
す

る
費
用
に
つ
い
て
も
業
務
勘
定
で
一
元
的
に
経
理
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
都
市
開
発
資
金
融
通
特
別
会
計
に
お
い
て
経

理
す
る
こ
と
さ
れ
て
い
る
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に

つ
い
て
も
、
平
成
二
〇
年
度
以
降
は
、
業
務
勘
定
に
お

い
て
経
理
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

③

借
入
金
規
定
の
廃
止

現
行
の
道
路
整
備
特
別
会
計
法
で
は
、
道
路
整
備
事

業
に
要
す
る
費
用
の
財
源
で
あ
る
揮
発
油
税
等
の
特
定

財
源
や
予
備
費
等
を
充
当
し
て
も
な
お
財
源
に
不
足
が

生
じ
る
場
合
に
対
応
す
る
た
め
、
道
路
整
備
特
別
会
計

の
負
担
に
お
い
て
、
道
路
整
備
事
業
に
要
す
る
費
用
の

財
源
に
充
て
る
た
め
借
入
金
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
借
入
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
五
年

度
以
降
実
績
が
無
く
、
今
後
も
当
面
は
借
入
金
を
道
路

整
備
事
業
に
要
す
る
費
用
の
財
源
に
充
て
る
こ
と
は
想

定
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
社
会
資
本
整
備
事
業
会
計
道

路
整
備
勘
定
に
係
る
規
定
と
し
て
は
、
借
入
金
規
定
は

置
か
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

④

一
般
会
計
に
お
け
る
経
理

独
立
行
政
法
人
土
木
研
究
所
に
対
す
る
運
営
費
交
付

金
及
び
施
設
整
備
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
道

路
整
備
特
別
会
計
に
お
い
て
経
理
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
二
〇
年
度
以
降
は
一
般
会
計
に
お
い
て
経
理
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑤

道
路
整
備
特
別
会
計
法
の
廃
止
、

暫
定
的
な
特
別
会
計
の
設
置

現
行
の
道
路
整
備
特
別
会
計
法
に
つ
い
て
は
、
平
成

一
八
年
度
末
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
平
成
一
九
年
度
か
ら
社
会
資
本
整
備
事
業
特
別
会

計
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の
一
年
間
は
、
｢特
別
会
計
に

関
す
る
法
律
｣
に
基
づ
き
、
暫
定
的
に
道
路
整
備
特
別

会
計
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

｢特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
｣
に
基
づ
き
暫
定
的
に

設
置
さ
れ
る
道
路
整
備
特
別
会
計
で
経
理
す
る
事
業

は
、
現
行
の
道
路
整
備
特
別
会
計
と
基
本
的
に
同
じ
に

な
り
ま
す
。

⑥

そ
の
他

現
行
の
道
路
整
備
特
別
会
計
で
は
、
財
源
特
例
法
に

規
定
さ
れ
た
特
定
財
源
制
度
を
根
拠
と
す
る
歳
入
･
歳

出
な
ど
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
財
源
特

例
法
に
基
づ
く
特
定
財
源
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
一

九
年
度
ま
で
の
時
限
措
置
と
さ
れ
て
お
り
、
平
成
二
〇

年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
昨
年
一
二
月
八
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た

｢道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
関
す
る
具
体

策
｣
に
基
づ
き
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
道
路
整
備
勘
定
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
〇
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
、
｢道
路
特
定

財
源
の
見
直
し
に
関
す
る
具
体
策
｣
に
基
づ
く
特
定
財

源
制
度
の
見
直
し
と
併
せ
て
検
討
を
行
な
い
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
て
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
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般 会 計 ト~　 　　

目 揮発蹴 ~
鉄石油ガス税 封 ‐一

揮 発 油 税

負担金 ･受託工事等財源

償還金収入等

直 入

、道路整備特別会計
覆邸年度 36 .17範轤円

歳 入 1 歳

直轄事業費

に熊野

直 轄 事 業

国道57号熊本東バイパス
補 助 事 業

0地方公共団体等
交通円滑化事業 地域連携推進事業 等

有 料 道 路 事 業

g虫)日本高速道路保有
･債務返済機構 等

地方道路交付金事業 ぜ 神高速鞄鷲神指,襁 衲付近,

○地方公共団体

一般会計より受入 直轄事業費
20,801 . 19,833

負担金収入 補助金等
6,594 5,908

償還金収入等 出資金貸付議 鞭脱 ~＼1,684
　　　　　

　
　　

　
　

受託工事費等
2,174

揮発油税 地方道路整備
7,o99 交付金 7,099

が′〉̂なん“ていW8"K~〔＼′̂いう〉〕＼･ハベミ)、′あら̂′′〉> ムヘノいう、̂】}}̂も夕kる

出資金 ･貸付金等

地方道路整備
臨時交付金

図 道路整備特別会計の概要



道
路
局
路
政
課

緘

シ
ン
イ
チ

い
や
ー
、
一
年
経
つ
の
っ
て
早
い
で
す
ね
。

も
う
四
月
で
す
よ
。
春
は
暖
か
い
か
ら
、
す
ぐ
に
ね
む

く
な
り
ま
す
よ
ね
。
ふ
ぁ
~
。

ダ
イ
蔵

そ
ん
な
間
抜
け
な
顔
し
て
あ
く
び
す
る
と
は
、

ず
い
ぶ
ん
余
裕
が
で
き
た
な
。
そ
ん
な
こ
と
で
は
新
人

に
す
ぐ
に
追
い
抜
か
れ
る
ぞ
。

シ
ン
イ
チ

う

っ
!
･。
そ
、
そ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

そ
れ
に
し
て
も
ど
ん
な
新
人
が
来
る
ん
で
す
か
ね
。
楽

し
み
で
す
け
ど
、
緊
張
し
ま
す
ね
。

ダ
イ
蔵

･･･と
噂
を
し
て
た
ら
、
来
た
ぞ
。

新
人

は
じ
め
ま
し
て
。
今
日
か
ら
路
政
課
で
お
世
話
に

な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
!

ダ
イ
蔵

お
、
な
か
な
か
元
気
が
い
い
ね
。
仕
事
を
す
る

上
で
元
気
が
い
い
の
は
大
事
だ
よ
。

シ
ン
イ
チ

そ
う
そ
う
。
で
も
、
や
は
り
頭
脳
が
大
事
。

ダ
イ
蔵

お
ま
え
が
言
う
な
。

シ
ン
イ
チ

道
路
局
に
来
た
か
ら
に
は
、
ま
ず
は
道
路
に

関
す
る
質
問
で
す
。
道
路
法
上
の
道
路
に
は
ど
ん
な
も

の
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
?

新
人

道
路
法
上
の
道
路
?

そ
う
い
う
と
何
だ
か
難
し

そ
う
で
す
ね
。
道
路
法
の
こ
と
は
、
ま
だ
よ
く
分
か
ら

な
い
で
す
が
、
道
路
法
と
い
う
く
ら
い
で
す
か
ら
、
す

べ
て
の
道
路
が
道
路
法
上
の
道
路
じ
ゃ
な
い
ん
で
す

か
?

シ
ン
イ
チ

こ
れ
が
違
う
ん
だ
な
。
一
般
的
に
は
、
人
や

自
動
車
が
通
る
道
で
あ
れ
ば
、
な
ん
で
も
道
路
と
い
う

よ
ね
。
で
も
、
例
え
ば
私
道
を
考
え
て
み
よ
う
。
私
道

は
あ
く
ま
で
も
道
路
の
形
状
を
し
た
一
個
人
の
土
地
で

し
か
な
い
よ
ね
。

新
人

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
、
私
道
は
道

路
法
上
の
道
路
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
で

も
、
私
道
は
だ
い
た
い
住
宅
街
に
あ
る
小
規
模
な
も
の

が
多
い
で
す
よ
ね
。
や
は
り
、
自
動
車
が
通
行
す
る
よ

う
な
道
路
と
い
う
の
は
、
道
路
法
上
の
道
路
と
考
え
て

い
い
ん
で
す
か
?

滕
シ
ン
イ
チ

で
は
ご

こ
で
道
路
法
令
総
覧
を
開
い
て
み

燃
よ
う
o

道
路
法

(以
下

｢法
｣
と
い
う
こ

第
二
条
で

蹴

｢道
路
｣
の
定
義
を
し
て
い
て
、
ま
ず
は

｢
一
般
交
涌

總
の
用
に
供
す
る
道
で
次
条
各
口だ

掲
げ
る
も
の
｣
と

囮

て
い
る
ん
だ
。
そ
し
て
、
法
第
三
条
各
号
に
は
高
速

　

　

　
　

　

　

　

　

　

よ
う
。
道
路
法

(以
下

｢法
｣
と
い
う
。)
第
二
条
で

｢道
路
｣
の
定
義
を
し
て
い
て
、
ま
ず
は

｢
一
般
交
通

の
用
に
供
す
る
道
で
次
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
｣
と
し

て
い
る
ん
だ
。
そ
し
て
、
法
第
三
条
各
号
に
は
高
速
自

動
車
国
道
、
一
般
国
道
、
都
道
府
県
道
、
市
町
村
道
の

四
つ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
ん
だ
。

新
人

高
速
自
動
車
国
道
や
都
道
府
県
道
は
何
と
な
く
分

か
り
ま
す
が
、
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
ん
で
す
か
。
特
定
の
人
し
か
通
れ
な
い
道
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
け
ど
、
高
速
道
路
を
歩

行
者
は
通
行
で
き
な
い
で
す
し
、
有
料
道
路
な
ら
お
金

を
払
わ
な
い
と
通
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

シ
ン
イ
チ

こ
こ
で
い
う

｢
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
｣

と
い
う
の
は
、
不
特
定
多
数
の
用
に
供
す
る
と
い
う
意

味
な
ん
だ
。
自
動
車
し
か
通
れ
な
い
道
や
料
金
を
払
わ

な
い
と
通
れ
な
い
道
も
、
…
般
に
差
別
な
く
公
開
さ
れ

て
い
る
だ
ろ
?

新
人

確
か
に
、
高
速
道
路
だ
っ
て
自
動
車
に
乗
っ
て
い

て
料
金
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
す
け
ど
、
誰
で
も
通

れ
ま
す
か
ら
ね
。
と
こ
ろ
で
、
法
第
三
条
第
一
項
に
は

ま
だ
続
き
が
あ
り
ま
す
ね
。

シ
ン
イ
チ

そ
う
。
続
き
で
は
、
｢
ト
ン
ネ
ル
、
橋
、
渡

船
施
設
、
道
路
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
道
路
と
一
体
と

な
っ
て
そ
の
効
用
を
全
う
す
る
施
設
･
工
作
物
｣
も
道



路
法
で
い
う
道
路
だ
と
し
て
い
る
ん
だ
。

れ
る
と
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。
具
体
的
に
は
、
君
の
言
う

う
す
る
施
設
又
は
工
作
物
及
び
道
路
の
附
属
物
で
当
該
道
路
に
附
属
し

新
人

こ
う
い
う
の
も
道
路
な
ん
で
す
か
?

と
お
り
同
条
第
二
項
や
道
路
法
施
行
令
第
三
十
四
条
の

て
設
け
ら
れ
て
ぃ
る
も
の
を
含
む
も
の
と
す
る
。

シ
ン
イ
チ

そ
う
な
ん
だ
よ
ね
。
道
路
は
一
般
的
に
土
地

の
設
備
と
し
て
考
え
ら
れ
る
わ
け
だ
け
ど
、
ト
ン
ネ
ル

や
橋
は
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
よ
ね
。
で
も
、
一
方
で
、

ト
ン
ネ
ル
や
橋
が
道
路
と
一
体
と
な
る
こ
と
で
、
初
め

て
道
路
の
効
用
が
発
揮
で
き
る
わ
け
だ
。
だ
か
ら
、
こ

れ
ら
も
道
路
に
含
め
て
考
え
、
道
路
の
管
理
に
当
た
っ

て
道
路
と
同
じ
扱
い
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
ん
だ
。

新
人

ト
ン
ネ
ル
や
橋
な
ら
道
路
に
含
め
る
の
も
分
か
り

ま
す
け
ど
、
渡
船
施
設
や
道
路
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
道

路
と
い
う
の
は
何
だ
か
お
か
し
な
感
じ
が
し
ま
す
ね
。

シ
ン
イ
チ

そ
こ
は
、
｢道
路
と

一
体
と
な
っ
て
い
そ
の

効
用
を
全
う
す
る
施
設
･
工
作
物
｣
と
い
う
の
が
重
要

だ
。
渡
船
施
設
と
は
船
及
び
接
岸
施
設
の
総
称
な
ん
だ

け
ど
、
道
路
と
道
路
を
つ
な
い
で
一
本
の
交
通
系
統
と

し
て
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
も
の
と
い
う
意
味
で
は
、

道
路
と

｢
一
体
と
な
っ
て
そ
の
効
用
を
全
う
す
る
｣
と

言
え
る
ん
だ
。

新
人

一
般
的
に
考
え
る
道
路
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
と
こ

ろ
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
法
第
二
条
第
一
項
に
は
最
後
に

｢道
路
の
附
属
物
｣
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
こ

れ
は
何
で
す
か
。
同
条
第
二
項
に
は
具
体
的
に
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
ね
。

シ
ン
イ
チ

さ
ら
に

｢道
路
｣
に
は
、
道
路
の
附
属
物
で

当
該
道
路
に
附
属
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
も
含
ま

と
お
り
同
条
第
二
項
や
道
路
法
施
行
令
第
三
十
四
条
の

三
に
限
定
列
挙
さ
れ
て
い
て
、
道
路
の
構
造
の
保
全
、

安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
の
交
通
の
確
保
そ
の
他
道
路
の

管
理
上
必
要
な
施
設
又
は
工
作
物
を
い
う
ん
だ
。
ち
な

み
に
、
｢道
路
に
附
属
し
て
｣
と
は
、
物
理
的
に
道
路

に
接
し
て
い
る
必
要
は
な
い
が
、
社
会
通
念
上
、
具
体

的
場
所
に
お
け
る
道
路
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
場
合
を
言
う
ん
だ
。

新
人

確
か
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

(さ
く
)
は
道
路
の
安
全

か
つ
円
滑
な
道
路
交
通
に
は
必
要
で
す
よ
ね
。
道
路
法

上
の
道
路
と
い
っ
て
も
奥
が
深
い
ん
で
す
ね
。
単
に

｢道
路
｣
と
い
っ
て
も
道
路
法
の
中
で
は
、
事
細
か
に

定
義
付
け
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

ダ
イ
蔵

日
々
勉
強
す
る
こ
と
は
あ
る
か
ら
ね
。
年
度
も

改
ま
っ
て
後
輩
も
で
き
た
こ
と
だ
か
ら
、
シ
ン
イ
チ
も

今
ま
で
以
上
に
が
ん
ば
ら
な
い
と
だ
よ
。

シ
ン
イ
チ

そ
の
通
り
で
す
ね
。
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し

ま
す
!

ダ
イ
蔵

先
輩
ら
し
く
声
の
大
き
さ
は
負
け
て
な
い
ね
。

へ参
照
条
文
〉

道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
)

(用
語
の
定
義
)

第
三
条

こ
の
法
律
に
お
い
て

｢道
路
｣
と
は
、
一
般
交
通
の
用
に
供
す

る
道
で
次
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
い
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋
、
渡
船
施

設
、
道
路
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
そ
の
効
用
を
全

て
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
も
の
と
す
る
。

2

こ
の
法
律
に
お
い
て

｢道
路
の
附
属
物
｣
と
は
、
道
路
の
構
造
の
保

全
、
安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
の
交
通
の
確
保
そ
の
他
道
路
の
管
理
上
必

要
な
施
設
又
は
工
作
物
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一

道
路
上
の
さ
〈
又
は
胸
止

二

道
路
上
の
並
木
又
は
街
灯
で
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路

管
理
者
の
設
け
る
も
の

--.
道
路
標
識
、
道
路
元
標
又
は
里
程
標

四

道
路
情
報
管
理
施
設

(道
路
上
の
道
路
情
報
提
供
装
置
、
車
両
監

視
装
置
、
気
象
観
測
装
置
、
緊
急
連
絡
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
を
い
う
。)

五

道
路
に
接
す
る
道
路
の
維
持
又
は
修
繕
に
用
い
る
機
械
、
器
具
又

は
材
料
の
常
置
場

六

自
動
車
競
中
場
で
道
路
上
に
、
又
は
道
路
に
接
し
て
第
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
道
路
管
理
者
が
設
け
る
も
の

七

共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和
三
十
八
年
法
律

第
八
十
.

号
)
第
三
条
第

一
項

の
規
定
に
よ
る
共
同
溝
整
備
道
路
又

は
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(平
成
七
年
法
律

第
三
十
九
号
)
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
電
線
共
同
溝
整
備
道
路

に
第
十
八
条
第

!
項
に
規
定
す
る
道
路
管
理
者
の
設
け
る
共
同
溝
又

は
電
線
共
同
溝

人

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
政
令
で
定
め
る
も
の

3

こ
の
法
律
に
お
い
て

｢自
動
車
｣
と
は
、
道
路
運
送
車
両
法

(昭
和

二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
)
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自
動
車

を
い
う
。

4

こ
の
法
律
に
お
い
て

｢駐
車
｣
と
は
、
道
路
交
通
法

(昭
和
ニ
.十

五

年
法
律
第
百
五
号
)
第
二
条
第
一
項
第
十
八
号
に
規
定
す
る
駐
車
を
い

、ハノo

5

こ
の
法
律
に
お
い
て

｢車
両
｣
と
は
、
道
路
交
通
法
第
二
条
第
一
項

第
八
号
に
規
定
す
る
車
両
を
い
う
。



〔

)
現
場
の
取
組
み
事
例

(

J

〔

)

遭
幡
の
バ
リ
デ
ラ
リ
ー
籠
◎
轢
組
み
に
つ
い
て

$
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
･
モ
デ
ル
事
業
$

埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

森

隆

一

は
じ
め
に

道
路
に
つ
い
て
は
、
｢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
｣
の

考
え
方
に
基
づ
き
、年
齢
や
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

誰
も
が
安
心
し
て
快
適
に
移
動
で
き
る
歩
行
空
間
が
求
め

ら
れ
て
い
る

(図
1
)。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
埼
玉
県
は
全
国
で
も
四
番
目

に
平
均
年
齢
が
若
い
県
で
あ
る
が
、
今
後
、
全
国
で
最
も

速
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

平
成
二
二
年
に
は
高
齢
化
率
が
二
一
%
を
超
え
、
平
成
三

二
年
頃
に
は
二
九
%
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
を
踏
ま
え
た
道
路

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
は
、
国
の

｢道
路
の
移
動

円
滑
化
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
｣
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
本

県
で
は
、
こ
れ
に
加
え

｢福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
設
計

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
｣
を
定
め
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
よ
り
質
の
高
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
指
針
は
も
と
よ
り
、

道
路
の
設
計
段
階
か
ら
道
路
を
利
用
す
る
障
害
者
･
高
齢

者
な
ど
の
方
々
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
道
路
利
用
者
の

意
見
を
事
業
に
反
映
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
そ
こ
で
、
本
県
で
は
、
そ
の
よ
う
な
道
路
利
用
者

か
ら
の
意
見
を
活
か
す
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

･
モ

デ
ル
事
業
を
東
松
山
市
内
の
県
道
深
谷
東
松
山
線
で
実
施

し
た
。
次
に
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

二

県
道
深
谷
東
松
山
線
自
転
車
歩
行
者
道
整
備

1

事
業
概
要

県
道
深
谷
東
松
山
線
の
東
武
東
上
線
東
松
山
駅
と
東
松

道路標識 ･道路反射鏡 ･
防護柵の設置 ･改善

l4 %

斜傾
装

･
改鱗

%
　　
　

饅
善

　

　

　
　

　　

　

　　

′

街

図 1 道路について利用者が改善してほしいと
感じるていること

出典 :国土交通省 ｢道路環境に関する点検による改善要望箇所｣

　
　

の
7

そ
3



線

　

　
　

　

　
。
東県道深谷東松山線

　　　
　

東

｢

　

　
　　N

東武東上線東松山駅

:
,小
雪
!
!
‘

　團 横断図図

山
市
役
所
を
結
ぶ
区
間

(通
称

｢ま
る
ひ
る
通
り
｣
)
は
、

幅
員
七
m
の
歩
道
が
な
い
道
路
で
あ
る
。
沿
道
に
は
デ
パ

ー
ト
、
小
売
店
、
飲
食
店
な
ど
多
く
の
商
店
が
立
ち
並
ん

で
お
り
、
ま
た
、
市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設
を
利
用
す
る

人
も
多
く
、
誰
も
が
使
い
や
す
い
道
路
を
整
備
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
道
路
は
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
く

｢東

松
山
市
基
本
構
想
｣
(東
松
山
市
策
定
)
に
お
い
て
、
優

先
的
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
を
進
め
る

｢特
定
経
路
｣
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
そ
の
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
道
路
利
用
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
･
モ
デ
ル
事
業
と
位
置
付
け
、
現
在
、
全
長
四

〇
0
m
の
区
間
を
幅
員
一
五
~
一
人
m
に
拡
幅
す
る
自
転

車
歩
行
者
道
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
事
業
は
、
平
成
二
二

年
ま
で
の
完
了
を
目
指
し
て
い
る

(図
2
･
3
)。

2

道
路
利
用
者
の
参
加

本
事
業
で
は
、
平
成
一
六
年
に
車
椅
子
利
用
者
な
ど
の

障
害
者
や
高
齢
者
、
商
店
街
の
方
々
の
参
加
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
県
の
設
計
案
に
対
し
て

｢
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
祝
古
に
か
ら
提
案
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
普
及
啓
発
も
兼
ね
て
、

小
中
学
校
の
児
童

･
生
徒
か
ら
意
見
を
伺
う
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
つ
い
て
も
開
催
し
た

(図
4
)
。

図 2 事業区間概要図

本事業区間 4 0 0 m )



3

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
留
意
点

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
事
項
に

･
よ
さ
＼きき
ふ
き
寒
さ地
さき輔導
き画
きまゆ
ドミ
取
さ
ぬ
き

さ
どぶ
ふさご

選ゞ
諾
さ
翅
皺漁
漕
ぎ綻
隧礬
添嫁
さ澄
き蝨
ミミ

ミ
、

一

望
思
し
て
意
見
の
△景

形
成
を
図
っ
た
。

　　　　　　　　　
提 案 へ　　 　　　　　　　　

　　　　 　 　　･舗装 (材料 ･色) について

、学生ワークショップ (小学6年生 30名) ◇鰈
･アイマスク、白杖を使用し点字ブロックの体験 -

･
一
人
一
人
に
多
く
の
意
見
を
伺
う
た
め
、
全
体
を
三

グ
ル
ー
プ
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
i
プ
内
で

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

･
口
頭
で
説
明
す
る
と
同
時
に
、
視
覚
障
害
者
の
方
が

触
知
可
能
な
図
面
を
用
い
て
説
明
し
た
。

･
道
路
舗
装
サ
ン
プ
ル
の
素
材
と
色
に
つ
い
て
、
実
際

の
舗
装
サ
ン
プ
ル
を
使
用
し
、
濡
れ
た
時
の
滑
り
や

す
さ
や
車
椅
子
で
の
走
行
性
、
商
店
街
で
の
見
栄
え

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

･
歩
車
道
境
界
の
段
差
解
消
ブ
ロ
ッ
ク
是
非
と
改
善
点

等
に
つ
い
て
、
実
際
の
段
差
解
消
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用

し
、
視
覚
障
害
者
の
方
が
つ
ま
ず
か
な
い
工
夫
や
車

椅
子
で
の
走
行
性
、
色
に
よ
る
視
認
性
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

･
エ
ス
コ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
敷
設
の
是
非
と
改
善
点
等
に

つ
い
て
、
実
際
の
エ
ス
コ
ー
ト
ゾ
ー
ン
を
体
験
し
、

視
覚
障
害
者
の
方
の
横
断
歩
道
の
わ
か
り
や
す
さ
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

･点字ブロックの敷設方法について
･歩道の自転車通行について
･境界ブロックの敷設について
･歩車道境界の処理方法について
･段ェ･勾配の き方"について

て
て

に

い
い

法

つ
つ

方

に
に

決

)
ン

解
て
色
-

の
い
･
ゾ

配
っ
料
ト

勾
に
材
-

･
ン
′{、
コ

差
イ
装
ス

段
サ
舗
工

　名

第 2回ワークショップ
･前回ワークショップにおける意見交換
内容の確認
･基本設計案に対する修正提案事項の確認

名

名

名
名

が朝方鬱酪
物
隅
錺

勘
溺
躰
名
讃

名
名
名
方
名
名

者
1
2
1

の
1
2

加

夕
方
方

参
錺
方
方
ポ
の
の

ツ席
拗
鬱
勃
賭
館

シ
捌
隅
隅
隅
鯏
鍋

-輔
競
願
霧
齪
繍

ワ
.
･
･
･
･
･

験
4
体

十
の

言ロ
ク

名
肋鬱年凉

ユニバーサルデザイン ･ワークショップ検討

い

二

換

つ

ユ

交

　
　

　

　

ツ
経

お
明
る

の
明
に
説
す

これまでの事業の経緯についての説明
基本設計案の説明
自転車歩道車道におけるユニバーサル
デザイン事例の説明

1
し

験

　　

　
　　　

　

ヨ
杖

さ

ヨ
名
杖

さ

　　
　　
　　　　　　

　
　　　　

　　　　
　

　
　　　　

　　　　　　

ブ
に

修

ツ
プ

る
正

ヨ
ッ

す
修

め

シ

ョ

対
る
討
と

ク
シ

に
よ
檢
ま

ヨ
の
明
に
説
す

ヨ
ッ

ず
修

め

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

知
之
基
目
-プ
基

戦
前
内
基
褻
提
提

4

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
の
提
案

煎
ぜ
虞
ミ
き
瀞
ぶ鱗
螢
瀞ゞ
ミぎ
さ選
ぶ奏
達
義
寒
総
越
霧減
瀞
"ミニ

ヮ
1
ク
シ
ラ

プ
参
加
者
か
ら
の
主
な
提
案
は
、
表
の

と
お
り
で
あ
る
。

図 4 道路利用者参加のプログラム



が
で
き
た
。

視
覚
障
害
者
と
車
椅
子
利
用
者
な
ど
障
害
の
違
う
方

が
同
じ
場
で
話
し
合
い
、
意
見
の
集
約
が
で
き
た
。

意
見
交
換
に
よ
り
、
行
政
と
道
路
利
用
者
と
の
信
頼

関
係
が
生
ま
れ
た
。

よ
り
多
く
の
人
が
使
い
や
す
い
道
路
と
す
る
た
め
、

道
路
利
用
者
の
意
見
を
設
計
に
反
映
で
き
た
。

三

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
の
道
路
整
備
に
お
い
て
は
、
住
民
参
加
と
い

う
と
行
政
の
主
導
に
よ
る
地
元
住
民
へ
の
説
明
会
等
が
主

体
で
あ
っ
た
。
説
明
会
で
は
、
行
政
が
作
成
し
た
案
を
初

め
て
説
明
す
る
た
め
、
住
民
に
と
っ
て
は
事
業
へ
の
理
解

な
ど
が
十
分
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
得
た
。

こ
の
た
め
、
本
事
業
に
お
い
て
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
、
設
計
段
階
か
ら
道
路
利
用
者
に
参
加
し
て
も
ら

う
こ
と
に
よ
り
、
道
路
利
用
者
の
理
解
や
行
政
と
の
信
頼

関
係
が
生
ま
れ
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
意
見
を
取
り
入

れ
て
、よ
り
利
便
性
の
高
い
道
路
整
備
が
可
能
に
な
っ
た
。

急
速
な
高
齢
化
の
進
展
や
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会

へ
の
要
請
に
よ
り
、
道
路
の
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
は
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

今
回
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
事
業
完
了
後
に
道
路
利

用
者
と
一
緒
に
効
果
を
検
証
し
、
そ
の
結
果
を
こ
れ
か
ら

の
道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

5

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
成
果

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ

た
。

プ参加者からの主な提案表 ワークシ

項 目 提案内容 理 由

圏点字ブロックの敷設
について

や

か

設

き

界

敷

歩

境

に

が

地

所

者
民
箇

害
う
の

障

よ

m

覚
い

1

る

視
す
ら
す

と

と

で

い

る

ん
る

並
す

近

い

に

て

と

こ

界

れ

人
う

境

か

い

の

よ

の

置

な

え
る

地

が

け

添

け

民

物

歩
介

歩

圏歩道の自転車通行に

ついて

通

を

者

の

色
行

車
着
歩

転

る
と

目

す

車

る

に
導

転

す

内
誘
目
離

道

を

い

分

歩
行
行
を

一

者

れ

捻賞
錫

餓鷺鮴燃纖

目

が

高

は
る

差
設徴

徽
界

ク

境

ッ

道
口

て

車
ブ

い

歩
消
つ

鬮 フ

線

に

に

ロ

ク

ブ

ツ

ン

る

消

る
導

置

解

ず

の
位

差

置

ク

い

ロ

ィ
ず

膠

設

ッ
な

ブ

サ
置

に
を

口

が

る

消

、
設

的

ク

ブ

障
す

解

し
を

分

ッ
字

支

置

差

色

ク

部
ロ

点

に
設

段

着

ッ

を

走

子
複

を

差

を

椅

重

る

ク

る

段
子
る
車
が
す

ッ
凱

の
椅

ず

と

行

に

口
ぐ

界

重

く

者

通
う

ブ
ず

境

、
す

書

の
ょ
消

や

適

し

や
障

者

い

解

し

車
〈
し
覚

用

な
差

知

歩
無

行

視

利

し
段

認

圏舗装の素材と色につ
いて

平
ま

舗

し

ま

、

出

の

)

は
を

い
右
る

ノ

□

え

鱗
撚
け
効
皺

性

、
色

出
色

水

で
緑

の

の

透
板
の

車

装

ら

意

滑

も
砺
杉

掾彰
鰡
餓

好
演

な

出

す

然
の
促

車

な

自
車
を

道
路
舗
装
や
段
差
解
消
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
で
実
物
を
使

う
こ
と
に
よ
り
、
写
真
や
図
面
を
見
る
だ
け
と
は
違

い
、
整
備
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
た
め
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
の
議
論
が
活
発
に
な
り
内

容
が
深
ま
っ
た
。

.
触
知
可
能
な
図
面
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
視
覚

障
害
者
の
方
か
ら
も
参
考
に
な
る
意
見
を
聞
く
こ
と



〔
一
審
判
決
〕

平
成
一
七
年
二
月
二
日

大
阪
地
方
裁
判
所

請
求
棄
却

(確
定
)

陳
じ
め
幅

道
路
上
に
設
置
物
が
置
か
れ
て
い
る
場
合
に
、
行
政
代

執
行
が
認
め
ら
れ
る
要
件
と
し
て
は
、
法
律
に
よ
り
直
接

に
命
じ
ら
れ
、
又
は
法
律
に
基
づ
き
行
政
庁
に
よ
り
命
じ

ら
れ
た
行
為
に
つ
い
て
義
務
者
が
こ
れ
を
履
行
し
な
い
場

合
、
他
の
手
段
に
よ
っ
て
そ
の
履
行
を
確
保
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
不
履
行
を
放
置
す
る
こ
と
が
著

し
く
公
益
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
o今

回
の
事
例
紹
介
で
は
、
道
路
管
理
者
が
占
有
者
に
対

し
て
行
っ
た
代
執
行
に
つ
い
て
訴
え
を
提
起
さ
れ
た
事
例

を
紹
介
す
る
。

E

原
告
の
請
求

被
告
は
、
原
告
に
対
し
、
別
図
物
件
目
録
記
載
の
土
地

を
明
け
渡
せ
。

三

当
事
者
の
主
張

1

請
求
原
因

(原
告
の
主
張
)

の

原
告
の
占
有

ア

本
件
土
地
の
来
歴
等

別
図
物
件
目
録
記
載
の
土
地
部
分

(以
下
｢本
件
土

地
｣
と
い
う
。)
は
、
以
前
は

｢大
阪
市
中
区
乙
丁
目
一

番
二
、
宅
地
一
一
七
･
六
五
話
｣
(以
下
旧
乙
丁
目
一
番

二
の
土
地
｣
と
い
う
。)
に
含
ま
れ
る
土
地
の
一
部
な
い

し
は
そ
れ
に
隣
接
す
る

(東
側
に
隣
接
す
る
)
土
地
で

あ
っ
た
が
、
旧
乙
丁
目
一
番
二
の
土
地
は
、
被
告
に
よ

る
大
阪
都
市
計
画
道
路
北
野
都
島
線
の
道
路
拡
幅
事
業

の
た
め
、
平
成
一
〇
年
一
一
月
二
四
日
の
裁
決
手
続
開

始
決
定
を
原
因
と
し
て
起
業
者
で
あ
る
被
告
に
よ
っ
て

分
筆
さ
れ
、
北
側
部
分

(拡
幅
部
分
に
該
当
す
る
部
分
)

が
大
阪
市
甲
区
乙
丁
目
一
番
八
宅
地
五
二
･
一
人
話
と
、

南
側

(残
地
)
部
分
が
大
阪
市
甲
区
乙
丁
目
一
番
二
宅

地
六
五
･
四
六
話
と
な
っ
た
。

イ

本
件
土
地
の
占
有
状
況
、
相
続
な
ど

本
件
土
地
は
、
原
告
の
母
で
あ
る
A
の
所
有
す
る

建
物

(以
下

｢本
件
建
物
｣
と
い
う
。)
の
敷
地
の
一

部
と
し
て
、
A
が
本
件
建
物
の
前
々
所
有
者

(B
。

A
の
夫
で
あ
る
C
の
父
で
、
原
告
の
祖
父
で
あ
る
。)、

前
所
有
者

(C
。
原
告
の
父
で
あ
る
。)
の
時
代
か
ら

そ
の
占
有
を
引
き
継
い
で
従
前
か
ら
長
年
使
用
、
占

有
す
る
土
地
で
あ
り
、
平
成

一
三
年

三
一月
二
七
日

ま
で
は
本
件
建
物
が
存
在
し
て
い
た
た
め
、
本
件
建

物
の
敷
地
、
底
地
と
し
て
、
所
有
の
意
思
を
持
っ
て

/リ マ酒物千ヤ うハハワバ

週
臨
卿
壇
肉
に
脆
い
て
衙
わ
れ
た

代
繍
衙
に
つ
い
て
避
継
種
が
争
わ
れ
た
事
例

-
大
阪
市
道
基
地
明
滅
請
求
事
件
l道

路
局
道
路
交
通
管
理
課

岡
崎

之
彦



平
穏
公
然
と
占
有
し
て
い
た
土
地
で
あ
る
。

紛
争
が
継
続
し
て
い
る
。
D
は
、
現
在
、
旧
乙
丁

い
、
精
神
上
で
も
障
害
を
残
し
、
事
理
を
弁
識
す

ウ

本
件
土
地
の
相
続
、
所
有
関
係
、

目

良
一

の
一
也
に

、

も
、

･

寺
}

･
か

く
く
′
兄

ぽ
っ
と
こ

･

K

伐
刈

原
告
の
占
有
代
理
な
ど

ァ

旧
乙
丁
目
一
番
二
の
土
地
は
、
元
は
B
の
所
有

で
あ
っ
た
が
、
B
は
昭
和
五
七
年
五
月
一
五
日
に

死
亡
し
、
相
続
に
よ
り
C
の
所
有
と
な
り
、
C
が

平
成
三
年
五
月
一
三
日
に
死
亡
し
た
た
め
相
続
、

遺
産
分
割
協
議
に
よ
り
、
結
局
、
A
の
単
独
所
有

と
な
っ
た
。
な
お
、
C
の
相
続
に
つ
い
て
は
、
法

定
相
続
人
は
、
妻
A
、
子

(長
女
)
D
、
子

(二

女
)
E
、
子

(長
男
)
原
告
の
計
四
名
で
あ
り
、

そ
の
四
名
が
分
割
協
議
を
な
し
、
結
局
、
旧
乙
丁

目
一
番
二
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
A
が
単
独
で
取

得
す
る
合
意
が
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

ィ

と
こ
ろ
が
、
後
日
、
D
が
、
前
記
遺
産
分
割
協

議
の
成
立
に
つ
い
て
異
議
を
申
し
立
て
、
現
在
も

原告の祖父。本件建物の前前所有者

原告の父。本件建物の前所有者

本件建物所有者母

祖

父

女

女

男

の

の

の

長

二

長

皆

生
n

告

の

の

の

原

原

小

C

C

C

A

B

C

D

E

端

目
一
番
二
の
土
地
に
つ
い
て
も
、
共
有
持
分
六
分

の
一
を
主
張
し
て
い
る
。
ほ
か
の
相
続
人
は
、
A

の
単
独
所
有
に
つ
い
て
異
議
は
な
い
の
で
、結
局
、

D
の
主
張
を
容
認
し
て
も
、
A
が
六
分
の
五
の
共

有
持
分
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ゥ

仮
に
、
C
の
遺
産
分
割
協
議
が
未
成
立
と
解
し

て
も
、
そ
の
場
合
は
、
各
相
続
人
が
法
定
相
続
分

に
応
じ
た
共
有
持
分
を
有
し
て
い
る
こ
と
と
な
る

た
め
、
旧
乙
丁
目

一
番
二
の
土
地
に
つ
い
て
も
、

A
が
二
分
の
一
、
そ
の
余
の
相
続
人

(原
告
も
含

む
。)
が
各
六
分
の
一
ず
つ
の
共
有
持
分
を
有
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

工

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
C
死
亡
後
の
本
件
土
地

の
所
有

･
占
有
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
記
ァ
に
よ

れ
ば
、
A
が
単
独
所
有
、
占
有
を
し
て
い
る
こ
と

と
な
り
、
前
記
イ
に
よ
れ
ば
、
A
が
六
分
の
五
、

D
が
六
分
の
一
の
共
有
持
分
で
、
さ
ら
に
は
前
記

ウ
に
よ
れ
ば
、
A
が
二
分
の
一
、
原
告
が
六
分
の

一
、
D
と
E
が
や
は
り
六
分
の
一
ず
つ
の
共
有
持

分
で
、
そ
れ
ぞ
れ
所
有
、
占
有
を
し
て
い
る
こ
と

と
な
る
。

オ

原
告
の
占
有
代
理

(A
の
単
独
占
有
あ
る
い
は

六
分
の
五
の
占
有
の
場
合
)

A
は
、
平
成
三
一年
一
月
一
日
、
地
下
鉄
の
駅

ホ
ー
ム
か
ら
転
落
す
る
事
故
に
よ
っ
て
重
傷
を
負

る
能
力
を
欠
く
常
況
と
な
っ
た
た
め
、
家
庭
裁
判

所
の
審
判
を
経
て
、
大
阪
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士

で
あ
る
弁
護
士
が
A
の
成
年
後
見
人
に
就
任
し
、

本
件
土
地
に
つ
い
て
も
、
A
の
長
男
で
あ
る
原
告

が
、
事
実
上
、
A
、
弁
護
士
の
代
理
、
代
行
者
と

し
て
、
本
件
上
地
の
管
理
、
保
全
の
任
に
当
た
っ

て
い
た

(占
有
代
理
、
代
行
)。

エ

原
告
と
被
告
と
の
係
争

被
告
の
道
路
拡
幅
計
画
事
業
の
た
め
、
前
記
乙
丁
目

一
番
八
の
土
地
の
部
分
は
、
結
局
、
収
用
さ
れ
た
が
、

そ
の
土
地
上
に
存
在
し
た
本
件
建
物
も
収
用
さ
れ
、
収

去
す
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
一
三
年
一
二
月
二
七
日
、

取
壊
し
完
了
で
解
体
収
去
さ
れ
た
。

本
件
土
地
に
つ
い
て
は
、
被
告
は
、
本
来
道
路
、
水

路
部
分
で
あ
っ
て
、
原
告
ら
が
従
前
か
ら
｢不
法
占
拠
｣

し
て
い
る
と
主
張
し
、
逆
に
、
原
告
ら
は
、
本
件
土
地

は
も
と
も
と
自
己
所
有
地
で
旧
乙
丁
目
一
番
二
の
土
地

の
一
部
で
あ
る
、
も
し
く
は
、
従
前
か
ら
長
年
前
記
自

己
所
有
地
の
一
部
と
認
識
し
て
、
所
有
の
意
思
を
持
っ

て
平
穏
公
然
と
そ
の
占
有
を
継
続
し
て
き
た

(本
件
建

物
自
体
の
敷
地
で
、
建
物
自
体
が
そ
の
上
に
存
在
す
る

｢底
地
部
分
｣
で
あ
り
、
そ
の
底
地
と
し
て
占
有
し
て

き
た
。)
土
地
で
あ
る
し
、
不
法
占
拠
で
は
な
い
旨
主

張
し
て
、
互
い
に
主
張
が
異
な
る

｢係
争
地
｣
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
占
有
は
、
原
告
ら
に
あ
る
こ
と
は



明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
前
記
大
阪
市
の
主
張
に
よ
り

(そ
れ
ゆ
え
)、

本
件
土
地
部
分
は
、
被
告
の
用
地
買
収
や
収
用
の
対
象

部
分
と
は
な
ら
ず
、
収
用
外
物
件
と
し
て
、
そ
の
ま
ま

｢係
争
地
｣
と
し
て
残
っ
た
形
と
な
っ
て
い
た
た
め
、

原
告
ら
と
し
て
は
、
本
来
な
ら
ば
、
本
件
建
物
を
解
体

収
去
す
る
際
に
、
本
件
建
物
全
体
を
解
体
収
去
せ
ず
、

係
争
地
の
上
に
存
在
す
る
建
物
部
分
は
そ
の
ま
ま
切
り

離
し
て
本
件
土
地
上
に
残
置
す
る
こ
と
も
あ
り
得
た

が
、
そ
の
よ
う
な
切
り
離
し
た
幅
の
狭
い
建
物

(切
断

残
置
部
分
)
だ
け
を
残
し
て
存
続
さ
せ
る
の
は
技
術
的

に
も
問
題
が
多
い
し
、
安
全
上
の
問
題
も
あ
る
の
で
、

結
局
、
本
件
土
地
部
分
の
上
に
存
す
る
建
物
部
分
も
残

さ
ず
、
建
物
全
体
を
合
わ
せ
て
一
緒
に
撤
去
、
収
去
、

解
体
し
た
の
で
あ
る
。

オ

占
有
保
全
の
措
置

係
争
土
地
部
分
た
る
本
件
土
地
は
、
あ
く
ま
で
原
告

ら
の
長
年
占
有
し
て
き
た
土
地
で
あ
り
、
所
有
権
の
争

い
を
放
棄
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で

(係
争
地
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
)
、
A
は
、
そ
の
費
用
を
持
っ

て
、
そ
の
部
分

(本
件
土
地
)
の
周
囲
、
具
体
的
に
は
、

｢東
側
の
現
況
道
路
部
分
と
の
境
界
線
の
内
側
｣
に
ブ

ロ
ッ
ク
塀
を
設
置
し
、
｢南
側
現
況
道
路
部
分
と
の
境

界
線
内
側
｣
に
は
ス
チ
ー
ル
製
パ
ネ
ル
を
組
み
立
て
て

設
置
し
て
、そ
の
占
有
部
分
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、

そ
の
占
有
を
保
全
、
確
保
す
る
措
置
を
取
っ
た
。

②

被
告
に
よ
る
占
有
侵
奪

被
告
は
、
本
件
建
物
が
解
体
、
撤
去
さ
れ
た
後
、
そ
れ
を

奇
貨
と
し
て
、
｢不
法
占
拠
｣
の
主
張
を
貫
徹
す
る
た
め
、

い
っ
た
ん
本
件
建
物
が
解
体
、
撤
去
さ
れ
た
後
で
設
置
さ
れ

た
前
記
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
パ
ネ
ル
が
、
不
法
占
拠
物
件
で
あ
る

と
い
う
主
張
を
展
開
し
て
、
平
成
一
四
年
三
月
八
日
付
文
書

を
も
っ
て
原
告
に
対
し
、
前
記
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
物
件
除

去
を
な
す
べ
き
戒
告
を
行
い
、
平
成
一
四
年
三
月
一
八
日
に

至
る
も
原
告
が
そ
の
義
務
を
履
行
し
な
い
と
し
て
、
平
成
一

四
年
三
月
二
五
日
付

｢代
執
行
令
室
巳

で
も
っ
て
行
政
代
執

行
を
な
す
旨
通
知
し
、
平
成
一
四
年
三
月
二
八
日
、
そ
の
行

政
代
執
行
を
強
行
実
施
し
て
、
本
件
土
地
上
に
設
置
し
て
い

た
前
記
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
パ
ネ
ル
を
撤
去
し
て
、
本
件
土
地
の

原
告
ら
の
占
有
を
奪
っ
た
。
(以
下
、
被
告
の
行
っ
た
行
政

代
執
行
を

｢本
件
代
執
行
｣
と
い
う
。)

本
件
建
物
撤
去
後
に
設
置
し
た
前
記
物
件
は
、
被
告
の

本
件
土
地
の
占
有
を
妨
害
す
る
も
の
で
は
な
く
、
以
前
か

ら
の
原
告
ら
の
占
有
は
依
然
と
し
て
継
続
し
て
お
り
、
そ

の
占
有
部
分
を
明
示
、
保
全
、
確
保
す
る
た
め
、
従
来
の

占
有
部
分
上
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
だ
け
の
物
件
で
あ
る

か
ら

(原
告
ら
の
本
件
土
地
に
関
す
る
占
有
の
形
態
が
変

更
さ
れ
た
だ
け
と
見
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
)、
被
告
が
、
そ

の

｢不
法
占
拠
｣
を
解
消
し
た
け
れ
ば
、
妨
害
物
件
撤
去
、

土
地
明
渡
し
の
裁
判
を
提
起
す
る
な
ど
の
通
式
、
適
法
な

法
的
措
置
を
講
じ
て
、
決
着
を
つ
け
る
べ
き
で
あ
っ
て
、

緊
急
で
、
代
替
措
置
の
な
い
ケ
ー
ス
で
、
厳
し
い
要
件
を

備
え
る
べ
き
行
政
代
執
行
と
い
う
措
置

(本
件
代
執
行
)

で
も
っ
て
原
告
ら
の

｢占
有
｣
を
奪
う
こ
と
は
法
律
の
適

用
上
明
ら
か
に
違
法
、
違
憲
の
存
す
る
許
さ
れ
な
い
手
法

と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
土
地
の
主
た
る
占
有

者
た
る
A

(そ
の
成
年
後
見
人
た
る
弁
護
士
)
に
、
何
ら

｢戒
告
｣
も

｢通
知
｣
も
な
さ
ず
に

｢行
政
代
執
行
｣
を
な

す
こ
と
も
違
法
、
違
憲
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

③

ま
と
め

よ
っ
て
、
原
告
は
、
A
の
占
有
代
理
人
あ
る
い
は
相
続

に
よ
り
取
得
し
た
占
有

(六
分
の
一
)
に
基
づ
き
、
被
告

に
対
し
、
占
有
回
収
の
訴
え
に
よ
る
本
件
土
地
の
明
渡
し

を
求
め
る
。

2

請
求
原
因
に
対
す
る
被
告
の
認
否

印

請
求
原
因
=
に
つ
い
て

ア

ア
の
う
ち
、
本
件
土
地
が
旧
乙
丁
目
一
番
二
の
土

地
に
含
ま
れ
る
土
地
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
認

し
、
そ
の
余
は
認
め
る
。
原
告
は
、
本
件
土
地
が
旧

乙
丁
目
一
番
二
の
土
地
に
含
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
外
側
に
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
。

イ

イ
の
う
ち
、
平
成
一
三
年
二
一月
ま
で
本
件
土
地

上
に
建
物
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
認
め
、
そ
の
余

は
不
知
な
い
し
争
う
。

ウ

ウ
に
つ
い
て

ア

ア
は
不
知
。
た
だ
し
、
旧
乙
丁
目
一
番
二
の
土

地
に
つ
い
て
、
登
記
簿
上
、
昭
和
五
三
年
九
月
二



四
日
付
け
売
買
を
原
因
と
し
て
B
に
所
有
権
の
名

義
が
移
転
さ
れ
、
次
い
で
昭
和
五
七
年
五
月
一
五

日
付
け
相
続
を
原
因
と
し
て
C
に
所
有
権
の
名
義

が
移
転
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
認
め
る
。

“

“
は
不
知
。

“

“
は
不
知
。

ほ

ぼ
は
不
知
。

材

例
の
う
ち
、
A
が
平
成
一
二
年
一
月
一
日
に
地

下
鉄
の
駅
ホ
ー
ム
か
ら
転
落
す
る
事
故
に
よ
っ
て

重
傷
を
負
い
、
弁
護
士
が
A
の
成
年
後
見
人
に
就

任
し
た
こ
と
は
認
め
、
そ
の
余
は
不
知
。

エ

エ
の
う
ち
、乙
丁
目
一
番
八
が
収
用
さ
れ
た
こ
と
、

平
成
一
三
年

一
二
月
に
建
物
が
除
却
さ
れ
た
こ
と
、

被
告
が
原
告
ら
に
お
い
て
本
件
建
物
に
よ
り
本
件
土

地
を
不
法
占
拠
し
て
い
る
と
し
て
そ
の
解
決
を
一
貫

し
て
求
め
て
き
た
こ
と
は
認
め
、
そ
の
余
は
不
知
な

い
し
争
う
o

オ

オ
の
う
ち
、
本
件
土
地
上
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
及
び
ス

チ
ー
ル
製
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
認
め
、
そ

の
余
は
不
知
な
い
し
争
う
。

②

同
②
に
つ
い
て

同
②
の
う
ち
、
被
告
が
平
成
一
四
年
三
月
八
日
付
文
書

を
も
っ
て
原
告
に
対
し
、
前
記
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
物
件

除
去
を
な
す
べ
き
戒
告
を
行
い
、
平
成
一
四
年
三
月
二
五

日
付

｢代
執
行
令
書
｣
で
も
っ
て
本
件
代
執
行
を
な
す
旨

通
知
し
、
平
成
-
四
年
三
月
二
人
日
、
本
件
代
執
行
を
行

っ
た
こ
と
は
認
め
、
そ
の
余
は
不
知
な
い
し
争
う
。

③

同
国
は
争
う
。

3

被
告
の
主
張

の
本
件
代
執
行
に
至
る
経
過
な
ど

本
件
代
執
行
に
至
る
事
実
経
過
は
、
概
ね
別
表
の
と
お

り
で
あ
る
。

②

行
政
代
執
行
と
占
有
侵
奪

元
来
、
占
有
回
収
の
訴
え

(民
法
二
百
条
)
は
、
他
人

の
私
力
に
よ
っ
て
物
の
占
有
を
奪
わ
れ
た
場
合
に
侵
奪
者

か
ら
そ
の
物
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
を
認
め
た
制
度
で

あ
っ
て
、
私
力
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
権
限
あ
る
国
家
の

執
行
機
関
の
行
為
又
は
公
権
力
に
基
づ
く
執
行
行
為
に
よ

っ
て
占
有
が
奪
わ
れ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
れ
が
外
観

上
執
行
行
為
と
認
め
る
に
足
り
る
方
式
を
欠
く
等
執
行
行

為
と
し
て
不
成
立
の
も
の
と
認
め
る
べ
き
場
合
又
は
外
観

上
明
白
に
公
権
力
に
よ
る
執
行
行
為
と
認
め
ら
れ
な
い
場

合
で
な
い
限
り
、
た
と
え
そ
の
執
行
行
為
に
つ
き
瑕
疵
が

あ
り
、
無
効
と
認
む
べ
き
場
合
で
あ
っ
て
も
、
占
有
回
収

の
訴
え
に
よ
っ
て
そ
の
物
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

被
告
は
、
上
記
の
と
お
り
、
市
道
九
四
号
線
の
道
路
用

地
の
一
部
で
あ
っ
た
本
件
土
地
上
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
が
設

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
知
し
、
当
該
設
置
行
為
が
明
ら

か
に
道
路
法
四
十
三
条
の
規
定
に
違
反
す
る
た
め
、
道
路

管
理
者
と
し
て
同
法
七
十
一
条
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
除

却
命
令
を
原
告
に
対
し
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、
除
却
が
行
わ

れ
ず
、
一
方
で
当
該
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
が
上
記
市
道
上
に
突

出
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
道
幅
が
狭
ま
っ
て
お
り
、

道
路
の
視
認
性
が
低
下
し
て
特
に
夜
間
は
極
め
て
危
険
な

状
況
に
な
っ
て
い
て
も
は
や
こ
れ
を
放
置
す
る
こ
と
は
著

し
く
公
益
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
行
政
代
執
行
法
三
条
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
戒

告
を
行
い
、
な
お
履
行
期
限
ま
で
に
除
却
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
た
め
、
同
条
2
項
の
規
定
に
基
づ
き
代
執
行
令
書
を

も
っ
て
原
告
に
対
し
通
知
を
行
っ
た
上
で
、
同
法
二
条
の

規
定
に
基
づ
き
本
件
代
執
行
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
代
執
行
が
外
観
上
執
行
行
為
と
認

め
る
に
足
り
る
方
式
を
欠
く
等
執
行
行
為
と
し
て
不
成
立

の
も
の
と
認
め
る
べ
き
も
の
に
も
、
外
観
上
明
白
に
公
権

力
に
よ
る
執
行
行
為
と
認
め
ら
れ
な
い
も
の
に
も
当
た
ら

な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
占
有
回
収
の
訴
え
に
よ
っ
て

本
件
土
地
の
明
渡
し
を
求
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。

◎

本
件
代
執
行
の
適
法
性

な
お
、
原
告
は
、
本
件
土
地
の
主
た
る
占
有
者
で
あ
る

A
に
何
ら
戒
告
も
通
知
も
な
さ
ず
に
被
告
が
行
政
代
執
行

を
行
っ
た
こ
と
は
違
法
、違
憲
で
あ
る
旨
主
張
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
原
告
は
、
平
成
一
三
年
一
二
月
二
七

日
の
時
点
で
は
、
原
告
自
身
が
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
設
置
工

事
を
発
注
し
た
者
で
あ
る
こ
と
を
被
告
職
員
に
対
し
て
明

言
し
て
い
た
も
の
で
あ
り

(A
の
成
年
後
見
人
で
あ
る
弁



護
土
か
ら
の
平
成
一
四
年
四
月
一
六
日
付
行
政
代
執
行
に

関
す
る
異
議
申
立
書
に
お
い
て
も
、
原
告
が
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
設
置
工
事
を
発
注
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い

る
。)、
さ
ら
に
、
原
告
自
身
、
道
路
法
七
十
一
条
一
項
の

規
定
に
基
づ
く
除
却
命
令
に
つ
い
て
弁
明
の
機
会
が
付
与

さ
れ
て
い
た

(行
政
手
続
法
十
三
条
一
項
)
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
命
令
の
対
象
者
に
つ
い
て
何
ら
の
弁
明
も
せ

ず
、
ま
た
当
該
命
令
･
戒
告

･
代
執
行
令
書
の
各
手
続
の

段
階
に
お
い
て
、
異
議
申
立
て
(道
路
法
九
十
六
条
二
項
、

行
政
不
服
審
査
法
六
条
)
が
で
き
る
旨
が
教
示
さ
れ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
段
の
異
議
申
立
て
も
な
さ
ず
、

平
成
一
四
年
三
月
二
七
日
付
行
政
代
執
行
に
関
す
る
異
議

申
立
書
に
お
い
て
初
め
て
、
A
に
対
し
て
代
執
行
令
書
が

送
達
さ
れ
て
い
な
い
旨
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
設
置
行
為
を
行
っ
た
者
が
原
告
で
あ
る
と
し
て
、

被
告
が
原
告
に
対
し
て
戒
告
等
を
行
い
、
A
に
戒
告
な
い

し
通
知
を
行
わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
何
ら
違
法
･
違
憲

で
は
な
い
。

回

そ
の
他

仮
に
本
件
代
執
行
が
違
法
で
あ
り
無
効
で
あ
る
と
し
て

も
、
そ
の
こ
と
で
直
ち
に
、
原
告
が
本
件
代
執
行
に
よ
っ

て
失
っ
た
土
地
の
占
有
を
回
復
す
べ
き
こ
と
を
被
告
に
請

求
し
う
る
実
体
法
上
の
根
拠
は
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
。

亘

裁
判
所
の
判
断

主

文
原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

ー

請
求
原
因
に
つ
い
て

の

請
求
原
因
国
に
つ
い
て

ア

ア
の
う
ち
、
本
件
土
地
が
旧
乙
丁
目
一
番
二
の
土

地
に
含
ま
れ
る
土
地
の
…
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
除
く

そ
の
余
の
事
実
は
当
事
者
間
で
は
争
い
が
な
い
。

イ

イ

･
ウ
に
つ
い
て

イ
の
う
ち
平
成
一
三
年
一
二
月
ま
で
本
件
土
地
上

に
本
件
建
物

(正
確
に
は
本
件
建
物
の
一
部
)
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
、
ウ
オ
の
う
ち
A
が
平
成
三
一年

一
月
一
日
に
地
下
鉄
の
駅
ホ
ー
ム
か
ら
転
落
す
る
事

故
に
よ
っ
て
重
傷
を
負
い
、
弁
護
士
が
A
の
成
年
後

見
人
に
就
任
し
た
こ
と
は
当
事
者
間
に
争
い
が
な
い
。

ま
た
、
証
拠
及
び
弁
論
の
全
趣
旨
を
総
合
す
る
と
、

旧
乙
丁
目
一
番
二
の
土
地
に
つ
い
て
、
昭
和
五
三
年

九
月
二
四
日
付
け
売
買
を
原
因
と
し
て
B

(原
告
の

祖
父
)
に
所
有
権
が
移
転
さ
れ
、
次
い
で
昭
和
五
七

年
五
月
一
五
日
付
け
相
続
を
原
因
と
し
て
C

(原
告

の
父
)
に
所
有
権
が
移
転
さ
れ
た
こ
と
、
本
件
土
地

は
、
本
件
建
物
の
敷
地
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
、
原

告
の
父
で
あ
っ
た
C
が
か
つ
て
本
件
建
物
を
所
有
し

て
い
た
こ
と
、
C
が
死
亡
し
、
旧
乙
丁
目

一
番
二
の

土
地
及
び
本
件
建
物
に
つ
き
平
成

=
年
四
月
三
〇

日
に
所
有
権
更
正
登
記
申
請
が
行
わ
れ
、
A
持
分
六

分
の
五
、
D
持
分
六
分
の
一
の
登
記
が
経
由
さ
れ
た

こ
と
、
し
か
し
、
旧
乙
丁
目

一
番
二
の
土
地
に
つ
い

て
は
起
業
者
で
あ
る
被
告
の
承
諾
が
な
い
と
し
て
所

有
権
更
正
手
続
を
も
っ
て
対
抗
で
き
な
い
と
し
、
A

が
二
分
の
一
、
そ
の
余
の
相
続
人

(原
告
も
含
む
。)

が
各
六
分
の
一
ず
つ
の
共
有
持
分
を
有
し
て
い
る
と

の
裁
決
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
各
事
実
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
原
告
主
張
の
遺
産
分
割
が

成
立
し
た
こ
と
、
原
告
が
、
本
件
土
地
の
管
理
、
保

全
に
関
し
て
、
A
、
弁
護
士
の
代
理
、
代
行
者
で
あ

る
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
的
確
な
証
拠
は
な
い
。

ウ

エ
の
う
ち
、乙
丁
目
一
番
八
が
収
用
さ
れ
た
こ
と
、

平
成
一
三
年
一
二
月
に
本
件
建
物
が
除
却
さ
れ
た
こ

と
、
被
告
が
原
告
ら
に
お
い
て
本
件
建
物
に
よ
り
本

件
土
地
を
不
法
占
拠
し
て
い
る
と
し
て
そ
の
解
決
を

一
貫
し
て
求
め
て
き
た
こ
と
は
、
当
事
者
間
に
争
い

が
な
い
。

エ

オ
の
う
ち
、
本
件
土
地
上
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
及
び
ス

チ
ー
ル
製
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
当
事
者
間

に
争
い
が
な
い
。

②

同
②
に
つ
い
て

同
②
の
う
ち
、
被
告
が
平
成
-
四
年
三
月
八
日
付
文
書

を
も
っ
て
原
告
に
対
し
、
前
記
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
物
件

除
去
を
な
す
べ
き
戒
告
を
行
い
、
平
成
一
四
年
三
月
二
五

日
付

｢代
執
行
令
書
｣
で
も
っ
て
本
件
代
執
行
を
な
す
旨
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通
知
し
、
平
成
一
四
年
三
月
二
八
日
、
本
件
代
執
行
を
行

っ
た
こ
と
は
、
当
事
者
間
に
争
い
が
な
い
。

2

判
断

㈲

原
告
に
は
本
件
土
地
の
占
有
が
あ
る
の
か

本
件
土
地
が
旧
乙
丁
目
一
番
二
の
土
地
の
一
部
で
あ
っ

た

(原
告
主
張
)
の
か
こ
れ
に
隣
接
す
る
道
路
の
一
部
で

あ
っ
た

(被
告
主
張
)
の
か
に
つ
い
て
は
、
原
告
と
被
告

と
の
間
で
争
い
が
あ
る
が
、
本
件
土
地
上
に
本
件
建
物
の

一
部
が
建

っ
て
い
た
こ
と
は
争
い
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

本
件
建
物
の
所
有
者
が
、
本
件
土
地
を
占
有
し
て
い
た
と

い
え
る
。

上
記
認
定
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
C
が
本
件
建
物
の
所
有

権
を
有
し
、
し
た
が
っ
て
そ
の
敷
地
の
一
部
で
あ
る
本
件

土
地
の
占
有
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
。
C
に
つ
い
て
相

続
人
間
で
遺
産
分
割
の
協
議
が
成
立
し
た
と
は
認
め
ら
れ

ず
、
相
続
人
は
法
定
相
続
分
に
従
っ
て
本
件
建
物
の
所
有

権
を
取
得
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
原
告
は
本

件
建
物
の
六
分
の
一
の
持
分
を
相
続
に
よ
り
取
得
し
、
こ

れ
に
伴
い
本
件
建
物
の
敷
地
の
一
部
で
あ
る
本
件
土
地
に

つ
い
て
の
占
有
を
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
上
記
認
定
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
本
件
建
物
の
所

有
権
に
つ
き
A
持
分
六
分
の
五
、
D
持
分
六
分
の
一
の
更

正
登
記
が
経
由
さ
れ
て
お
り
、
原
告
は
、
遅
く
と
も
更
正

登
記
の
申
請
を
し
た
平
成
三

年
四
月
三
0
日
に
は
本
件

建
物
の
所
有
者
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
う

す
る
と
、
原
告
は
、
本
件
土
地
の
占
有
を
失
っ
た
と
い
え

る
か
ら
、
占
有
権
に
基
づ
く
原
告
の
本
件
請
求
は
理
由
が

な
い
こ
と
に
な
る
。

た
だ
、
原
告
は
、
本
件
土
地
が
旧
乙
丁
目
一
番
二
の
土

地
の
一
部
で
あ
っ
た
旨
の
主
張
を
し
て
お
り
、
上
記
認
定

し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
旧
乙
丁
目

一
番
二
の
土
地
に
つ
い
て

は
、
な
お
A
が
二
分
の
一
、
そ
の
余
の
相
続
人

(原
告
も

含
む
。)
が
各
六
分
の
一
ず
つ
の
共
有
で
あ
る
と
解
す
る

余
地
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
仮
に
、
本
件
土
地
に
つ
い
て
も
、

原
告
が
な
お
六
分
の
一
の
共
有
持
分
を
有
し
て
い
る
と
す

れ
ば
、
本
件
土
地
に
つ
い
て
の
占
有
も
な
お
原
告
が
有
し

て
い
た
と
す
る
余
地
が
あ
り
得
る
。
そ
し
て
、
上
記
認
定

し
た
よ
う
に
、
本
件
建
物
が
解
体
さ
れ
た
後
、
わ
ず
か
の

間
に
、
原
告
が
本
件
土
地
上
に
上
記
認
定
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

や
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
過
か
ら
す
る
と
、

原
告
が
、
本
件
土
地
の
占
有
を
有
し
て
い
る
と
す
る
余
地

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
念
の
た
め
に
、
原
告

が
、
本
件
土
地
の
占
有
を
有
し
て
い
る
と
仮
定
し
て
、
被

告
が
本
件
土
地
の
占
有
を
侵
奪
し
た
と
い
え
る
か
ど
う
か

に
つ
き
検
討
す
る
。

②

被
告
の
本
件
代
執
行
が
優
奪
と
い
え
る
か
ど
う
か

占
有
回
収
の
訴
え
は
、
物
の
占
有
者
が
他
人
の
私
力
に

よ
っ
て
占
有
を
奪
わ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
奪
っ
た
者
か
ら

そ
の
物
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
を
認
め
た
制
度
で
あ
る

か
ら
権
限
の
あ
る
行
政
機
関
に
よ
り
そ
の
行
為
と
し
て
物

の
占
有
を
強
制
的
に
解
か
れ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
上
記

行
為
が
著
し
く
違
法
性
を
帯
び
て
も
は
や
社
会
的
に
公
認

さ
れ
た
行
政
機
関
と
し
て
の
行
為
と
認
め
る
に
耐
え
ら
れ

な
い
場
合
、
換
言
す
れ
ば
外
観
上
も
私
人
の
私
力
の
行
使

;首"〒ヤ つnn7 4 4 7

と
同
視
し
う
る
よ
う
な
場
合
を
除
い
て
は
、
行
政
手
続
上

の
救
済
を
求
め
又
は
実
体
法
上
の
権
利
に
基
づ
く
請
求
を

な
し
う
る
こ
と
は
格
別
、
占
有
回
収
の
訴
え
に
よ
っ
て
そ

の
物
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
解

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

被
告
は
、
本
件
代
執
行
を
行
う
に
つ
い
て
は
、
上
記
三

3
印
の
事
実
経
過
を
踏
ま
え
て
、
本
件
代
執
行
を
行
っ
て

お
り
、
外
観
上
私
人
の
私
力
の
行
使
と
同
視
で
き
る
よ
う
な

も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
原
告

は
、
仮
に
本
件
土
地
に
つ
い
て
の
占
有
を
有
し
て
い
る
と
し

て
も
、
占
有
回
収
の
訴
え
に
よ
っ
て
は
本
件
土
地
の
返
還
を

請
求
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
原
告
は
、
本
件
土
地
の
主
た
る
占
有
者
で
あ
る

A
に
何
ら
戒
告
も
通
知
も
な
さ
ず
に
本
件
代
執
行
を
行
っ

た
こ
と
が
、
違
法
、
違
憲
で
あ
る
旨
主
張
し
て
い
る
。
し

か
し
、
本
件
土
地
に
上
記
認
定
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
パ
ネ
ル

を
設
置
し
た
の
は
、
原
告
で
あ
る
か
ら
、
A
に
対
し
て
本

件
代
執
行
に
至
る
ま
で
の
手
続
を
経
る
必
要
は
な
く
こ
の

点
に
関
す
る
原
告
の
主
張
は
理
由
が
な
い
。

3

結
論

よ
っ
て
、
原
告
の
請
求
は
理
由
が
な
い
か
ら
棄
却
す
る

こ
と
と
し
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。



別表 本件代執行に至る事実経過【被告の主張】

平成13年
12月10ロ

12月21日

12月25日

12月26 R

12月27日

12月28日

平成14年

1月 4 日

1月 8 日

1月 9 日

1 月15日

1 月21日

1 月22 R

1 月23日

1 月24日

1 月27日

2月 5 日

2月 6 R

2 月12日

平成10年12月10日に分筆される前の旧乙丁目 l番 2の土地 tの建物 (以下、原告の主張する ｢本件建
物｣ と思料されるので以下においては ｢本件建物｣ という。) に養生シートが設置されていることを
被告大阪市建設局用地部審査課職員が確認する。

本件建物の解体工事がほぼ完了していることを建設局用地部北部方面用地課職員が確認する。

本件建物は解体収去されており、 旧乙丁目 1番 2の土地から分筆された被告所有の大阪市中区乙丁目
l番 8宅地公簿 ･実測面積52.18 nrの明示を行うため、 建設局用地部北部方面用地課から依頼を受け
た同局管理部測量明示課が測量を行おうとするのを、原告が測量器具を蹴るなどして妨害する。また、
旧乙丁目 1番 2の土地の東側に隣接する大阪市道大淀区第94号線 (以下 ｢市道94号線｣ という。) 上
の土地 (以下 ｢本件道路用地｣ という。) 上にコンクリートブロック塀の建築が開始されているのを
発見し、同部路放課職員が工事請負業者に対して工事の中止をn 頭で、勧告した。

コンクリートブロック塀が完成しているのを職員が発見する。 原告は現場でツルハシを持って立って

おり、現場の写真も取れない状況である。

コンクリートブロック塀のほか、 パネルも設置されようとしているので、 これらの物件に除却勧告文

を貼り付ける。パネル設置作業中の工事請負業者に、 施主は誰かと尋ねたところ、呼び出された原告
が現場に現れ、除却勧告文を剥がす。

現場の通行安全確保のため、視線誘導標識をlロ乙丁目 l番 2の土地の南東側に設置する。

視線誘導標識が無断で撤去されているのを発見する。

視線誘導標識を再度設置する。

視線誘導標識が再度、無断で撤去されているのを発見する。

原告に対して、コンクリートブロック塀、パネル、 鉄板を除却すべき旨の除去勧告文を郵送する (内
容証明かつ配達証明) なお、 送達先については、平成13年12月27月にどこあてにすべきか原告本人
に尋ねたところ、 明確に答えず、 弁護土に聞くようにとのことのことであったので、 弁護士に照会の
上、回答を受けた住所 (以下 ｢原告居所｣ という。) をあて先とした。

コンクリートブロック塀及びパネルに除却勧告文貼り付け。

原告が前日付け上記除却勧告文を剥がす。

コンクリートブロック塀及びパネルに除却勧告文貼り付け。

原告に対して原告居所あてで弁明機会付与通知書を郵送する (内容証明かつ配達証明)。

原告が平成14年 l月23日付け上記除却勧告文を剥がす。

平成14年 l月24日付けで原告居所にあてて郵送した弁明機会付与通知書が、本人不在のため局留めと
なっていたが、 受け取りに来ないため返送される。

原告居所あてで弁明機会付与通知書を再度郵送する (内容証明、 配達証明)。 併せて、職員が同通知
書を原告居所に持参する (不在のため扉の郵便受けに差し置く)。

大阪中央郵便局第 2集配営業課から建設局管理部路政課に電話連絡が入る。内容は以下のとおり。
①内容証明郵便を平成14年 2月 8 月に原告居所に配達したが、原告本人が運転免許証を配達人に提示

“ 道行セ 20074



2 月13日

2 月15日

2 月19口

2 月25日

2 月26日

3月 8 日

3月 9 日

3 月25日

3 月26日

し、 ｢自分の住所は甲区乙丁目 9番15号であるので、 そちらへ配達せよ。｣ と言い、受け取りを拒否
した。

②その際、原告は、 平成14年 2月 6 日に職員が差し置いた弁明機会付与通知書を配達人に提示し、郵
便法に反するから持ち帰るよう命じた。

上記配達人が持ち帰った平成14年 2月 6日付けの弁明機会付与通知書を再度、職員が原告居所に持参
する (不在のため扉の郵便受けに差し置く。)。
旧乙丁目 1番 2の土地の現況を確認する。大阪市道豊崎鷺莎著l線 (大阪都市計画道路北野都島線) の道
路上の電柱 2本にトラロープを渡し、 それに原告の姓が書かれた慢幕が張られているほか、コンクリ
ートブロック塀及びパネルに張り紙が 6 ヵ所されていた。

原告が弁明機会付与通知書を持参して被告大阪市市長室秘書課に来庁。弁明機会付与通知書と郵便局
の郵便物保管通知書 (あて先の住所を甲区乙丁目 9番15号に書き直したもの) を残して立ち去る。 な
お、この住所は本件建物の住居表示である。

平成14年 2月 6 日付けで原告居所にあてて郵送した弁明機会付与通知書が大阪中央郵便局から返送さ
れる (甲区乙丁目 9番15号に転送されたが、 保管期間を過ぎたため、 差出人に返送されたもの。)。

原告居所あてで無断占用物件除却命令書を郵送 (内容証明かっ配達証明)。 併せて、 同除却命令書を
職員が原告居所に持参する (不在のため扉の郵便受けに差し置く。)。

原告が被告大阪市の本庁舎に上記除却命令書を持参して来庁。上記除却命令書を市長室秘書課に置い
て立ち去る。

原告居所あてで戒告書を郵送 (内容証明かつ配達証明)。 併せて、 戒告書を職員が原告居所に持参
(不在のため扉の郵便受けに差し置く。)。 平成14年 2月25日付けで原告居所にあてて郵送した無断占
用物件除却命令書が大阪中央郵便局から返送される。

原告が被告大阪市の本庁舎に現れ、 前日原告居所に職員が差し置いた戒告書のコピーを正面玄関に貼
りf桝ナる。

原告居所あてで代執行令書を郵送する (内容証明、 配達証明)。また、 甲区乙丁目 9番15号にも代執
行令書を郵送した (速達) が転居先不明により平成14年 3月26日に建設局に返送された。

代執行令書を職員が原告居所に持参する (不在のため扉の郵便受けに差し置く。)。

3 月28日 本件代執行

都市計画道路線

　　　　　　　　　　　.-、･.

/ 〆

別図
旧地番大阪市甲区乙丁目 1番 2宅地 1 17.6 5 幅の内、 図面斜線部分 (①《②火③④人命火③入の人⑨入⑨入①を順次直線で

結んだ線で囲まれた部分) 約 2 1,1 5 nゞ

　　　　　 　　　　　 　　

道路明示線⑦



獲れ鬱鱗螂嶬

“近
江
の
み
ち
事
業
“
全
国
に
先
駆
け
た
取
組
み

◆
全
国
に
先
駆
け
た

ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
み

今
回
、
滋
賀
県
の
道
路
行
政
を
紹

介
す
る
良
い
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
話
題
性
の
あ
る
内
容
を
三

つ
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
厳
し
い
県
の
財
政
運

営
を
少
し
で
も
助
け
る
た
め
に
考
え

ら
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
道
路
補
修
制
度

の
話
。
二
つ
目
は
、
琵
琶
湖
の
水
を

汚
さ
な
い
た
め
に
開
発
さ
れ
た
特
許

申
請
中
の
路
面
排
水
浄
化
枡
の
話
。

最
後
に
、
建
設
真
っ
盛
り
で
供
用
開

始
間
近
の
第
二
名
神
高
速
道
路
の
工

事
進
捗
状
況
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆
道
路
補
修
に
新
た
な
シ
ス
テ
ム
=
…

"“
-
ト
ナ
ー
･
道
守
制
度
“

道
路
舗
装
の
痛
み
具
合
は
、
交
通

滋
賀
県
塞
示
事
務
所

西
鶯

照
毅

量
や
連
行
車
両
等
に
影
響
さ
れ
ま
す

が
、
県
道
等
の
道
路
舗
装
は
、
ほ
ぼ

数
年
で
痛
ん
で
く
る
の
が
実
情
で

す
。
し
か
し
、
税
収
等
の
減
少
か
ら

予
算
の
確
保
が
厳
し
く
な
っ
て
き
た

た
め
、
少
し
ぐ
ら
い
ワ
ダ
チ
等
が
出

来
た
く
ら
い
で
は
、
そ
の
補
修
に
十

分
な
費
用
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
滋
賀
県
で
は
、
舗
装
に

で
き
た
小
さ
な
ワ
ダ
チ
や
穴
ぼ
こ
の

補
修
を
、
な
る
べ
く
お
金
を
か
け
ず

に
出
来
な
い
も
の
か
と
考
え
た
末
に

全
国
で
も
珍
し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
制
度

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

｢パ
ー
ト
ナ
ー
･
道
守
制
度
｣
で
す
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
制
度
か
と

い
う
と
、
県
庁
や
市
役
所
等
の
道
路

管
理
を
経
験
さ
れ
た
公
務
員
O
B
の

方
々
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
道
路
の

パ
ト
ロ
ー
ル
と
小
さ
な
穴
ぼ
こ
補
修

な
ど
を
お
願
い
す
る
委
託
制
度
で

す
。
こ
の
制
度
の
名
称
は
、
｢道
を

見
守
り
、
諸
道
を
巡

録

回
し
て
民
情
の
視
察

鑓
,

　　　　　　　　
　

　観察区間に徒歩程度で
移動可能な登録者の選択

道路管理者としての ｢道守｣ への登録

古
の
法
官
｣
に
な
ぞ

ら
え
て
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
｢道
守
｣
は
、

｢ち
も
り
｣
と
読
み
ま

す
。自

治
体
の
職
員
が

徐
々
に
減
少
す
る
な

か
で
退
職
さ
れ
た
○

B
の
方
々
の
力
を
お

借
り
す
る
こ
と
に
よ

り
行
政
の
仕
事
を
助

路面状況の調査 (情報収集)

け
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
試
み
で

す
。
道
路
の
こ
ま
め
な
点
検
と
簡
単

な
補
修
作
業
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
っ
て
少
し
で
も
舗
装
を
長
持
ち

さ
せ
維
持
管
理
費
を
減
ら
そ
う
と
す

る
の
が
狙
い
で
す

(図
ー
)。

｢道
守
｣
の
役
割
は
以
下
の
通
り

で
す
。

①

週
に
三
回
程
度
、
歩
い
た
り
自

転
車
に
乗
っ
た
り
し
な
が
ら
道
路

を
目
視
で
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。

纐

ル　
活

ず
御
ゞ

守

見

道

ネ

｢

監

掟　　

　　

　

　

箇

所

　

　

傷

対

　

　

路

修補

定

の

選

所

の

箇

間

心

区観察区間の選定
(放置できないが、緊急性はない箇所)

補修計画、抜本改良等の提案

図

4

1 ｢パートナー ･道守制度｣ の仕組み

西から東から



②

パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
場
所
は
、
自

分
の
家
の
近
辺
の
県
道
で
、
あ
ら

か
じ
め
決
め
ら
れ
た
区
間
。
道
路

の
舗
装
に
穴
が
開
い
て
い
る
の
を

見
つ
け
た
ら
、
常
温
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
合
材
で
穴
ぼ
こ
を
補
修
し
ま
す
。

③

手
に
負
え
な
い
損
傷
だ
と
判
断

し
た
ら
県
の
振
興
局
に
連
絡
し
、

県
行
政
の
補
修
班
の
出
動
を
待
ち

ま
す
。

④

舗
装
の
状
態
か
ら
今
後
の
劣
化

の
進
み
具
合
を
予
測
し
て
補
修
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
与
え
ま
す
。

補
修
の
要
否
の
判
断
や
劣
化
の
進

み
具
合
の
予
測
な
ど
は
、
道
路
管
理

に
携
わ
っ
た
経
験
の
あ
る
人
だ
か
ら

こ
そ
出
来
る
メ
リ
ッ
ト
で
あ
り
、
一

般
の
人
々
に
依
頼
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
が
、
こ
の
制
度
の
ミ
ソ
だ
と
い
え

ま
す
。
ま
た
、
道
守
の
活
動
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
た
め
、
目
立
つ

帽
子
と
作
業
用
ス
コ
ッ
プ
、
三
角
コ

ー
ン
な
ど
は
県
が
貸
与
し
て
い
ま

す
。
当
然
な
が
ら
補
修
用
の
常
温
舗

装
合
材
も
支
給
し
て
い
ま
す
。

制
度
発
足
当
初
は
、
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
O
B
の
方
が
い
る
か
ど
う

か
不
安
で
し
た
が
、
｢ま
だ
ま
だ
健

康
に
は
自
信
が
あ
る
の
で
協
力
し
た

い
｣、
｢今
ま
で
の
仕
事
の
経
験
を
生

か
し
て
社
会
貢
献
が
出
来
る
こ
と
が

う
れ
し
い
｣
な
ど
、
賛
同
し
て
い
た

だ
く
方
も
見
つ
か
り
、
何
と
か
動
き

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
一
七
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ば

か
り
な
の
で
限
定
し
た
区
間
で
の
み

運
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
四
路
線
八

ヵ
所
･

計

-
六
蝿

藁
繃嚢
瀰

の
区
間
に
ぉ
ぃ
て
･
藁
さ
き
熱

八
名
の
方
に
お
願

遷
ゞ

ミ
メ

ぃ

委

嘱
)
し
て

朧
球
総ゞ
~

い
ま
す
o

す
で
に

撚

懸
狄製
斌

何
回
か
補
修
作
業

も
や
っ
て
い
た
だ

‐

い
て
お
り
、
そ
の

章

効
果
も
現
れ
て
い

ま
す

(写
真
1
)。

いき
二“

　

　　
　

た
だ
く
こ
と
が
多
い
の
で
、
交
通
量

の
多
い
道
路
で
は
危
険
で
難
し
い
こ

と
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し

て
は
い
る
も
の
の
作
業
中
に
交
通
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
、
ひ
ど
い
ケ
ガ
を

し
た
場
合
の
補
償
問
題
。
見
落
と
し

や
粗
雑
な
補
修
に
よ
っ
て
事
故
が
発

生
し
た
場
合
の
管
理
瑕
疵
の
責
任
な

ど
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
課
題
や
不
測

の
事
態
へ
の
対
応
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
は
い
え
、
管
理
費
の
軽
減
の
み

な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
誰
も
が
迎
え
る

退
職
後
の
生
き
甲
斐
対
策
と
し
て
活

か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
県
に
と
っ

て
も
有
効
な
制
度
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

◆
特
許
申
請
中
=
罐

新
た
な
簡
易
浄
化
装
置
!

"路
面
排
水
浄
化
枡
“

日
本
一
の
水
源

｢琵
琶
湖
｣
を
持

写真 - 軽微な補修を行う ｢パートナー ･道守｣ の

　　 　　　　　　　　　
水排出部 シ A 圓集水トラフ
サンプリンク用)

圏既設排水枡

写真 2 浄化枡



　　
道 5 % )

初期濁水が貯留槽に導かれる三歩道 (植樹帯)

通水角パイプ
(初期降雨水の取り込み)

な
枡

に
水

態
排

状
存

水
既

満
は

で
水

水
雨

濁
の

期
後

初
の
る

が
そ
ず

槽

、入

留
と
流

貯
る
に

つ
滋
賀
県
で
は
、
水
質
改
善
の
た
め

に
い
ろ
い
ろ
な
取
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
最
近
で
は
、
不
特
定
の
エ

リ
ア
か
ら
流
れ
出
て
く
る
汚
れ
を
浄

化
す
る
た
め
の
対
策
が
進
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
開
発
さ
れ
た
の
が
、
写
真
2
に
示

す
路
面
排
水
浄
化
枡
で
す
。

降
雨
時
の
初
期
に
路
面
か
ら
流
れ

出
す
濁
水

(降
り
始
め
の
二
~
三
皿

に
大
量
に
含
ま
れ
る
高
負
荷
の
濁

水
)
を
集
水
し
、
浄
化
し
て
か
ら
水

路
等
に
流
す
装
置
で
、
低
コ
ス
ト
、

省
ス
ペ
ー
ス
を
う
た
い
文
句
と
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
全
国
展
開
を
目
指

し
特
許
申
請
中
で
あ
り
ま
す
が
、
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
普
及
し
て
い
な

い
の
が
頭
の
痛
い
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
こ
の
排
水
浄
化
枡
は
、
沈

殿
池
の
原
理
を
利
用
し
た
も
の
で
初

期
濁
水
を
下
層
部
に
貯
め
、
上
澄
み

水
を
排
水
路
に
流
す
仕
組
み
と
な
っ

て
い
ま
す

(図
2
)。

設
置
か
ら
約
三
年
間
継
続
調
査
し

た
結
果
を
表
に
示
し
ま
す
。
処
理
前

後
の
平
均
除
去
率
を
み
る
と
、
C
O

表 処理前水 ･処理後水の濃度及び平均除去率

＼
処理前水 (mg/L) 処理後水 (n喀ん)

平均除去率
回
の

範 鞠 錮 均平

C O D 72 ~70.
O 33

,
1 3

,
5~18,

O 鞘 郷
T O C 3.0 ~58,6 幻 躍僚 靴 繊
TーN 0,90 ~775 既 にJ3跨○ 鵬 鮴
T - P 0.055~0.433 嬬 臟み… ◎ 嬬
S S 15 ~190 95

.
3 浄 即 纖

紛 0
.
5~9.

6 3,03 館~第く 餓 %べ･OO
>

(平成 14年 12月 ~ 平成 17 年 1月の調査結果)

う百 も首矛テセ ?nn7 4

D
=
七
三

.
一
%
、
T
O
C
=
六

四

,
七
%
、
T
ー
N
=
四
八

.
五
%
、

T
ー
P
=
九
0
.
三
%
、
s
s
=
九

六
･
九
%
、
油
分
=
八
二
･
八
%
以

上
と
な
り
、
処
理
前
の
汚
濁
濃
度
を

半
分
以
下
に
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ

処理水排水パイプ
(処理後水の排水)

図 2 浄化枡の構造と仕組み



れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
効
果
と
は
裏
腹
に
沈
殿

池
の
機
能
を
持
つ
が
故
の
課
題
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
沈
殿
し
た
堆
積
物
を

除
去
し
な
け
れ
ば
効
果
が
持
続
し
な
い

と
い
う
シ
ス
テ
ム
上
の
問
題
で
す
。
試

験
期
間
中
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、最
低
、

一
年
に
一
度
は
表
面
堆
積
物
を
除
去
す

る
こ
と
で
浄
化
機
能
を
維
持
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い

ま
す
が
、
こ
の
維
持
管
理
を
誰
が
す
る

か
が
今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
滋
賀
県
で
は
、
県
、

県
民
、
N
P
0
、
企
業
等
が
協
働
で
維

持
管
理
を
行
う

｢近
江
の
未
知
普
羞赳

と
い
う
協
働
事
業
が
拡
大
中
で
あ
り
、

こ
の
路
面
排
水
浄
化
枡
の
維
持
管
理
も

可
能
な
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

◆
建
設
真
っ
盛
り
=
"

供
用
開
始
間
近
!

"第
二
名
神
高
速
道
路
“

第
二
名
神
高
速
道
路
の
滋
賀
県
内

工
事
の
進
捗
率
は
八
0
%
以
上
で
、

完
成
間
近
の
状
況
で
す
。
一
九
年
度

末
か
ら
二
〇
年
度
中
の
供
用
開
始
に

向
け
、
高
速
道
路
株
式
会
社

(N
E

×
C
O
)
で
は
、
工
事
の
真
っ
盛
り

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

第
二
名
神
の
滋
賀
工
区
は
、
図
3

に
示
す
よ
う
に
次
の
二
工
区
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

①

三
重
･
滋
賀
の
県
境
~
甲
賀
土

山
I
C

(仮
称
)
の
中
日
本
高
速

道
路
㈱
区
間

②

甲
賀
土
山
I
C

(仮
称
)
~
大

津
J
C
T

(仮
称
)
の
西
日
本
高

速
道
路
㈱
区
間

今
回
は
、
②
工
区

(甲
賀
上
山
I

C
(仮
称
)
~
大
津
J
C
T
(仮
称
))

の
進
捗
状
況
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
工
区
は
、
用
地
買
収

と
道
路
本
体
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
し
て

お
り
、
大
型
構
造
物

(橋
梁
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等
)
の
工
事
と
舗
装

工
事
等
が
若
干
残
っ
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
す
で
に
全
区
間
で
、
す

べ
て
の
工
事
が
発
注
済
み
と
伺
っ
て

お
り
、
あ
と
は
完
成
を
待
つ
ば
か
り

で
す
。

写
真
3
に
②
工
区
の
一
区
間
を
撮

影
し
た
航
空
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま

T首夕千ヤ ?nn7 4 ぐ7
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知
日

　
　

艶

だ

図 3 第 2名神高速道路工事区間
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べき藁
榊
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　写真 3 甲南トンネル付近から

す
。
盛
土
工
事
や
単
純
高
架
形
式
の

橋
梁
工
事
等
は
、
ほ
と
ん
ど
完
成
し

て
い
ま
す
が
、
写
真
右
手
興
部
の
甲

南
I
C
が
未
完
成
の
状
態
で
す
。
ほ

と
ん
ど
の
区
間
で
、
現
在
こ
の
写
真

と
同
じ
よ
う
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
完
成
し
た
大
型

工
事
の
中
で
、
県
内
で
は
非
常
に
珍

し
い
橋
梁
を
一
つ
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
湖
東
平
野

南
部
に
位
置
す
る
栗
東
市
の
山
側
に

　　

　
き
霞

架
け
ら
れ
た

｢近
江
大
鳥
橋
｣
と
い

う
橋
梁
で
す

(写
真
4
)。
構
造
形

式
は
P
C
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド

型
、
外
観
は
斜
張
橋
に
似
て
い
ま
す

が
、
構
造
的
に
は
桁
橋
に
近
い
特
性

を
持
っ
て
い
ま
す
。
桁
橋
と
斜
張
橋

の
中
間
に
位
置

(図
4
)
し
、
主
塔

の
高
さ
と
主
桁
の
桁
厚
を
比
較
的
低

く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に

施
工
性

･
経
済
性
に
優
れ
て
い
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
斜
張
橋
の
領
域
だ
っ 写真4 P C エクストラドーズド型の近江大鳥橋

た
支
間
長
の
架
設
は
、
ほ
ぼ
エ
ク
ス

ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
に
と
っ
て
変
わ
ら

れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
幾
何
学
的
な
美
し
い
形
状
を

呈
す
る
た
め
、
｢地
域
の
シ
ン
ボ
ル

ブ
リ
ッ
ジ
｣と
し
て
の
評
価
も
高
く
、

か
つ
環
境
と
調
和
し
た
風
景
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
る

｢自
然
に
優
し
い

橋
｣
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
橋
梁
形
式
の
施

工
例
は
日
本
が
一
番
多
く
、
世
界
初

の
施
工
も
一
九
九
四
年
に
完
成
し
た

小
田
原
ブ
ル
ー
ウ
ェ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
に

遡
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…

･滋
賀
県
土
木
交
通
部
道
路
課

道
路
保
全
担
当

T
E
L

…

0
七
七

(五
二
八
)
四
一
三
四

･
同

高
速
道
路
推
進
室

T
E
L

…

0
七
七

(五
二
八
)
四
一
三
八

轉桁

出典 :㈱第一投研 ホームページ

　
　　　

ば
痣
妄

癌

図 4 桁橋と斜張橋の中間に位置するエクストラドーズド型橋
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艦れ鬱鰺鱗嶬

大
臟
の
鬮
衡
遭

◆
は
じ
め
に

大
阪
の
ま
ち
は
古
く
か
ら
文
化
･

経
済
の
中
心
と
し
て
繁
栄
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
繁
栄
を
支
え
て
き
た
古

く
か
ら
の
道
が
、
今
も
昔
の
面
影
を

残
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は
現
在
の
ま

ち
な
み
に
融
け
こ
み
な
が
ら
、
今
も

残
っ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
旧
街
道

と
よ
ば
れ
る
道
で
す
。

大
阪
市
で
は
、
昭
和
五
九
年
度
か

ら
、
こ
れ
ら
の
旧
街
道
を
顕
彰
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
大
阪
の
文
化
を
広
く

理
解
す
る
一
助
と
し
、
｢わ
が
ま
ち
｣

意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◆
旧
街
道
の
選
定
･
調
査

大
阪
は

｢難
波
の
宮
｣
の
昔
か
ら

幾
多
の
変
遷
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

政
治
経
済
の
要
衝
と
し
て
発
展
し
て

大
阪
市
東
京
事
務
所

西
井

雄
二

き
ま
し
た
。
と
く
に
古
代

｢難
波
の

宮
｣
の
造
営
さ
れ
た
上
町
台
地
周
辺

か
ら
は
街
道
が
四
通
八
達
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
う
ち
、
江
戸
時
代
末

期
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
か
け
て
大

阪
市
内
を
通
過
し
て
い
た
街
道
で
知

名
度
の
高
い
も
の
、
あ
る
い
は
町
の

形
成
上
重
要
で
あ
っ
た
も
の
と
い
う

観
点
か
ら
一
三
の
街
道
を
選
定
し
、

七
街
道
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
大
阪
の
旧
街
道
を

御
紹
介
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

◆
京
街
道(大

阪
城
京
橋
口
j
京
都
市
)

大
阪
市
か
ら
守
口
市
、寝
屋
川
市
、

枚
方
市
、
八
幡
市
を
通
過
し
京
都
市

に
入
る
全
延
長
約
四
〇
皿

(う
ち
大

阪
市
内
五
踊
)。

起
点
は
京
橋
口
で
す
。当
街
道
は
、

豊
臣
秀
吉
が
造
成
を
命
じ
た
道
で
、

大
阪
城
･
桃
山
城
･
伏
見
城
を
連
結

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
軍
事
的

に
も
大
阪
城
と
京
と
を
結
ぶ
重
要
道

路
で
し
た
。

関
目

･
内
代
の
俗
称

｢七
曲
道
｣

の
地
形
は
、
万
一
の
場
合
、
大
阪
城

へ
の
寄
せ
手
の
進
軍
速
度
を
鈍
ら
せ

る
意
義
を
持
っ
た
道
の
名
残
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

江
戸
期
に
は
、
参
勤
交
代
路
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

熊野街道 来歴碑

◆
熊
野
街
道

(中
央
区
京
橋
、
旧
地
名
八
軒

家
ー
熊
野
本
宮
)

大
和
川
堺
以
南
で
は
、
も
っ
ぱ
ら

小
栗
街
道
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
大

阪
市
か
ら
堺
市
、
高
石
市
、
和
泉
市
、

忠
岡
町
、
岸
和
田
市
、
貝
塚
市
、
泉

佐
野
市
、
泉
南
市
、
阪
南
市
、
和
歌

山
市
、
海
南
市
、
有
田
市
、
湯
浅
町
、

広
川
町
、
由
良
町
、
御
坊
市
、
印
南

町
を
通
過
し
、
田
辺
市
に
入
る
全
延

長
約
一
六
五
鬮

(う
ち
大
阪
市
内
一

一
如
)。

熊
野
詣
の
道
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に

か
け
て
、
｢蟻
の
熊
野
詣
｣
と
言
わ

れ
た
よ
う
に
、
多
数
の
王
侯
貴
族
の

往
来
で
賑
わ
い
ま
し
た
。道
筋
に
は
、

点
々
と
九
九
ヵ
所
の
遥
拝
所
が
あ

り
、
こ
れ
を
王
子
と
呼
び
人
々
は
こ

こ
に
参
詣
し
、
休
憩
を
と
り
な
が
ら

和
泉
の
海
岸
沿
い
に
南
下
し
、
紀
伊

路
に
入
っ
て
熊
野
三
山
に
入
り
ま
し

西から東から



　　
　
　
　

　　能…

大
津
市
、
忠
岡
町
、
岸
和
田
市
、
貝

塚
市
、
泉
佐
野
市
、
泉
南
市
、
阪
南

市
を
通
過
し
、
和
歌
山
市
に
入
る
全

延
長
約
五
五
燈

(う
ち
大
阪
市
内
一

一
蹴
)。

江
戸
期
に
紀
州
徳
川
家
や
岸
和
田

藩
岡
部
家
の
参
勤
交
代
路
と
し
て
整

備
さ
れ
た
大
阪
と
和
歌
山
を
結
ぶ
南

北
路
の
動
脈
、
大
阪
市
内
で
は
堺
筋

を
南
下
し
、
天
下
茶
屋
、
天
神
の
森
、

住
吉
大
社
な
ど
を
経
由
し
、
｢霰
松

原
｣
の
旧
跡
で
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

白
砂
青
松
の
海
岸
線
に
沿
っ
て
発
達

し
た
街
道
で
す
。泉
州
方
面
の
物
産
、

と
く
に
堺
と
の
交
流
、
ま
た
、
住
吉

大
社
参
詣
路
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し

　　　

　

　
　
　

　
　
　

　

　　
　　
　

"

/今
台月

た
。
市
内
で
は
、
阿
倍
王
子
神
社
に

あ
る
阿
倍
王
子
が
わ
ず
か
な
が
ら
往

時
を
偲
ば
せ
て
い
ま
す
。

平
成
一
六
年
七
月
七
日
に
、
熊
野

街
道
を
含
む

｢紀
伊
山
地
の
霊
場
と

参
詣
道
｣
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
｢紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参

詣
道
｣
と
は
、
｢熊
野
三
山
｣
｢吉

野

･
大
峯
｣
｢高
野
山
｣
の
三
つ
の

霊
場
と
こ
れ
ら
を
結
ぶ

｢熊
野
参
詣

道

(熊
野
街
道
)｣
｢大
峯
奥
駈
道
｣

｢高
野
山
町
石
道
｣
の
こ
と
で
す
。

◆
紀
州
街
道

(高
麗
橋
東
詰
,
和
歌
山
市
)

大
阪
市
か
ら
堺
市
、
高
石
市
、
泉

た
。

全
延
長
約
二
七
蝋

(う
ち
大
阪
市
内

三
･
五
如
)。

◆
亀
岡
街
道

起
点
は
現
在
の
北
区
中
津

一
丁

(高
麗
橋
東
詰
ー
亀
岡
市
)

目
。
当
街
道
は
、
能
勢
妙
見
参
詣

道
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
京

都
府
に
お
い
て
亀
岡
街
道
と
つ
な
が

り
北
摂
地
方
と
の
物
資
輸
送
道
路
で

も
あ
り
ま
す
。
能
勢
妙
見
は
、
慶
長

五
年

(
一
六
〇
0
年
)
豪
族
能
勢
頬

次
が
日
蓮
宗
に
帰
依
し
、
北
辰
妙
見

大
阪
市
か
ら
吹
田
市
、
茨
木
市
、

豊
能
町
を
通
過
し
、
亀
岡
市
に
入
る

全
延
長
約
四
八
姉

(う
ち
大
阪
市
内

七
如
)。

起
点
は
高
麗
橋
東
詰
め
で
、
天
神

橋
を
渡
り
ま
っ
す
ぐ
北
上
す
る
街
道

は
、
天
満
宮
沿
い
に
、
一
大
商
店
街

を
形
成
し
、
吹
田
、
茨
木
を
経
由
し

て
、
丹
波
亀
岡
に
通
じ
て
い
ま
す
。

亀
岡
か
ら
は
、
山
陰
道
で
舞
鶴
、
鳥

取
な
ど
に
連
絡
し
天
下
の
台
所
と
言

わ
れ
た
大
坂
と
の
物
資
輸
送
の
た
め

の
産
業
道
路
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
途

中
、
与
謝
蕪
村
ゆ
か
り
の
毛
馬
付
近

か
ら
、
し
ば
ら
く
は
新
淀
川
の
開
削

で
消
滅
し
ま
す
が
、
東
淀
川
区
菅
原

町
付
近
で
は
旧
態
を
よ
く
残
し
て
い

ま
す
。

大
菩
薩
を
ま
つ
る
寺
院
で
す
。

今
暗
越
奈
良
街
道
(玉
造
‘
奈
良
市
)

｢く
ら
が
り
ご
え
な
ら
か
い
ど
う
｣

と
読
み
ま
す
。
大
阪
市
か
ら
東
大
阪

市
、
生
駒
市
、
大
和
郡
山
市
を
通
過

し
、
奈
良
市
に
入
る
全
延
長
約
二
七

蝿

(う
ち
大
阪
市
内
二
･
五
蹴
)。

大
阪
奈
良
間
を
つ
な
ぐ
最
短
距
離

の
街
道
で
、
江
戸
時
代
に
は
伊
勢
参

り
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
途
中
生
駒
山

脈
を
晴
峠
で
越
え
た
の
で
こ
の
名

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
街
道
が

万
葉
集
に
も
あ
る
難
波
と
平
城
京
を

結
ぶ

｢日
下
の
直
越
｣
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
今
里
付
近
の

◆
能
勢
街
道

(中
津
;
亀
岡
市
)

大
阪
市
か
ら
豊
中
市
、
池
田
市
、

川
西
市
を
通
過
し
、
豊
能
町
に
入
る



謙詫箋巽斜め窓製さえめ富ミゾミバトニ売ら考悦び

暗越奈良街道 道標 l

　　　
　
　
　
　

　

そ
ぎ
開
き
ぞ

　

　
　　
　
　　　
　

　
　

　
　

　　
　　　
　
　　
　

　

　

　
　　　　
　
　
　
　
　

街
道
は
、
屈
曲
が
つ
づ
き
、
元
堤
防

沿
い
の
様
子
を
見
せ
、
付
近
の
街
並

み
と
と
も
に
、
昔
の
面
影
を
よ
く
残

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
古
い
道
標
も
目
に
と
ま
り
、
道

中
、
旅
人
の
往
来
の
賑
わ
い
を
偲
ば

せ
て
く
れ
ま
す
。

◆
大
和
田
街
道(梅

田
新
道
j
尼
崎
市
)

大
阪
市
か
ら
尼
崎
市
へ
の
全
延
長

約
八
m

(う
ち
大
阪
市
内
五
m
)。

別
名

｢梅
田
街
道
｣
と
呼
ば
れ
、

堂
島
か
ら
梅
田
、
出
入
橋
を
経
由
し

て
尼
崎
に
通
じ
る
明
治
期
の
物
資
流

通
道
路
で
す
。
途
中
、
か
き
つ
ば
た

で
有
名
で
あ
っ
た
浦
江
の
聖
天
、
珍

し
い
神
事
が
残
る
海
老
江
の
八
坂
神

社
、
改
修
後
の
新
淀
川
に
か
か
る
七

0
o
m
を
超
え
る
西
成
大
橋
を
渡
り
、

歴
史
の
古
い
大
和
田
、
佃
を
通
過
す

る
話
題
の
多
い
街
道
で
あ
り
、
現
在

の
国
道
二
号
に
か
わ
る
も
の
で
し
た
。

◆
中
国
街
道(高

麗
橋
東
詰
j
姫
路
市
)

大
阪
市
か
ら
尼
崎
市
、
西
宮
市
、

芦
屋
市
、
神
戸
市
、
明
石
市
、
播
磨

町
、
高
砂
市
を
通
過
し
、
姫
路
市
に

入
る
全
延
長
約
八
八
蹴

(う
ち
大
阪

市
内
八
如
)。

そ
の
名
の
と
お
り
、
中
国
地
方
と

の
往
還
で
賑
わ
っ
た
街
道
で
す
。
大

阪
市
内
で
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
旧
態

を
残
し
、
特
に
北
区
茶
屋
町
付
近
や

江
戸
時
代
品
質
で
評
判
で
あ
っ
た
鹿

島
鋳
鉄
所
跡
、
上
田
秋
成
ゆ
か
り
の

香
具
波
志
神
社
な
ど
が
街
道
沿
い
に

あ
り
ま
す
。
兵
庫
県
側
に
入
っ
て
も

西
国
街
道
と
合
流
し
、
阪
神
間
の
諸

都
市
を
つ
な
ぎ
山
陽
道
と
な
り
、
下

関
に
達
す
る
長
大
な
街
道
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
明
治
時
代
に
は
第
四
師

団

(大
阪
)
か
ら
姫
路
師
団
へ
の
軍

用
道
路
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

◆
古
堤
街
道

(蒲
生
,
野
崎
観
音
)

大
阪
市
か
ら
東
大
阪
市
へ
の
全
延

長
約
一
二
蹴
(う
ち
大
阪
市
内
五
如
)。

大
阪
市
内
よ
り
奈
良
県
北
部
に
通

じ
る
近
道
で
、
別
名

｢野
崎
街
道
｣

と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
野
崎
観

音
へ
の
参
詣
道
と
し
て
発
達
し
た
信

仰
の
道
で
す
。
舟
で
行
く
人
は
天
満

橋
か
ら
寝
屋
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
陸

路
を
行
く
人
は
、
寝
屋
川
堤
の
北
岸

を
歩
き
ま
し
た
。
そ
の
堤
を
古
堤
と

い
い
ま
し
た
。

◆
俊
徳
街
道

(天
王
寺
南
門
ー
高
安
十
三
峠
)

大
阪
市
か
ら
東
大
阪
市
を
通
過

し
、
八
尾
市
に
入
る
全
延
長
約
一
四

臘

(う
ち
大
阪
市
内
三
･
五
蝿
)。

俊
徳
丸
伝
説
で
名
高
い
街
道
で

す
。
四
天
王
寺
か
ら
、
生
野
区
を
東

西
に
横
断
、
信
貴
山
麓
に
至
る
。
途

中
、
橋
、
地
蔵
堂
、
駅
名
な
ど
に
俊

徳
の
名
が
残
り
、
そ
れ
ぞ
れ
伝
説
に

い
ろ
ど
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦

災
を
免
れ
た
地
域
が
多
く
、
寺
や
古

墳
が
見
ら
れ
、
昔
の
街
道
筋
の
様
子

を
色
濃
く
残
し
て
い
ま
す
。
河
内
方

面
か
ら
の
物
資
輸
送
及
び
四
天
王
寺

詣
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

◆
奈
良
街
道

(河
堀
口
j
奈
良
市
)

大
阪
市
か
ら
八
尾
市
、
柏
原
市
、

王
寺
町
、
斑
鳩
町
、
大
和
郡
山
市
を

通
過
し
、
奈
良
市
に
入
る
全
延
長
約

三
四
蝿

(う
ち
大
阪
市
内
六
蝿
)。

大
阪
~
奈
良
間
の
交
通
路
の
中
で



山
越
え
を
必
要
と
し
な
い
唯
一
の
街

道
で
あ
り
、
歴
史
は
古
く
、
天
武
天

皇
八
年

(六
七
九
年
)
に
は
龍
田
山

関
と
大
坂
山
関
が
置
か
れ
た
と
い
い

ま
す
。
近
世
で
は
、
河
内
平
野
で
の

綿
作
の
発
達
や
換
金
作
物
の
栽
培
に

伴
い
、
当
街
道
も
盛
行
し
ま
し
た
。

現
在
は
ほ
と
ん
ど
が
国
道
二
五
号
と

な
っ
て
お
り
、
旧
態
を
留
め
て
い
る

の
は
旧
平
野
郷
内
に
見
ら
れ
る
だ
け

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
中
高
野
･
下
高
野
街
道

○
中
高
野
街
道
(守
口
市
~
高
野
町
)

守
口
市
か
ら
大
阪
市
に
入
り
、
松

原
市
、
堺
市
、
大
阪
狭
山
市
、
富
田

林
市
、
河
内
長
野
市
、
橋
本
市
を
通

過
し
、
高
野
町
に
入
る
全
延
長
約
五

五
如

(う
ち
大
阪
市
内
一
三
皿
)。

高
野
詣
の
た
め
の
信
仰
の
道
で

す
。
京
街
道
守
口
宿
か
ら
、
大
阪
市

東
部
の
市
界
沿
い
に
、
ほ
ぼ
南
北
に

走
り
市
内
を
抜
け
ま
す
。
市
内
を
通

過
す
る
街
道
の
う
ち
、
最
長
の
も
の

で
、そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
で
部
分
的
に
、

剣
街
道
、
平
野
街
道
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
東
西
に
走
る
旧
街
道

と
各
所
で
交
差
し
、
趣
の
あ
る
形
を

留
め
て
い
ま
す
。
一
部
区
画
整
理
等

で
消
滅
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
全
体
に
わ
た
り
比
較
的
よ
く

旧
態
を
残
し
て
い
ま
す
。

○
下
高
野
街
道
(天
王
寺
~
高
野
町
)

大
阪
市
か
ら
松
原
市
、
堺
市
、
大

阪
狭
山
市
、
富
田
林
市
、
河
内
長
野

市
、
橋
本
市
を
通
過
し
、
高
野
町
に

入
る
全
延
長
約
五
〇
蛔

(う
ち
大
阪

市
内
五
･
五
皿
)。

高
野
詣
の
た
め
の
信
仰
の
道
で

す
。
J
R
環
状
線
寺
田
町
駅
付
近
の

奈
良
街
道
を
起
点
に
ほ
ぼ
南
へ
矢
田

付
近
で
大
和
川
を
渡
り
、
大
阪
市
外

へ
出
ま
す
。
高
野
山
へ
は
各
地
か
ら

の
ル
ー
ト
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
特
に
大
阪
市
内
を
通
過
す
る
の

は
、
当
街
道
と
中
高
野
街
道
で
す
。

両
街
道
は
河
内
長
野
市
付
近
で
合
流

し
、
高
野
山
へ
向
か
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。
下
高
野
街
道
は
東
住
吉
区
内

の
一
部
で
区
画
整
理
等
の
た
め
消
滅

し
ま
す
が
、
地
元
に
は
明
治
初
め
の

地
籍
図
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
あ
と

づ
け
が
で
き
ま
す
。

道
、
奈
良
街
道
な
ど
、
今
に
残
る
街

道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

街
道
は
ル
ー
ト
を
変
え
た
り
、
拡
幅

さ
れ
た
り
し
な
が
ら
、
幾
世
代
に
も

渡
っ
て
数
多
く
の
人
々
に
利
用
さ

れ
、
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
古
い
街
道
も
現
在
で
は

と
か
く
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
す
。
も
う

一
度
、
市
民
･
行
政
と
も
ど
も
、
町

の
歴
史
を
刻
ん
だ
街
道
を
通
じ
て
、

町
の
歴
史
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
せ
る
先
人

の
知
恵
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と

は
、
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

◆
庚
申
街
道(四

天
王
寺
南
門
,
川
辺
)

大
阪
市
内
で
全
延
長
七
m
。

四
天
王
寺
南
門
か
ら
す
ぐ
庚
申
堂

前
を
通
過
、
桃
ヶ
池
を
東
に
今
川
に

突
き
当
た
り
、
し
ば
ら
く
は
川
沿
い

に
南
下
。
そ
の
後
大
和
川
に
達
し
、

堤
防
上
を
東
に
向
か
い
ま
す
。
庚
申

詣
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
街

道
沿
い
に
点
在
す
る
村
々
と
市
内
へ

の
相
互
交
流
の
道
で
も
あ
り
ま
し

た
。
現
在
、
区
画
整
理
な
ど
で
拡
幅

さ
れ
、
昔
を
偲
び
に
く
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
旧
村
で
は
一
部
旧
態
を
残

し
、
現
況
と
際
立
っ
た
対
比
を
見
せ

て
い
ま
す
。

今
回
の
原
稿
作
成
に
あ
た
っ
て

は
、
大
阪
市
建
設
局
の
業
務
論
文

｢大
阪
の
旧
街
道
と
そ
の
整
備
｣、
㈲

大
阪
市
土
木
技
術
協
会
、
鯛
大
阪
都

市
協
会
発
行
の

｢大
阪
の
旧
街
道
と

坂
道

(増
補
再
版
)｣
を
大
い
に
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
大
阪
市
建
設
局
か
ら
写
真
、
そ

の
他
多
く
の
資
料
の
提
供
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

62 道イテセ 2007.4

◆
お
わ
り
に

街
道
、
す
な
わ
ち
道
路
は
町
の
形

成
発
展
と
一
体
不
可
分
の
関
係
に
あ

り
、
都
市
の
成
長
と
と
も
に
数
多
く

の
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
江
戸
時
代
に
は
大
阪
が
商
業
都
市

と
し
て
発
展
す
る
の
に
伴
い
、
京
街
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帶
螂
ま
ち
な
か
歩
衙
着
実
圓
社
会
実
験
の
職
纏
泳

“

i

“オ
ビ
ヒ
醐
ホ
コ
テ
ン
“
に
お
け
る
繭
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ま
ち
づ
く
り
$

帯
広
市
商
工
観
光
部
商
業
課
商
業
振
興
係
長

葛
西

克
也

靴

帯
広
市
の
概
嚢

北
海
道
帯
広
市
は
、
北
海
道
中
央
部
の
や
や
東
、
広
大

な
十
勝
平
野
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
、
一
市
一
八
町
村
か

ら
な
る
十
勝
地
方
の
中
核
都
市
と
し
て
発
展
、
人
口
約
一

七
万
人
を
擁
す
る
。

気
候
は
、
典
型
的
な
大
陸
性
気
候
で
あ
り
、
夏
は
真
夏

日
が
数
日
続
く
ほ
ど
暑
く
、
冬
は
厳
し
く
冷
え
込
む
が
比

較
的
雪
は
少
な
く
、
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
日
照
時
間
が

多
い
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

十
勝
平
野
は
、
東
西
北
の
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
残
る

南
の
一
方
を
太
平
洋
に
面
す
る
、北
海
道
屈
指
の
平
野
で
、

こ
の
肥
沃
な
大
地
を
背
景
と
し
て
農
業
が
盛
ん
で
あ
り
、

こ
れ
を
基
幹
産
業
と
し
て
商
工
業
が
発
達
し
て
き
た
。

中
心
市
街
地
は
、
J
R
帯
広
駅
を
中
心
に
、
碁
盤
の
目

状
に
整
然
と
広
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
通
り
に
は
商

店
街
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
一
〇
年
ほ
ど
の
間
で
、
鉄
道
連
続
立
体
交
差
事
業

を
契
機
と
し
た
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
を
は
じ
め
と

す
る
大
型
事
業
や
、
歩
行
者
の
散
策
･
回
遊
性
を
高
め
る

街
路
整
備
事
業
な
ど
の
ハ
ー
ド
整
備
が
順
調
に
行
わ
れ
、

街
並
み
は
変
貌
を
遂
げ
た
。

こ
う
し
た
事
業
を
行
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
車
社

会
の
進
展
や
大
型
商
業
施
設
の
郊
外
立
地
な
ど
の
影
響
を
う

け
、
中
心
部
の
空
洞
化
が
じ
わ
じ
わ
と
進
行
し
、
か
つ
て
の

賑
わ
い
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
商
工
会
議
所
が
中

心
と
な
り
T
M
O
事
業
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
商
店
街
連
合

会
で
も
様
々
な
ソ
フ
ト
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

な
か
で
も
全
国
屋
台
村
の
火
付
け
役
と
な
っ
た

｢北
の

屋
台
｣
や
、
ま
ち
な
か
の
高
齢
者
下
宿

｢
エ
バ
ー
ハ
ウ
ス

菜
の
花
｣
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
事
業
の
中
で

も
非
常
に
評
価
も
高
く
、活
性
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

二

帯
広
ま
弩
な
か
歩
行
着
実
国
の
き
っ
か
け

(写
真
1
)

近
年
は
、
様
々
な
ソ
フ
ト
事
業
が
ま
ち
な
か
で
行
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
都
度
、
ま
ち
に
人
出
は
あ
る
も
の
の
、
残

念
な
が
ら
一
過
性
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
継
続
的
な
賑
わ

い
の
創
出
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

中
心
部
の
歩
行
者
通
行
量
調
査
の
結
果
に
お
い
て
も
、

年
々
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
｢こ
の
ま
ま
で
は
ま

ち
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
｣
と
の
危
機
感
が
高
ま
っ
て
き
た
。



写真 1 帯広まちなか歩行者天国の様子

が
ら
考
え
る
｣
を
合
言
葉
に
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
出
し
た

約
三
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
創
り
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。

の
で
あ
っ
た
。

･
日
量

商
店
街
連
合
会
の
有
志
で
構
成
さ
れ
る

｢中
心
部
活
性

化
協
議
会
｣
で
は
、
こ
う
し
た
危
機
感
を
共
通
の
も
の
と

し
、
長
年
温
め
て
き
た

｢歩
行
者
天
国
｣
の
構
想
を
実
現

す
べ
く
動
き
出
し
た
。

実
は
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
の
は
商
業
者
だ
け
で
は
な

く
、ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
つ
様
々
な
団
体
や
市
民
も
、

ま
ち
な
か
再
生
へ
の
想
い
を
秘
め
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
、
こ
の
よ
う
な
市
民
に
早
速
声
を
掛
け
、
平
成
一
人
年

一
月
に

｢ま
ち
な
か
歩
行
者
天
国
大
作
戦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
｣
を
立
ち
上
げ
、
準
備
会
と
し
て
検
討
を
開
始
し
た
。

こ
の
後
、
三
回
の
会
合
を
重
ね
、
四
月
に

｢帯
広
ま
ち

な
か
歩
行
者
天
国
実
行
委
員
会
｣
を
設
立
し
、
正
式
に
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

略
称
を

｢オ
ビ
ヒ
ロ
ホ
コ
テ
ン
｣
と
し
、
開
催
初
日
を

わ
ず
か
二
カ
月
後
の
、
六
月
一
人
日
と
決
め
、
｢動
き
な

そ
し
て
、
こ
の
取
組
み
に
弾
み
を
つ
け
る
た
め
、
そ
し

て
新
た
な
道
づ
か
い
を
検
証
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
道

路
局
の
社
会
実
験
に
応
募
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三

帯
広
ま
裔
な
か
歩
行
者
粟
国
の
概
覊

オ
ビ
ヒ
ロ
ホ
コ
テ
ン
が
、
他
の
歩
行
者
天
国
と
大
き
く
異

な
る
の
は
、
交
通
規
制
に
よ
り
歩
行
者
専
用
と
し
た
道
路
空

間
を
、
単
な
る
歩
行
利
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
会
場
と
し
て
活
用
し
た
点
で
あ
る
。
加
え
て
、
単
発
の
イ

ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
｢毎
週
日
曜
日
に
は
、
ま
ち
な
か
で
何

か
楽
し
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
｣
と
い
う
状
況
を
、
夏
場
の

日
程六

月
一
人
日
か
ら
九
月
一
〇
日
ま
で

(八
月
一
三

日
を
除
く
毎
日
曜
日
の
一
二
回
)

場
所駅

前
通
り
沿
い
の
市
内
唯
一
の
百
貨
店

｢藤
丸
｣

前
の
交
差
点
を
中
心
に
、
南
北
二
〇
0
m
、
東
西
一

〇
0
m
の
車
道
を
十
字
型
に
交
通
規
制
し
、
会
場
と

す
る

(図
-
)。

交
通
規
制
の
時
間

午
前
九
時
三
〇
分
か
ら
午
後
六
時
ま
で

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
間

午
前
三

時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

図 1 社会実験実施位置図

図 2 オビヒロホコテンの目標

居住人口 ･交流人口の増加

商業機能 ･都市機能の充実

まちなかの賑わいの再生
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四

イ
ベ
ン
ト
等
の
概
嚢

イ
ベ
ン
ト
は
大
小
合
わ
せ
、
延
べ
二
〇
〇
を
超
え
、
多

く
の
市
民
が
訪
れ
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

代
表
的
な
も
の
は
、
六
月
=

｢Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー

ラ
ン

m

ホ
コ
テ
ン
｣
(写
真
2
)
、
七
月
=

｢と
か
ち
グ

ル
メ
フ
ェ
ア
｣
、
｢
は
た
ら
く
自
動
車
大
集
合
-
｣
、
八

月
=

｢電
気
ま
つ
り
｣
、
九
月
=

｢挑
戦
!

日
本
一
長

~
い
ピ
ザ

四
〇
メ
ー
ト
ル
｣
、
｢ま
ち
な
か
宝
く
じ
大
抽

選
会
｣
な
ど
o

こ
の
ほ
か
、
路
上
ラ
イ
ブ
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
、
フ
ラ
メ
ン
コ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
歴
史
写
真
展
、

ま
ち
な
か
写
生
会
、
わ
ん
こ
の
し
つ
け
教
室
、
人
形
劇
、
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＼
ゞ
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,
き
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ゞ
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.ソ写真 2 Y O S A K O I ソーラン m ホコテン

紙
芝
居
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
市

民
の
発
表
の
場
、
そ
し
て
憩
い
の
場
と
し
て
道
路
が
活
用

さ
れ
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
が
生
み
出
さ
れ
た
。

踵

社
会
実
験
の
概
震

実
際
に
社
会
実
験
の
選
定
結
果
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、

六
月
下
旬
で
、
直
ち
に
諸
準
備
を
行
い
、
七
月
二
三
月
の

ホ
コ
テ
ン
第
六
回
開
催
か
ら
実
験
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

地
域
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

｢中
心
部
の
空
洞
化
｣
や

｢路
上
駐
車
に
よ
る
バ
ス
交
通
等
の
阻
害
｣
を
解
決
す
る

た
め
、
大
き
く
次
の
三
点
の
検
証
項
目
を
設
定
し
て
取
り

組
ん
だ
。

ー

ま
ち
の
賑
わ
い
創
出
効
果
の
検
証

前
出
の
よ
う
な
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
ま
ち
の
賑
わ

い
創
出
に
取
り
組
ん
だ
結
果
を
、
各
種
調
査
で
検
証
し
た
。

･
歩
行
者
通
行
量
調
査

･
来
街
者
数
調
査

･
ホ
コ
テ
ン
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

･
商
業
活
動
へ
の
影
響
度
調
査

･
輸
送
業
関
係
の
影
響
度
調
査

2

ば
ん
ば
馬
車
に
よ
る
公
共
交
通
の
検
証

J
R
帯
広
駅
前
と
ホ
コ
テ
ン
会
場
間
を
、
｢ば
ん
ば
馬

車
｣
(写
真
3
)
で
結
び
、
来
街
者
を
誘
導
し
た
。

｢ば
ん
ば
｣
は
農
耕
馬
と
し
て
、
北
海
道
の
開
拓
の
歴

史
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、
｢ば
ん
ば
｣

で
そ
り
を
引
い
て
力
と
速
さ
を
競
う

｢ば
ん
え
い
競
馬
｣

は
世
界
で
唯
一
の
競
馬
で
あ
る
。

こ
の

｢ば
ん
ば
｣
は
、
｢北
海
道
の
馬
文
化
｣
と
し
て

北
海
道
遺
産
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

･
自
動
車
影
響
度
調
査

(追
従
車
両
等
)

･
馬
車
乗
客
数
調
査

･
ば
ん
ば
馬
車
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

表 1 帯広まちなか歩行者天国社会実験の概要

実施上体 帯広まちなか歩行者天国実行委員会

主な構成団体
ひびお爪

浦
蓑
拡

会
せ扇

工
久

商

一
、
ワ

会
ト

議
ツ

協
ネ

化
り

性
く

活
づ

部
ち

心
ま

中
ろ

実施期間 7月 2 3 口 ~ 9 月 1 0 日

検証項目

鍋
鳶
繖

い

の

の
正

わ

通

報
鯛

賑

交

情
崗

効
鍼
螫鎌

ば
橇
物欖

娑
柵
廳列

用

よ

る
よ

活

に

よ

こ

を
証
車

に
引

聟教蟠鰤雌鋼

路
果
ん
を
M
料

道
効
ば
性
F
や

道イテセ 2007,4 65

3

駐
車
場
の
利
用
向
上
策
の
検
証

ホ
コ
テ
ン
会
場
周
辺
の
六
駐
車
場
が
、
一
時
間
分
の
料



　
　
　

き
装
もぐ
子

　　
　　
　
　

　　　　
　
　

　
　
　
　

　
　　　　　
　｢ばんば馬車｣ 実験の様子
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写真 4 アンケート調査

表 2 歩行者天国開催中の歩行者通行量 (5地点の合計)

＼
H 16 H 17 H 18

,
7 H 18

.
8 H 18

.
9

比

7

年

鮭

前

H

比

選

年

鬘

前

H

11時 ~ 12時 498 廓 贓 @ 郷 統 鰯
12時 ~ 13時 782 764 肋 鯲 跳 153

.
4 総

13時 ~ 14時 郷 838 跳 鰍 @ 吻 総
14時 ~ 15時 続 824 跳 跨 蘇 繊 駕
15時 ~ 16時 泓 780 嫌 蹄 蹄 鮫 5約寸･ユ

16時 ~ 17時 686 662 那 緘 820 蘂 46014

合 計 触 鰔 灼 鰄 鰄 鰻 蹴

金
割
引
を
行
っ
た
ほ
か
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
放
送

え
た

･
少
し
増
え
た
｣
が
二
九
%
、
｢変
わ
ら
な
い
｣
が

(二
社
)
に
よ
る
、
駐
車
場
空
き
情
報
を
提
供
し
た
。

五
六
%
、
｢減

っ
た

･
少
し
減

っ
た
｣
が

一
五
%
と
な
っ

･
路
上
駐
車
の
状
況
調
査

て
お
り
、
売
り
上
げ
動
向
は
、
｢少
し
増
え
た
｣
が
一

駐
車
場
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

F
M
情
報
利
用
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

(写
真
4
)

穴

ま
ち
の
賑
わ
い
創
出
期
黒
の
検
証
結
果

ホ
コ
テ
ン
開
催
日
に
お
け
る
、
会
場
周
辺
の
歩
行
者
通
行

量
調
査
の
結
果
を
前
年
と
比
較
す
る
と
、
七
月
調
査
時

…五

五
%
増
、
八
月
調
査
時
…
三
三
%
増
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
中
心
部
全
調
査
地
古
谷
□計
値
の
前
年
比
は
、
平

日
の
七
月
…
五
%
増
、
八
月
m
一
%
増
、
九
月
…
二
%
増
、

休
日
の
七
月

"
二
一
%
増
、
八
月

…
四
%
増
、
九
月
…
三

〇
%
増
と
な
っ
て
い
る
。

ホ
コ
テ
ン
の
開
催
日
に
お
け
る
増
加
は
も
と
よ
り
、
そ

れ
以
外
の
平
日
に
も
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
ホ
コ

テ
ン
効
果
に
よ
る
、
ま
ち
な
か
回
帰
が
裏
付
け
ら
れ
た
。

な
お
、
平
日
は
三

年
ぶ
り
、
休
日
は
-
0
年
ぶ
り
の

増
加
と
な
っ
た

(表
2
)。

来
街
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
｢ホ

コ
テ
ン
に
対
す
る
満
足
度
｣
が
七
六
%
、
｢再
訪
意
思
｣

は
八
七
%
、
｢継
続
開
催
へ
の
賛
同
と
継
続
開
催
時
の
再

訪
意
思
｣
は
と
も
に
九
七
%
と
、
市
民
の
期
待
の
高
さ
が

表
れ
て
い
る

(図
3
)。

次
に
、
周
辺
商
業
者
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る

と
、
ホ
コ
テ
ン
開
催
日
に
お
け
る
来
客
数
の
動
向
は

｢増
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ち
え

圏開催期間中の再訪意思 圏ホコテンの満足度

鬮継続開催の来訪意向

　　

　

れ

、

　

　

　

　

訪
た

続

ゐ
&

再
し

継

会
た
、

鬮

機
来

れれ呻図

八
%
、
｢変
わ
ら
な
い
｣
が
六
三
%
、
｢減
っ
た

･
少
し

減
っ
た
｣
が

一
九
%
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
商
業
と
の
連
携
の
可
能
性
は
、
｢感
じ
た
･

少
し
感
じ
た
｣
が
六
三
%
と
高
く
、
売
り
上
げ
に
直
結

し
な
い
現
状
を
、
今
後
は
ど
の
よ
う
に
結
び
付
け
て
い

く
か
、
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

(図
4
)。

七

ば
ん
ば
馬
車
に
よ
る箋

其
変
通
の
検
証
結
果

自
動
車
影
響
度
調
査
で
は
、
｢ば
ん
ば
馬
車
｣
連
行
に

伴
う
渋
滞
な
ど
…
般
車
両
へ
の
影
響
を
調
べ
た
が
、
追

従
車
両
数
は
最
大
で
も
六
合
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
｢ば
ん
ば
馬
車
｣
連
行
に
関
し
て
は
、

交
通
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

ま
た
、
乗
客
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
｢馬

車
連
行
が
来
街
動
機
に
な
る
｣
が
八
四
%
、
｢公
丑
全
父
通

と
し
て
有
効
｣
が
四
六
%
、
｢観
光
資
源
と
し
て
有
効
｣

が
八
七
%
と
な
っ
て
い
る
。

記
述
回
答
の
中
に
は
、
｢ば
ん
ば
馬
車
は
珍
し
く
魅
力

的
｣、
｢ま
ち
な
か
の
観
光
資
源
と
し
て
活
性
化
に
貢
献
｣
、

｢十
勝
ら
し
さ

･
風
土
を
生
か
し
た
資
源
と
し
て
有
効
｣

と
の
回
答
が
多
数
見
ら
れ
た
。

市
民
の
感
覚
と
し
て
は
、
観
光
資
源
と
し
て
の
利
用

に
期
待
が
あ
り
、
今
後
の
運
用
に
際
し
方
向
性
が
見
出

さ
れ
た

(図
5
)。

　　図

八

駐
車
場
の
利
用
向
上
策
の
検
証
結
果

路
上
駐
車
台
数
の
調
査
で
は
、
ホ
コ
テ
ン
開
催
期
間
中

と
、
開
催
終
了
後
と
の
比
較
で
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
時
間
帯

に
お
い
て
、
終
了
後
の
路
上
駐
車
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

実
験
期
間
中
の
駐
車
料
金
割
引
が
有
効
に
作
用
し
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
駐
車
場
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
｢料
金

割
引
が
来
衝
動
機
に
な
る
･
少
し
な
る
｣
が
六
六
%
、
｢割

引
額
が
適
当

(
一
時
間
割
引
)｣
が
九
二
%
と
い
う
結
果
で

あ
り
、
駐
車
場
の
割
引
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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　図

F
M
で
の
駐
車
場
情
報
提
供
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
｢情
報
提
供
が
有
効

･
少
し
有
効
｣
が
六
一
%
、
｢情

報
提
供
の
仕
組
み
に
満
足
｣
が
九
0
%
と
い
う
結
果
で
あ

り
、
リ
ス
ナ
ー
の
評
価
は
高
か
っ
た

(図
6
)。

乳

櫨
会
実
験
を
終
え
て

帯
広
ま
ち
な
か
歩
行
者
天
国
社
会
実
験
は
、
｢中
心
部

が
ど
う
あ
る
べ
き
か
?
｣
と
い
う
問
い
を
市
民
に
投
げ
か

け
た
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
支
え
ら
れ
た
都
市
構
造
が
顕

著
な
帯
広
･
十
勝
に
お
い
て
、
｢中
心
部
の
メ
イ
ン
ス
ト

写真 5 ホコテンオープニングの様子

リ
ー
ト
を
、
あ
え
て
歩
行
者
天
国
に
す
る
の
か
｣
と
い
う

必
然
性
を
問
う
声
も
、
報
道
さ
れ
た
。

賛
否
両
論
の
反
応
の
盛
り
上
が
り
は
、
市
民
が
潜
在
的

に
抱
い
て
い
る
、
中
心
部
へ
の
関
心
の
高
さ
を
改
め
て
示

し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
だ
け
を
捕
ら
え
て
も
意
義

深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

社
会
実
験
を
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
と
し
て
の
ホ
コ
テ
ン
と
商
店
街
の
共
存
、
人
的
な
関

わ
り
と
し
て
の
ホ
コ
テ
ン
運
営
主
体
と
商
業
者
と
の
協
力

体
制
な
ど
、
中
心
部
の
賑
わ
い
再
生
を
進
め
る
上
で
の
課

題
が
共
有
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
中
心
部
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
市
民
連
携

組
織

｢お
び
ひ
る
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｣
が
、
商

業
者
と
と
も
に
積
極
的
に
運
営
に
関
わ
り
、
特
に
若
い
世

写真6 帯広出身のミュージシャンジ
広部

　
　

代
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

今
回
、
社
会
実
験
に
取
り
組
ん
だ
実
行
委
員
会
は
、
非

常
に
広
範
囲
で
多
種
多
様
な
構
成
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
お

り
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
形
態
と
し
て
も
、
高
い

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
道
路
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
近
年
の
規
制
緩

和
の
流
れ
が
大
き
く
作
用
し
た
の
は
否
め
な
い
事
実
だ

が
、
こ
れ
に
も
増
し
て
市
民
の
広
が
り
と
行
政
の
支
援
と

が
一
体
と
な
っ
た
組
織
体
制
が
、
公
共
性
･
公
益
性
の
観

点
か
ら
も
認
め
ら
れ
、
関
係
官
署
の
許
可
を
得
ら
れ
た
も

m

の
と
考
え
て
い
る
。

ヤ

あ
え
て
付
け
加
え
る
と
、
三
ヵ
月
に
わ
た
る
長
期
間
の

行

実
施
を
乗
り
越
え
た
達
成
感
に
よ
っ
て
、
人
と
人
と
の
ネ

首

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
よ
り
強
固
に
結
び
つ
い
た
こ
と
が
、
副
産

叙

圏料金割引額について 　
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物
と
し
て
の
効
果
で
あ
り
、
む
し
ろ
こ
れ
こ
そ
が
最
も
大

き
な
財
産
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
ち
を
愛
す
る
人
々
が
、
ま
ち
を
想
う
心
を
大
切
に
、

実
行
へ
の
確
実
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

=○

令
麓
へ
の
対
応

｢
日
曜
日
に
出
か
け
て
買
い
物
を
し
た
の
は
七
年
ぶ

り
｣
、
｢ご
み
を
見
つ
け
た
ら
、
私
が
拾
い
ま
す
ね
。
四
人

家
族
だ
か
ら
み
ん
な
で
拾
い
ま
す
。
だ
か
ら
毎
週
頑
張
っ

て
｣
な
ど
の
市
民
の
声
が
、
地
元
紙
が
扱
う
ホ
コ
テ
ン
の

記
事
の
中
に
載
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
涙
を
ぬ
ぐ
っ
た
の
は

私

一
人
だ
け
で
は
な
か
っ
た
i
o

今
回
の
実
験
に
お
い
て
、
ホ
コ
テ
ン
の
実
施
に
よ
る

｢ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
｣
に
つ
い
て
は
、
一
定
程
度

の
効
果
が
認
め
ら
れ
、
市
民
の
評
価
も
高
く
、
期
待
感
に

も
表
れ
て
い
る
。

こ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
今
年
も
夏
場
の
三
カ
月
間
、

ホ
コ
テ
ン
の
本
格
実
施
を
決
め
、
す
で
に
実
行
委
目
な
云
で

は
計
画
作
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
新
た
な
課
題
と
し
て
、
｢ば
ん
ば
馬
車
｣
の
有

効
性
を
さ
ら
に
検
証
す
る
た
め
、
ホ
コ
テ
ン
会
場
内
に
馬

車
専
用
レ
ー
ン
を
設
け
、
｢馬
車
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
｣

と
し
て
の
実
験
を
検
討
し
て
い
る
。

北
海
道
遺
産
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
世
界
で
唯
一
の
伝

統
文
化
で
あ
る

｢ば
ん
え
い
競
馬
｣
は
、
今
、
存
廃
の
岐

《 ｢帯広まちなか歩行者天国｣ で催されたイベント》

路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
が
、
か
ろ
う
じ
て
帯
広
市
が
単
独

開
催
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
る
。

北
海
道
開
拓
の
歴
史
を
語
る
上
で
、
｢農
耕
馬
と
し
て

私
た
ち
の
生
活
を
、
そ
し
て
経
済
発
展
を
支
え
た

『ば
ん

ば
』
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
｣
と
の
熱
い
思
い
も
あ
り
、

｢ば
ん
ば
馬
車
｣
の
本
格
連
行
に
向
け
た
取
組
み
を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

実
行
委
員
会
で
は
、
｢地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
｣

を
最
終
的
な
目
標
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
実
現
に
向
か
っ

て
、
楽
し
く
、
そ
し
て
大
き
な
う
ね
り
を
お
こ
す
取
組
み

を
、
末
永
く
続
け
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。




